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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　１






　押し寄せる異形の怪物を、教授、学生、そして灰十字クルサーダの戦士が迎え撃つ。

　巨大な頭部に一本足が生えたもの、眼がん窩かから赤ん坊の顔が飛び出しているもの、人間の脚を持つ蟲むし──いわゆる物ものの怪け、東洋における妖魔のたぐいなのだが、西洋人にとっては狂気の産物のように見え、独特の恐怖をかき立てられる。

　魔術への耐性も強く、生半可な攻撃では止められない。まして、一帯は瘴しよう気きに覆われている。こちらの魔術効果は減衰し、身体的には吐き気や頭痛を引き起こす。古ふる強つわ者ものの教授たちでさえ、苛酷と感じる環境だ。

　倒しても倒しても、敵の数は減らない。陥落は時間の問題と思われた。

「西門が抜かれる！　応援！　誰だれか！」

　学生の悲痛な救援要請を、石材の削れるような轟ごう音おんがかき消した。

　敷地の鉄柵をなぎ倒し、巨大な車輪の怪物が侵入してくる。燃える車輪の中央に顔だけが浮かんでいて、猛牛のごとく駆け回る化け物だった。

　学生たちがパニックを起こす。その車輪の前に、一人の紳士が立ちはだかった。

「知性があるなら、聞くがいい」

　カイゼルひげを片手でひねり、怪物にステッキを突きつける。

「退去したまえ。君はこちらの〈領土〉を侵している」

　無論、怪物が聞く耳を持つわけがない。突進は止まらず、車輪は見る間に距離を詰めた。衝突は不可避──最悪の光景を予感して、学生たちが目を覆う。

　しかし、車輪は紳士の一歩手前で停止した。

　魔防とはまた違う、不可視の壁に阻はばまれている。ぎゃりぎゃりと耳障りな音が響く中、法学部教授ウェッソンは言った。

「ふむ、さては言葉がわからんか？　しかし、言葉が通じずとも法は効力を持つ。私は、入るな、出て行けと言ったのだよ」

　魔力が走り、敷地の境界に光の波紋が広がる。次の瞬間、敷地内に入り込んでいた怪物がすべて、黒煙となって霧散した。

　何らかの結界魔術で、物質から瘴しよう気きに還元した……らしい。

　わきで見ていたヴァイツゼッカー姉妹が、飛び跳ねて喜ぶ。

「先生、すごーい！」「フラガラッハよりすごい！」

　ウェッソンは知的に微笑ほほえみ、くるりとステッキを回した。

「いや、君たちの完全統制振動フラガラツハほど万能ではない。〈法〉とは不便なものでね」

　通りの向こうを指し示す。そちらには依然として無数の影がひしめいていた。どうやらウェッソンの魔術は、敷地内にのみ有効らしい。その上──

「出たぞ、オーガだ！」「あのオーガがくる！」

　黒々とした巨きよ軀くを揺すり、例の〈鬼〉が敷地に侵入してきた。体表が焼かれはしたが、焼け石に水といった風情で、歩みを止めることはできない。

　ウェッソンは残念そうに髭ひげを撫なでた。

「見ての通り、圧倒的な暴力の前には、法など無力だ」

「無責任なこと言ってんじゃねえ！　役に立たねえなら引っ込みな！」

　いきなり怒号が飛んでくる。双子の後ろから、別の一団が応援に現れた。

　どやどやと騒がしく、車輪つきの砲身を引き出してくる。そんな外な見りでも自動人形オートマトンではあるようで、砲は術者の指示に従い、自走して隊列を整えた。

　全部で十門。指揮しているのは禿とく頭とうの巨漢で、山賊の親玉と言われた方がしっくりきそうな、工学部のロックスミス教授だった。

「射線をあけろ、餓が鬼きども！　どかねえ奴やつはてめえの尻にお別れ言っとけ！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやを言う。巻き添えを恐れ、ヴァイツゼッカー姉妹があわてて逃げていく。他方、ウェッソン教授は懐疑的な目を向けた。

「ロックスミス。そんなもので倒せる相手か？」

「やってみりゃわかるさ。撃てぃ！」

　どごんっ、と間の抜けた、しかし凄すさまじい破裂音が皆の鼓膜をぶっ叩たたく。砲身が反動に耐え切れず、砲型自動人形オートマトンが一斉に引っくり返った。

　砲弾が生む衝撃波、炸さく裂れつの吹き返しで味方がなぎ倒される。通りは百メートルに渡って石畳がめくれ、両脇の建物には巨大な爪あとが刻まれた。

　砲弾は鬼のどてっ腹に命中し、はるか彼方かなたへと吹き飛ばした。

「ほれ見ろ！　計算通りの威力じゃねえか！」

　ロックスミスが満足げに笑う。ウェッソンは目を丸くして、

「何をした？　こんな古めかしい機構で、あんな威力は出まい」

「ルーンを彫らせたのよ。レンブラントの野郎に談判してな」

「理学部の──彼は紋章学の権威、印章術の専門家だったか」

「砲弾と砲身に思いつく限りの術式を書き込ませた。相手が糞くそ硬いってんなら話は簡単、それ以上の火力をぶつけてやりゃいい」

　暴力に対抗するは暴力。その明快すぎる発想に、ウェッソンはあきれた。

「荒っぽいにもほどがある。第一、砲がもたんだろう？」

「イブの心臓さえ無事なら再建は効く。ボディなんざ使い捨てだ──撃てぃ！」

　第二射。鬼の後続は機敏に動き、射線上から退避した。当たらなかった大火力は、妖魔たちを巻き込み、街並みを破壊するに留とどまった。

「糞が！　だったら仰角水平、引きつけて撃つ！」

「──学生諸君、後退したまえ！」

　ウェッソンの助言に従い、学生たちがあわてて礼拝堂まで後退した。残存する八門に弾が込められ、ロックスミスが魔力をみなぎらせる。

「くらいやがれ、東洋のバケモン！」

　至近距離まで引きつけ、第三射を放つ。爆音とともに、鉄のこぶしが鬼のボディに突き刺さった。通常、瘴しよう気きの怪物に物理攻撃は効きが悪い。だが今、極限まで高められた物理攻撃が、瘴気の魔力抵抗を貫通した。

　直撃を受け、巨体が軽々と吹き飛んでいく。味方の士気は一気に高揚した。

「オーガに一撃与えた！」「見たか！　吹っ飛んだぞ!?」

　歓声があがり、学生たちが喜びに沸く。しかし、ロックスミスは唾棄した。

「糞ったれが……何て奴やつだ……！」

　荒れた路上で、ヒトガタのものが複数、緩慢な動作で起き上がろうとしている。

　引き裂かれた体表から、内部の人間が見える。瘴気に取り込まれ、〈依より代しろ〉にされた教授たちだ。血色が悪く、瘦せこけ、目は虚うつろ。生命力を奪われているらしい。

「砲を立て直せ！　ただちに次弾装そう塡てん！　急げよ！」

「無理です教授！　砲身が歪ゆがんで──これじゃ暴発します！」

「んなもん叩たたき直せ！」

　遅い。既すでに鬼たちは完全に立ち直り、再びこちらを見み据すえていた。瘴しよう気きの筋肉が見る間に修復され、元通りの力感が甦よみがえる。

　打つ手がなくなり、ロックスミスは憎々しげに舌打ちした。

「糞くそが……ここにサンジェルマンがいりゃ、奴やつに頭を使わせるとこなんだが……！」

　史学部のサンジェルマンは古今の戦史にも、近代戦術にも通じていた。何かしら妙案をひねり出したことだろう。しかしあいにく、彼は鬼の依より代しろになっている。

　ロックスミスは珍しく湿っぽい声で「ふん」と言った。

「もうどれだかわかりゃしねえ。ウェッソン、俺おれたちで止めてやらねえと」

「……そうだな。学生を傷つけるなど、彼の望むところではないだろう」

「待ちな。そりゃ殺しちまうって意味かい、お二人さん？」

　二人の教授の背後から、しゃがれた女性の声がした。

　白衣に蓬ほう髪はつのバレンタイン教授が、険しい顔で近付いてくる。

　ウェッソンもまた同じように険しい顔をして、苦渋のにじむ声で言った。

「これは総代代理……そちらの首尾はどうです？」

「ガキどもが出発する。今からあたしらで送り出すよ」

「でしたらなおさら、あのオーガは倒さねばなりません」

　手段を選んでいられる状況ではない。それはバレンタインにもわかっている。

「まあ見てな。一いちか八ばちか、あたしが足を止めてやる。みんな、息を止めな！」

　敷地中に届くような大声で言う。と同時に、バレンタインの足もとを小さな自動人形オートマトンが駆け抜けた。ねずみのような機械人形が複数、高速で八方へ駆けて行く。軌跡がそのまま青白く発光し、蜘く蛛もの巣状に光を編んだ。

　ぱんっと気体の弾はじける音とともに、大量の白煙が生じる。瘴気の黒が見る間に白く上書きされ、周辺にまで拡散した。

　鬼が身み悶もだえし、虚こ空くうを爪でかきむしる。どうやら苦しみ、もがいている。

　敵ばかりではない。学生の幾人かが咳せき込こみ、その場に倒れ伏した。口に手をやった者がいきなり嘔おう吐とし、行動できなくなる者が続出する。

「馬鹿だね！　息を止めなっつったろ！　風下へ逃げな！」

「どういうこった、こりゃ……？」

　ロックスミスがうめく。ウェッソンは状況を理解し、バレンタインを見た。

「化学変化を誘発したのですな？　組成は何です、ミズ？」

「瘴しよう気きを酸素に吸着させたのさ。酸素同士が固まって、コロイド状になってる」

　とても呼吸には適さない。その結果、瘴気の濃い場所ほど、酸素不足に陥った。あの鬼がどうやって内部の者を生かしているのかは知らないが、外気との交換が阻害されれば、内部の酸素濃度は低下するだろう。

　髭ひげを撫なでつつ、ウェッソンが感嘆した。

「さすがのお手並みですな……内部の犠牲者には酷な話ですが」

　瘴気の魔術抵抗を打ち破り、この規模でやってのけた技量も凄すごいが、何より驚嘆すべきはその観察眼だ。宿主が〈バッテリー〉として利用されているだけではなく、『操られている』状態だと見抜いた。宿主が苦しめば、鬼も行動不能になる理屈だ。

「こんなのは一時しのぎさ──おいで、餓が鬼きども！　ここが潮時だよ！」

　バレンタインの合図に応え、雷らい真しん、シャル、ロキの三人が、それぞれの自動人形オートマトンを従えて、礼拝堂を飛び出してきた。

　状況は見ていたらしい。低酸素の霧を避け、素早く駆け寄ってくる。

　雷真は瘴気の向こう、学院のある方角を見やりつつ、バレンタインに言った。

「先生。もし神性機巧マシンドールがここを撃ったら、どうなると思う？」

「余計な心配するんじゃないよ。なに、パーシヴァルの爺じじいと同じことをすりゃ、一発、二発はしのげるさ。さっきと同じ威力なら、だけどね」

　計算上の最大出力が飛んできたら──人類に防ぐ手立てはない、かも知れない。

　軽口を真に受け、雷真は深刻そうな顔で言った。

「やばいと思ったら、ここを捨てて逃げてくれ」

「どこに逃げようってんだい。それに、あたしら抜きで儀式は成立しないよ」

「そのときは俺おれたちで何とかする」

「軽く言うな、亜空間バカめ」

　ロキが雷真の頭を小突き、シャルに苦笑を向けた。

「能天気が復活したようだ。オレたちで面倒をみなければ、こいつは死ぬぞ」

「あら！　そんなのいつものことでしょ？」

　こんな状況だというのに、シャルは弾んだ声を出す。

「私たち、いつもみんなでやってきたじゃない！」

　雷真とロキが顔を見合わせ──噴き出した。

　屈くつ託たくがなく、余裕がある。まるでここだけ、ありし日の学院に戻ったようだ。

　いつしか、教授陣にも、バレンタインにも、彼らを案ずる気持ちはなくなっていた。

　この子たちになら、安心して託せる。その確信だけがある。

　バレンタインはずいっと前に出て、雷真の肩を荒々しく叩たたいた。

「いいかい、劣等生。あんたのハッタリを現実のものとするには、どうしたって神性機巧と接触しなけりゃならない。〈静寂しずかの刻とき〉を早めちまえば楽なんだが、あれはもって数分──『対決』に回す時間がなくなっちまう」

「わかってる。近付くところまでは自力でやるさ」

「問題はその後だよ。〈静寂の刻〉が始まれば、神性機巧マシンドールはハダカになる。あんたがヤツに触れられるとしたら、本当にこの一瞬だけだ。その一瞬で、あんたはヤツの存在を根本から動揺させなくちゃならない。魔術なしで、だよ」

　覚悟を問う。雷らい真しんは表情を引き締め、バレンタインにうなずいて見せた。

「やって見せる。だから、儀式の方をよろしく頼む」

「言われるまでもない。なあに、こっちにゃネクタルの連中がついてるからね。あんたが神性機巧とご対面するまでにゃ、きっちり間に合わせるよ」

　ぱちりと片目をつむり、突き飛ばすように背中を押す。

「さあ、あんたの相棒を取り戻しておいで！」

　シャルはシグムントの背に、ロキはジブリールに飛び乗って、学院の方角へ飛び出した。雷真は小こ紫むらさきをともなって、二人とは別方向へと走り出す。綺き羅らがこの瞬間を監視していたとしても、三者を同時に追跡するのは難しいだろう。

　かくして、三人はそれぞれの使命を帯おび、瘴しよう気きの海へ消えて行った。

　その背を見送り、ウェッソンは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「若者に人類の行く末を託す──と言えば聞こえはよいが。心苦しい光景だな」

「今さらすぎるぜ、糞くそが！」

　倒れた砲をがつんと殴り、ロックスミスも笑う。

「何度、餓が鬼きどもの頑張りに助けられてきたと思ってる。金きん薔ば薇らの魔女に恥をかかされたときも、銀ぎん薔ば薇らの魔女に学院をのっとられたときも、あいつらがやったんだぜ」

「……そうだな。今夜もまた、無事に戻ってくれればよいのだが」

　バレンタインは目を細め、口ぶりだけは辛口に言った。

「ここまでお膳立てしてやったんだ。ヘマするようなら、一回生のカリキュラムを再履修させてやる」

　ひどい話だ。教授たちのあいだに、素直な笑いがあふれた。

　バレンタインの魔術が崩れ、再び瘴気が勢いを取り戻す。バレンタインは妖魔の群れに向き直り、発破をかけるように叫んだ。

「正念場だよ、野郎ども！　踏ん張りな！」

　応じる声が雄お叫たけびとなり、瘴気に侵された大気を揺さぶった。





　　　　　２






「いつまで待たす!?　丙へい隊とはまだ連絡がつかんのかい！」

「応援や！　もう応援出したれ！」

「あかんて！　無闇に式放つな！　瘴しよう気きにのまれてまうぞ！」

「ほな、はよお館さまにお伝えせえ！」

「そうかて、通じひんのや！」

「おぉい、よその班とも連絡つかんぞ！　瘴気が濃すぎる！」

　男たちの怒号が飛び交う。弓ゆ削げは「喝ッ！」と吠ほえ、皆を黙らせた。

　静まり返った路地は、濃密な瘴気で満たされている。酒場やら劇場やらが並ぶ華やかな大通りだが、今は着飾った市民の代わりに、異形の怪物たちが蠢うごめいていた。

「皆、静まり。気ィ乱しとったら、あやかしに食われんで」

　静けさの中に怪物たちのうなり声が響く。あれらは言わば野性の式神であり、陰おん陽みよう師じであっても、気を張っていなければ攻撃を受ける。

　騒がしかった術者たちが、思い出したように精神を集中させた。

　彼ら陰陽師も、これほどの瘴気を体験するのは初めてだ。街ひとつが瘴気に沈むなど、いざなぎ千年の歴史の中でも、数えるほどしかなかっただろう。

　弓削は床しよう几ぎに腰を下ろしたまま、ゆったりと煙管きせるを吹かす。しかし、指揮官が落ち着いて見せたところで、動揺がおさまる段階ではない。

　若い衆を代表して、古参の幹部が口を開いた。

「進言さしてや、代柱。ここは一いつ旦たん、瘴気を祓はらうべきや。瘴気が晴れたら、見通しがきく。お館さまにも連絡がつく」

「そら無理や。お館さまと日ひの輪わさまが、今まさに使つこぉてはるかもわからん」

　古参の陰陽師は塩辛い表情になり、しぼり出すように言った。

「お嬢さんが赤あか羽ばね天てん全ぜんを討うたはったなら、遣いの式がくるはずや」

「ほな、まだ討ててへんのや」

「討ててへんのと討てへんかったは違うで！　遣いが無いゆうことは、つまり──」

「その先はあかん！　まことになる！」

　冷たい風に首筋を撫なでられ、弓削は己が汗をかいていることに気付いた。

　嫌な予感ばかりが募る。そして、陰陽師の予感は十中八九『当たり』だ。

　陰陽師たちが決断を迫るように弓削を見つめている。弓削はこうべを巡らせ、パチパチと爆はぜる護摩の炎を振り向いた。

　穢え土どを生み出す要の護摩──術者が交代で祈き禱とうし、火力を維持している。同様の護摩は都市の四方で焚たかれていて、一か所でも崩れれば、瘴気の生成は止まるはずだ。

　今はまだ、どの隊も踏ん張っている。ここが率先して結界を崩せば、既すでに混乱している──そのはずだ──部隊は、まず確実に退避するだろう。

　そうなれば、穢え土どは崩れてしまうものの、全体の態勢を立て直すことはできる。何よりも、日ひの輪わと綺き羅らの現況がわかるかも知れない。

「……神じんさんや。何人、倒れた？」

「へえ、まだ八人です」

「もうやな。わてらが崩れたら、軍の皆さんも一巻の終わり……か」

　路上の自動車を見る。陰おん陽みよう師じ五人がかりの結界に守られているが、気密が保たれているわけではなく、車内の菅生すごう少将がいつ瘴しよう気きに当てられてもおかしくはなかった。

　それが、弓ゆ削げの決断を後押しした。

「護摩、止やめ！　瘴気を祓はらい、合流地点まで退く！」

　床しよう几ぎから腰を上げ、宣言する。古参の陰陽師も同意するようにうなずいた。

「それがええ。お嬢さんの方はどないする？」

「お館さまが近くにいてるし、護摩を止めてもすぐには晴れん。先にお館さまに連絡し、おうかがいを立てる」

　張り詰めていた空気が弛し緩かんする。そうと決まれば、行動は速い方がいい。

「すぐ移動や。隊を乱さんよう気ィつけや。迷ぉたモンは捨ててくで──」

　そのとき、蛙かえるをつぶしたような悲鳴が響いた。

　ほんの一瞬、強烈な魔力の波を感じる。位置を探る間もなく気配は消え、再び感知したときには、立て続けに二つ、別の悲鳴が上がっていた。

　先ほどより近い。距離的に、結界の外縁で見張りをやっていた者か──

（身内がやられた？　何が起こっとる？）

「うぉおっ」

　また悲鳴。さらに近い。瘴気が渦を巻き、何かが高速で動いているのがわかった。

「襲撃や！　備え！」

　と命じる弓削自身、敵の位置も、数も、正体も──要するに何もつかんでいない。苦しまぎれに婦ふ守す磨まを呼び出し、直感のみで遮蔽物とした。

　それは確かに、相手の進路を塞いだ。しかし、上う手まい防御手段ではなかった。

　壁の式神は相手にとっても恰かつ好こうの『目隠し』だ。もちろん相手が並みの腕なら、陰陽師の第六感が勝っただろう。だが、この敵は弓削の想像を超えていた。

　婦守磨の横をすり抜け、こちらの懐ふところに飛び込んでくる。

　そこから先の光景は、後にいざなぎ流の術者をして『鬼が出た』と述懐させるような、凄絶なものだった。

　襲撃者が刀をふるうたび、血しぶきが舞った。一刀で一人を屠ほふり、返す刃で一人を屠る。瘴気が色づき、梅の香さえ漂いそうな、薄紅の霞かすみが生じた。

　瞬時に二人を屠った敵は、まさしく剣鬼の気迫をまとっていた。刑場に立たされているような悪寒が弓ゆ削げの背筋を駆けのぼる。達人の弓削でさえそうなのだから、若手は恐怖に衝つき動かされ、闇雲に仕し掛かける者が出た。

「い、いてこませ！　牛ぎゆう鬼き、きたりま征せい！」

「馬ば鬼き！　いでま征！」

　穢え土どの潤じゆん沢たくな瘴しよう気きを利用して、普段より高位の式神を降ろす。屈強な体たい軀くの式神二体が、瘴気を噴き上げながら、金棒を振り回して突進した。

　金棒は丸太ほどもあり、空振りのたびに路地を砕き、建物を崩す。恐るべき破壊力だが、襲撃者にはかすりもしない。鬼の背後に回り込み、ひと太刀で二体の首を落とす。

「強ぉ!?」

　たまらず陰おん陽みよう師じが叫ぶ。それで位置が知られ、彼もまた襲撃者の餌食となった。

　逆ぎやく袈け裟さに切られ、ずだ袋のように路地に転がる。身内をやられた怒りで一時的に戦意が盛り返したが、一撃で大式神を倒すような相手に、無闇な攻撃はもうできない。遠巻きに敵を囲み、小さな式神で牽けん制せいするのが精一杯だ。

　敵は血まみれのだんびらを肩に担ぎ、左手をこちらに向けた。

　いわゆる担たん剣けんの構え。急所の左手を無防備なまま突き出すなど、一見は馬鹿げた行為に思えるが──この構えが持つ本当の意味を、弓削はもう知っている。

「気ィ張りや！　式を奪とられる！」

　遅い。既すでにもう、収束した魔力の糸が式神にまとわりついている。

　崩れるもの、動きが鈍るものはまだいい。問題は制御を奪われ、牙をむくものだ。

　たちまち同士討うちが始まる。相手の『左手』の脅威がわかると、手を向けられただけで気を取られ、目線を封じられてしまう。その結果、刀に対する反応が遅れる。一人、また一人と倒され、陰陽師たちは総崩れとなった。

　内心で舌打ちしながら、弓削は黒くろ揚あげ羽は──極楽蝶ちようを呼び出した。

　憑ひよう依いしたものを爆破する式神だ。敵の周囲をこの式神で埋め尽くし、檻おりとする。相手は一いつ旦たん、足を止め──

　魔ま靭じんを帯おびた刀身で、横凪なぎに一いつ閃せんした。

　紅ぐ蓮れんの剣閃が走り、黒揚羽を巻き込む。式神の蝶は爆破の権能を発揮する間もなく霧散した。剣閃の余波は凄すさまじく、多数の式神が巻き添えを食って消滅する。

　刃風で視界が晴れる。がらんとした路地に、陰陽師たちの死体が転がっていた。

（何ちゅう……剛つよさや……！）

　魔術と体術。魔性と肉体。傀く儡ぐつと術者。その融合がもたらす圧倒的な力。

　日の本において最強を自負するいざなぎ流が、この穢土の地で圧倒されている。

「何や、これは……」「あり得へん……」「悪い……夢や……」

　死し屍し累るい々るいたるありさまに、味方の戦意が殺そがれる。死体は既に一〇を超えた。これほどの被害をこちらに与えながら、相手はたった一人の少年だった。

「ほんに、大した強さや……なぁ、赤あか羽ばねの坊ぼつちゃん」

　皮肉ではなく、本心から感服する。

　動きを止めた雷らい真しんのとなりに、ふわりと可か憐れんな少女が立つ。髪を頭の左右で結い、銀剣を構えた乙女型自動人形オートマトン──〈花〉の小こ紫むらさきだ。

　華やかな小紫の美しさと、返り血にまみれた雷真の凄絶な姿が、おぞましい穢え土どの光景とあいまって、ひどく浮世離れして見えた。

「……〈花〉を連れとるゆうことは、月のお人形さんは、もう？」

「ああ。死んだよ」

　雷真のつぶやきに、小紫の肩が強こわ張ばる。どうやら、その言葉に噓うそはない。

　弓ゆ削げは目を閉じ、嘆息した。なるほど、それで理解できた。

（何とまあ……皮肉なことや……！）

　綺き羅らの判断は、ある意味で正しかった。この子どもには、いざなぎの婿むことして申し分のない資質があったのだ。赤羽一門は確かに、いざなぎにとっての脅威だった。

　だが、綺羅は決定的に間違っていた。赤羽が滅亡しなければ、この才が開花することはなかった。時代遅れの剣術馬鹿として、一生を終えたはずだ。

　わずか数年で、この少年は一生ぶんの試練を与えられ──

　夜や々やを失い、頼みの綱を失なくしたことで、魔術師として完成した。

　紅翼の血を引きながら、剣鬼の業わざと魔王ワイズマンの術を併せ持つ怪物──それが彼だ。

　ふっと疲れた笑みをこぼし、弓削は雷真を見み据すえて言った。

「わてらを皆殺しにして穢土を崩し、お館さまに復ふく讐しゆうしはるおつもりやな？」

「結界は壊す。だが、あんたたちと殺やり合う気はない」

　そう言うが否や、雷真は刀をくるりと返し、鞘さやに収めた。

「話し合いにきたんだ」

「──は？」

　間の抜けた声が出る。奇き襲しゆう以上に不意を突かれた。

　呆ぼう然ぜんとなる弓削の横から、陰おん陽みよう師じたちの怒声が飛んだ。

「黙れ赤羽！　今さら何ぬかす！」「何人切って捨てたんやおまえ！」

　ガンガンと言葉が叩たたきつけられる。雷真は人を食ったような顔をして、

「俺おれは一人も斬ったつもりはねえよ。ま、死ぬほど痛かっただろうけどさ」

　とん、と鞘尻で大地を打つ。刹せつ那な、あたりの光景が一変した。

　立ち込めていた鉄てつ錆さびの臭におい、漂っていた血霞が消える。雷真の制服からは返り血の染みが消え、転がっていた死体が咳せき込こみ始めた。

　息を吹き返した！

　酸素を求めて激しくあえぐ。どうやら呼吸を止められていたらしい。出血はなく、それどころか外傷もない。弓ゆ削げは狐きつねに化かされたような気になった。

　はっとして小こ紫むらさきを見る。この〈花〉は夢ゆめ幻まぼろしを操る傀く儡ぐつ──

　つまり、八や重え霞がすみでペテンにかけたのだ。

　五感を欺き、『斬られた』と思い込ませた。紅こう翼よく陣じんの使い手は呪縛を得意とし、昏こん倒とうさせることもできる。弓削は舌を巻いた。六連むすこと同じ年齢で、そこまでの技量を持ち、これだけの陰おん陽みよう師じを騙だましおおせたとは……！

「いきなり痛めつけたのは悪かった。あんたたちに話を聞いてもらうには、こうするのが一番早いと考えたんだ。『いざなぎ流は力がすべて』──だろ？」

　悪戯いたずらっぽく笑う。初夏の水辺を吹き抜ける、涼風のように爽やかな笑顔だった。

　毒気けを抜かれるのを自覚する。弓削ばかりではない。老いも若きも関係なく、この若者の技の冴さえ、そして気性にのまれ、魅せられていく。

　だが、こちらの敵意がほどけかけたそのとき、今度は甲高い発砲音が響いた。

　当てるつもりだったのか、雷らい真しんの鼻先を銃弾がかすめる。弓削の背後が騒がしくなり、陰陽師たちの制止を振り切って、自動車から軍の高官が降りてきた。

　菅生すごう少将。術者に護まもられてはいるが、これだけの瘴しよう気きを浴びるのは無理がある。顔色が優れず、悪寒と悪心に苛さいなまれているのがわかった。

「……お車にお戻りください、閣下。瘴気が御身に障ります」

「いい。我が身可愛かわいさでここにいるのではない」

　弓削の忠告を振り払い、菅生は雷真をにらんだ。

「何な故ぜ戻ってきた？　いざなぎの方々をたぶらかし、破滅に導くつもりか？」

　銃口を向ける。だが、雷真にとって、もはや菅生は何の脅威でもない。

　怒りでも畏おそれでもなく、むしろ哀れむような眼で、雷真は菅生を見た。

「悪いな、少将さん。軍の密い偵ぬは、金輪際やめさせてもらう」

　菅生のひたいに血管が浮き出す。だが、憤怒の形相にも雷真は怯ひるまない。

「親父おやじやお袋が殺されて、赤あか羽ばね一門がつぶれたあの夜──軍も、警察も、火消しさえ間に合わなかった。別に不思議はない、突発的な事件ならそういうこともある……俺おれはそんなふうに思ってた。……餓が鬼きだった」

　そう、実際は違う。国家権力が意図的に、屋敷を焼け落ちるに任せたのだ。

「国は見て見ぬふりをしたんだろ？　わかる話さ。土ど門もんさまはいとかしこき血筋──土門さまたっての願いとあれば、殺しも火事も大目にみるよな？」

　重い沈黙が生じる。その静寂を打ち破り、雷真は軽く言った。

「だが今、そんな話はどうでもいい」

　うつむきかけた陰陽師たちが、驚きとともに顔を上げる。

「いざなぎさまは俺おれの妹を生いけ贄にえにして、てめえの一門を護まもろうとした。それに歯向かったがために、親父おやじたちは殺された。俺があんたたちを呪う理由なら、掃いて捨てるほどある。だが今、その話もどうでもいい」

　やはり言い切る。あり得ないほど淡白に。それがむしろ、冷たい刃を当てられたような、一種のおののきを一同にもたらした。

「俺は頭が悪いんだ。目先のことしか考えない。大昔からの因縁も、三年前の一切合財も、今ある問題を片付けないことには考えられない。だから今は──」

　こちらの緊張を笑い飛ばすかのように、雷らい真しんは力強く言った。

「手を貸してくれ。穢え土どでも黄よ泉みでもなく、人間の世界を護るために」

　涼やかな声に、弓ゆ削げも、陰おん陽みよう師じたちも、激怒していた菅生すごうさえ、気け圧おされた。

　雷真は真顔になり、己の背後、学院の方角を親指で示した。

「陰陽師あんたたちなら俺以上に感じてるだろ。神性機巧マシンドールは生まれちまった。そしてこの世を終わらせるだけの力がある──らしい。ほっとくわけにはいかない」

　ここ数年、荒涼としていた弓削の胸を、健すこやかな風が吹き抜けたような気がした。

　本人が言った通り、彼がこちらを呪い、憎む理由はいくらもある。無言で斬り捨てられたところで、文句を言えた義理ではない。

　なのに──この少年は、清算も和解も飛び越して、協力しようと言っている。

　彼は己を『頭が悪い』と評したが、弓削に言わせれば、それは逆だ。

（この子は……賢い子や……！）

　大人でさえ、憎悪や宿縁に引きずられる。理性はしばしば感情に負ける。それが人情というものだ。好悪や過去の経緯をすっぱり忘れ、目先の現実のみを見て、冷静に損得勘定をできる人間が、こちらの一門にどれだけいるだろう？

　つい先刻、柔弱だと思っていた息子が、この父に真正面からぶつかってきた。

　息子を変えてくれたのは、もはや疑いようもなく、この若者──

　弓削はそっと菅生の表情をうかがった。菅生は憮ぶ然ぜんとして何も言わない。それを黙認と受け取って、弓削は雷真に向き直った。

「世界を護るて言わはりましたな。具体的にはどうしはるおつもりや？」

「あんたたちの人気取りで言うわけじゃねえが、まずは日ひの輪わを救い出す」

「……ほう」

「日輪が俺と兄貴を逃がしてくれた。あいつは俺の恩人なんだ」

　恩人という響きに、陰陽師たちがまた驚く。

　雷真の言葉は純朴なほどにまっすぐだ。それはこれまで、いざなぎ流では軽んじられるべき要素だった。世の物事はまっすぐではない。まっすぐな言葉を使う者は、世間を知らぬ愚か者か、あるいは詐欺師──そんなふうに思われている。

　だが今、雷らい真しんのまっすぐな言葉に、いざなぎの者たちが動かされつつあった。

　彼は仇きゆう敵てきのはずの我らに、握にぎりこぶしではなく、開いた手を差し伸べている。

「……死なせたくのぉなりますな。赤あか羽ばねの坊ぼつちゃん……いや、雷真さん」

　弓ゆ削げは一歩前に出て、相好を崩して、こう言った。

「わてらの負けや。勝者の言い分、聞かしてもらいます」
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　ほんの一いつ刻こく前まで、ここには瘴しよう気きを帯おびた地獄があるだけだった。

　だが今、一人の若者を起点として、事態は絶望ではない何かへと遷移しつつある。冷徹な傍観者が積極的に活動し、反目していた大人たちが手を取り合い、若者の向こう見ずな計画を全力で支援しようとしている。

　目を開けているわけでもないのに、その光景は病室の彼にも視みえていた。

　夢うつつの状態にあっても、染みついた魔術師の本能が己に天眼を強制する。それほどに外の戦闘は激しく、魔力が嵐のごとく吹き荒れている。

　彼自身はその嵐から切り離され、暖かで清潔な部屋にいた。

　ここはどこだ、私はどうなった、とおぼろげな記憶をたどっているうちに、戦いの気配がやわらぎ、なじみ深い人物の接近に気付いた。

　無遠慮に扉を開けて、ずかずかとバレンタイン教授が入ってくる。

「重じゆう篤とく患者の容態はどうだい？」

　──彼に向けられた言葉ではない。近くで身じろぎする気配がした。

「私のことなら、まずまずです……」

　か細い声。となりのベッドにも寝ている者がいる。この声は──キンバリーか。

「学院長のことなら……意識が戻ったようです」

「馬鹿をお言い。心臓を取り替えた人間が、どうすりゃ二時間で目覚めるんだい？」

　その言葉で、ラザフォードは完全に意識を取り戻した。

　記憶が濁流のように蘇ってくる。痛覚も目覚めてしまったようで、鈍痛が胸から背骨にかけて走った。麻酔は効いているようだが、脈打つ痛みは耐えがたい。

　首が動かせず、眼だけで居場所を確認する。

　雑菌を遮蔽するため、聖別されたカーテンで消毒の結界が張られている。その向こう、ベッドサイドの椅子では、秘書官アヴリルが気絶したように眠っていた。彼女自身も骨折したようで、腕に添え木を当てられている。

　調度は古く、室内は粗末だが、部屋の手入れは行き届いている。学院のどこか──ではない。魔術師協会ネクタルの拠点、修道士寮だと気付くまで、少し時間がかかった。

　身を起こそうとするラザフォードのひたいを、ぺしりとバレンタインが叩たたいた。

「寝てな、馬鹿。まったく呆あきれたバケモノだね。本当に意識が戻ってるじゃないか」

「私の心臓を……入れ替えたのか……？」

「そうさ。しけた面してないで、生きてることを喜んだらどうだい？」

　意識のみで自分の胸を探る。明らかに手術の跡があった。

（移植……？　どうやった……？）

　解せない。代わりの心臓が用意されていたのだとしても、脳死に至るまでの猶予時間は短い。誰だれにそんな手術ができる？　パーシヴァルはもういないのに──

　疑問は尽きなかったが、それ以上に重要なことがある。

「アリスは……どうなった……？」

「無事のはずだ。取り戻せてはいないけどね」

「敵の手の内にあるのなら……なぜ……無事だと言い切れる」

「あたしが信じられないって？　誰の意見なら聞き分ける？　魔女さまかい？」

　皮肉たっぷりの笑み。学生の不手際をなじるときの表情だ。心臓を取り替えたとなれば、魔契約の秘密も暴かれたに違いない。ラザフォードは目をそらした。

　だが、意外にもバレンタインはさばさばとした口調で、

「今さらびびってんじゃないよ。なあに、今夜のところは魔女も味方さ」

「何だと……!?　黒くろ薔ば薇らの魔女が……協会ネクタルに……？」

「そうとも。あたしら年寄りが寝ぼけてるうちに、世界はどんどん動いてるってわけさ。寝てるあいだに起こったことを教えてやるよ。あんたの造った怪物ギュネスから、本当に神性機巧マシンドールとやらが生まれた。ところが黒こく衣い帝ていが制御に手こずり、野放しになっちまった。そこで教父と黒薔薇は手を結び、神性機巧を始末すると決めたのさ」

「……神性機巧に挑むのは、ライシンくんかな？」

「聞こえていたのかい？」

　聞こえてはいなかった。だが、そうなる予感は確かにあった。

　バレンタインは投げやりに手を振り、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「おかげであたしらは裏方仕事だよ。……まあ、餓が鬼きどもの帰る場所がなくなるのは後味が悪いしね。死に損ないの面倒を見ながら、できることをやるさ」

　そう言って、ラザフォードと、となりのベッドのキンバリーを見る。

　バレンタインは納得しているようだ。だが、ラザフォードは割り切れなかった。

「私に……生き伸びる価値があるのかと……自問する」

「はっ！　こりゃまた青臭いことを言い出したもんだねえ！　一九世紀最強の名をほしいままにして、まーだご不満だってのかい？」

　ラザフォードは閉口したが、言葉にせずとも、バレンタインは胸中を見抜く。

「つまり、まだアリシアのことを引きずってるってわけだ？　そして今度はパーシヴァルを死なせちまって、責任の取り方もわからないってかい？」

「…………」

「叱られたらだんまり、学生の頃のまんまだね。今さら泣き入れてんじゃないよ！」

　ベッドを蹴け飛とばす。ラザフォードの体が大きく揺れ、転がり落ちそうになった。飛び起きたアヴリルがサーベルに手を伸ばし、「敵襲かっ」などと言っている。

　廊下から栗くり毛げの少女が駆けてきて、バレンタインを押おし留とどめた。

「先生、落ち着いてください！　学院長先生は術後です！」

　シャルの妹アンリエットだ。タオルやらガーゼやらを抱えている。どうやらキンバリーの看護をしていたらしい。

　そのアンリをバレンタインから引き離し、キンバリーが遠慮がちに言った。

「バレンタイン教授……口を挟んで申し訳ありませんが……。そのアリシアというのは、マラリアの特効薬を見つけた、トウェイン博士……？」

「ほう。あんたのトシで知ってるのかい？」

「私は暗黒大陸にいました……現地では、彼女は英雄です……」

「……そうさ。アリシア・カフ・トウェイン。生きてりゃ、あの子が次の医学部長だったろうね。あの子はあたしの自慢の弟子、そしてアリスの母親だ」

　キンバリー、アンリ、アヴリルが、それぞれに目を丸くする。アリスの母親ということはつまり、ラザフォードの妻ということだ。

　皆が困惑気味にバレンタインを見る。バレンタインは視線を落とし、淡々と──しかしどこかやりきれない様子で事情を語った。

「優れた魔術師の血統は、生物としては歪ゆがんでいるのが普通だ。この男の家もそう、簡単に子どもが育つ家系じゃない。この男の強すぎる魔性を、アリシアもアリスも受け止めることができなかったのさ。そして拒絶反応が出た」

「魔活性順応不全……。妊娠中毒……ですか？」

　キンバリーの問いに、バレンタインはあごを引いて応えた。

「アリシアもアリスも、よく耐えた。よく耐えてくれたから……母か、子か、どっちかをあきらめなけりゃならないって話になっちまった」

　どちらかがもっと早くに限界を迎えていれば、子どもは流れていた。

「アリシアは──あの子は──娘を生かしてくれと言った」

　アンリが口を抑える。その目には、あふれそうなほど涙が溜たまっていた。

「アリスの方もああいう体でね、生きてるのが奇跡みたいなもんだった。パーシヴァルの爺じじいが主治医になってからは、多少はマシになったようだが──あの爺いに世よ迷まい言ごとを吹き込まれて、この男は神性機巧マシンドールなんてものに入れあげた」

「世よ迷まい言ごと……とは？」

「神性機巧マシンドールは完全生命──そいつを生み出せたなら、生命の謎をすべて解き明かせるってね。そうすりゃ、不老不死も万能細胞も思いのままだよ。娘っ子ひとりの体くらい、簡単に治してやれるってことさ」

「では……学院長が神性機巧を求めたのは、お嬢さんのため……？」

　キンバリーの視線が、今度はラザフォードに向く。

　ラザフォードが黙っていると、キンバリーは語気を強め、教授ではなく灰十字クルサーダの戦士の顔で、詰め寄るように言った。

「協会にレメゲトンの所有を許されていながら、結社の魔女に接近したのも？　極秘研究にのめり込んだのも？　国際情勢に火種を持ち込んだのも!?」

「先生、落ち着いてくださいっ」

「そうだぞ教授！　重じゆう篤とくの人間にしゃべらせるな！」

　アンリとアヴリルがキンバリーを止めようとする。しかし、ラザフォードにはもう隠す意志も、意欲もなかった。

「……今さらの黙秘もあるまい。すべて露見したことだ」

　キンバリーを見返し、うなずく。

「その通り。私は結局私欲で動く、矮わい小しような男だ」

　それを聞いて、バレンタインは「ふん」と鼻であしらった。

「情けない台詞せりふだね……。『この研究が、ひいては人類のためになる』くらい言ってご覧な。少なくとも、あの老いぼれにはそのくらいの気概はあったよ」

　寂しげな笑みを浮かべ、それから、講義のように言葉を並べる。

「神性機巧の本質は人機合一──人マ間ンと機械マシンの垣根を超えることにある。『永久不滅の存在』ってのがどういう意味かわかるかい？　壊れないなら物理の真理、劣化がないなら生物学の真理だ。神性機巧を手にすることは、この世の真理を体現した、究極のサンプルを手に入れるのと同義なんだ」

　ふう、と大きなため息をつき、首を左右に振る。

「魔術師の知的探求心ってのは因果なもんさ。いくら『人類のため』なんてお題目を唱えたところで、結局は『知る』快楽に溺れた中毒者。けど、あたしはそれでいいと思ってるよ。そういう個人的事情で、人類は前に進んでいくんだ」

　それは実に魔術師らしい、知性偏重の、合理的な考えだった。

「その貪欲さに比べりゃ、『娘のため』の研究なんて、なかなか上等な動機じゃないか。胸を張って父親の顔をしな。アリスはわかってくれる」

　慰なぐさめは素直にありがたかったが、ラザフォードは目を閉じ、かぶりを振った。

「私は……あの娘こから母親を奪った。あるべき肉体を奪い……当たり前の人生を奪った。アリスは私を憎む。そうでなくてはならない」

「ああ……馬鹿だねえ、まったく……男ってやつは本当に！」

　バレンタインの眼がとがる。教授は忌いま忌いましげにラザフォードをにらみ、

「アリスがあんたを憎んでるわけがないだろう、この馬鹿親父おやじが！」

　一喝され、ラザフォードは喉詰まりを起こしたようにびくりとした。

「あの子が何であんたに尽くすか、本当にわからないのかい？　理不尽な使命を与えようと、つらく当たって見せようと、犬っころみたいに従う理由が！」

「……あれの生命は、パーシヴァルと、この父の手に委ねられていた」

「だから馬鹿だってんだよ！　アリスじぶんがあんたの妻を奪ってしまったと、そう思ってるからじゃないか！」

　雷に撃たれたような衝撃が、ラザフォードの全身を貫つらぬいた。

　アリスが──そのような考えを抱いていた？

　アリシアが死んだのは、己のせいだと？

　父から妻を奪ってしまったのが、自分だと？

　その罪を贖あがなおうと、父の望みが何かも知らぬまま、叶かなえようとしていた……？

　聞こえよがしのため息をつき、バレンタインはなぶるように言った。

「そっくりな父子おやこだよ、まったく！　思い込みが激しくて、強圧的で、そのくせ言いたいことの半分も伝えられない。どっちも頭の良さが自慢のくせにねえ」












　嫌みったらしい言葉の奥に、包み込むような優しさが隠されている。バレンタインは目を細め、諭すように言った。

「あんたがしなくちゃならなかったのは、あの子に体を与えることなんかじゃない。抱きしめて、ただひと言、『愛してる』って言ってやりゃよかったんだ」

　そうか、と思った。アリスが求めていたものは、それ──だったのかと。

　果たして、一度でも伝えたことがあっただろうか？

　ラザフォードの脳裏に、この一七年間の記憶があふれた。

　思えば、アリスが父に向ける視線には、いつもためらいがあった。言えない言葉を隠していた。その言葉とは、呪じゆ詛そでも悪罵でもなかったのだ。

　きっと父子おやこは、同じ言葉を伝えられずにいた。

（何と……愚かな……ことだ……！）

　気付かなかった己の愚を、ラザフォードは呪わしく思った。

　パーシヴァルは父子の葛藤を知っていた。『アリスを捨てるか』なんて皮肉で、浅はかな父親の冷酷を咎とがめもした。だが、ラザフォードは己を改めることができなかった。自分には娘を抱きしめる資格がないと、そう思い込んでいたから。

　熱く燃える目頭を、震える指で押さえる。

「娘というのは……本当に……ままならぬ……！」

　アリスを不幸にしていたのは、その出生ではない。

　偏狭な父親が、馬鹿な思い込みを捨てられなかったからだ。

　だが、それでも──いや、だからこそ。

「今さら父親面など……できぬ。私が娘に許されるとすれば、それは──」

「あの子の体を取り戻したとき、かしら？」

　ふと、別の声が割り込んできた。

　バレンタインの後ろ、扉の陰に和装の美女が立っている。

　硝しよう子こは白い肩をすくめ、艶っぽく微笑ほほえんだ。

「盗み聞きは許して頂戴。これで一応、貴方あなたの主治医ということになっているから。──今の話だけど、娘さんの体のことは、私も気になっていたのよ」

　己のひたいに手を伸ばし、機巧眼帯のレンズを示す。

「機械義肢はともかく、機巧で臓器まで再現しているのは大した技術だと思うわ。ただ、金属部品では腐ふ蝕しよくや中毒が心配だし、メンテナンスも大変でしょう？　いっそ培養という手段もあったのではないかしら？」

「……無論、考えたとも。禁書『臓器についてデ・オルガナム』の写しは、学院が求めたものだ」

　これにはキンバリーが愕がく然ぜんとした。夏頃、ロキにやらせたアルバイト──あれは学院が協会に働きかけたものだったのか。

「だが、あの禁書とて、学院の臓器研究を超えるほどのものではなかった……。そもそも、人造臓器にも拒絶反応のリスクはある……」

「まあ、面白くない！」

　硝しよう子こは半眼になり、すねた口ぶりで言った。

「王立機巧学院の学院長さまは、この花か柳りゆう斎さいを認めてくださらないのね。生体機巧の第一人者であるこの私に、ご相談なさろうともしないなんて」

　くすりと笑う。小芝居じみた台詞せりふは、彼女の厚情が言わせたものだ。その意味を理解し、ラザフォードは驚き──しかしすぐに失望し、かぶりを振った。

「貴女あなたの精セ瑠ルは大したものだが……子を産めるようには……」

「ええ、そう。今日までの私には不可能だった。打診されても引き受けなかったでしょう。だけど、明日の私にできないなんて、誰だれが決めるの？　そして、私一人にできないことが、私たちにできないなんて、誰に言い切れるのかしら？」

「…………!?」

　言葉が出てこない。何度か咳せき込こみ、やっとのことで、ラザフォードは言った。

「手を……貸してくれると……？　研究者として……？」

「自分でも不思議よ。どうして今、こんな気分になっているのか」












　硝しよう子こは豊かな胸に手を置いて、子を慈しむような微笑ほほえみを浮かべた。

「さっきの作戦会議で坊やが言ったこと──あんなことが本当にできるのなら、この世は案外、優しいのではないかと思ったの」

「ライシンくんが……？」

「坊やはね、先生。人ではないものを、人として扱ってくれるの。人形に過ぎない私の娘たちも、合成有機生命体ホムンクルスのこの私も、坊やの前では人でいられる。誰だれが否ひ定ていしても、坊やは決して自説を曲げない。その頑固さに負けて、世界の方が折れてくれる──そんな予感さえするわ。もしそうなら、私たちだって変われるはず──変わらなければいけないはず。もっと人を信じ、人と交わって……ふふ、少し酔っているわね」

　自虐の笑み。だが、決心は曲げない。硝子は穏やかに言葉をつむぐ。

「きっと私も坊やの熱にあてられたの。人から人へと広がっていく、疫病みたいな熱よ。そちらの先生がおっしゃった通り、人類は前に進んで行く──その可能性を信じたいと、私みたいな外道の女が思うようになっている」

　硝子を笑う者はいない。アンリも、キンバリーも、バレンタインさえ、硝子の意見には賛成のようだ。ただひとり、アヴリルだけが疑わしそうな目をしていたが。

　作戦会議とやらの模様を思い出したのか、バレンタインはくくっと笑った。

「確かにあの小僧には、詐欺師か、さもなきゃ救世主の才能があるね」

「……会議とやらで、彼がどのような策を立てたか、私は知らぬが」

　起こせない体で精一杯に威儀を正し、ラザフォードは硝子に言った。

「彼の〈熱〉はまぎれもなく、貴女あなたと彼の兄が守り、育んだものです」

　硝子は気恥ずかしそうに首を傾かしげ、こんなふうに返した。

「お気付き、先生？　その『守もりびと』の中には、貴方あなたも入っているのよ」

「────」

「貴方が与えた試練、あの子の知らぬ間に図った便宜、もろもろの尻拭い──そのすべてが、この夜に赤あか羽ばね雷らい真しんという魔術師を間に合わせてくれたの」

「……ですがそれは、私の目的あってのことです」

「動機なんてあやふやなものはどうでもいい、もたらされた結果をこそ信じるべきだわ。それが魔術師さんたちの尊ぶ、合理性というものよ」

　一本取られた。ラザフォードの唇が自然とゆるみ、そして再び視界がぼやけた。

　胸が詰まる。冷血と言われ、野心に身を捧ささげたはずの、このラザフォードの胸が。

　さぞや滑稽だっただろう。キンバリーが微笑み、己のベッドに身を沈める。硝子もまた、可お笑かしそうにラザフォードを見ていた。

「お嬢さんの体は私に任せて。亡くなったお医者の先生に代わって、私が看みましょう」

「……貴女は神性機巧マシンドールの母だ。信じよう」

「私が母なんておこがましいわ。だけど、お産さん婆ばさんなら、名乗れるかしらね」

　母を支え、救い、助ける者──それは決して、母に劣るものではない。

　やれやれと愚痴っぽくつぶやいて、バレンタインが乱暴に立ち上がった。

「長生きなんざするもんじゃないと思っていたけどね、もう少しだけ先を見たくなった。だから重傷者ども、これ以上あたしに世話かけんじゃないよ！」

　叱り飛ばすように言って、部屋を出て行く。その背中は、若き日のラザフォードが憧れた、厳しい女教官のそれだった。





　　　　　４






　本当に、私でいいのかな──

　ひた走る雷らい真しんの背を見つめながら、小こ紫むらさきはそんなことを考える。

　いろりは損そん傷しようの程度がひどい上、撫子なでしこを護まもるという役目がある。夜や々やはもう永遠に戦えなくなってしまった。しかし、だからと言って、本当に……？

　そんな迷いなどおかまいなしに、雷真は瘴しよう気きの中を前へ前へと駆けて行く。小紫も必死に追いかけたが、雑念が入ったせいか、急に息が上がってきた。

　遅れがちになり、雷真の背中が瘴気の霧にまぎれる。はぐれる──という恐怖に駆られ、もがくように伸ばした手を、雷真の手が握にぎり返してくれた。

　雷真は小紫の様子を見て取り、すぐに決断を下した。

「少し休もう。小休止だ」

「ごめん！　私は大丈夫──」

「無理するな。婆ばあさまとぶつかる前に倒れられちゃ困る」

　笑いながら魔力を燃やし、こちらに流してくれる。小紫は見る見る回復した。

「おかしいね。私の方が先にへばっちゃうなんて」

「おかしくないさ。この瘴気ってやつは、魔力の伝導を邪魔するんだ」

　パタパタと手で振り払いながら、周辺に鋭い一いち瞥べつを投げる。

「……殺気が遠いな。シャルとロキはそろそろ到着した頃だが」

　肥大化した不安が、小紫の口をついて出た。

「大丈夫……かな？」

「もちろんだ。あいつらなら」

　単なる願望ではない。雷真の声には、心底からの信頼がある。

「夜会じゃ勝たせてもらったが、ロキは本当に凄すごい奴やつだ。いつだって俺おれの数歩先を行ってる。シャルだって、本当は誰だれかに護られるような奴じゃなくて──」

　何を思い出したのか、ふふっと小さく笑う。

「囚とらわれの姫より、白馬の王子とか、白騎士の方が似合うんだ」

「そう……かもしれないね」

「だからこそ、俺おれもヘマするわけにはいかない。俺を信じて同じ船に乗ってくれた奴やつらを、がっかりさせたくないからな」

　力強い言葉。夜や々やが信じていた、あの雷らい真しんの顔で言う。

　彼は『勝つ』つもりでいる。目的を果たし、生還するつもりだ。

「だから頼むぞ、小こ紫むらさき！」

　種火を放ほうり込まれたように、小紫の胸で何かが燃え上がった。

　雷真が小紫を連れてきたのは、決して『仕方なく』ではない。

　目的を果たすため、『勝てる』と見込んで、小紫を連れてきた。

　判断の根拠はまだわからない。だが、たとえわからなくとも、わからないまま、全幅の信頼で応えたい。夜あ々ねが、そうしていたように。

　心から力になりたいと思って、小紫は雷真を見上げた。

「命令して雷真。姉さまたちのぶんまで、ちゃんと働いて見せるから！」

「ああ、アテにしてる。全部上う手まくやってのけて、そして」

　雷真が瞳をなごませ、小紫の肩に手を置く。

「みんなで帰ろう！」












「うん！」

　──そう、希望がついえたわけではない。

　少なくとも雷らい真しんは、まだその可能性を信じている。彼が信じている限り、小こ紫むらさきも、彼の仲間たちも、同じようにそれを信じる。

　ふと、雷真の手に力がこもる。抱きしめられるのかなと思った瞬間、雷真は両手で小紫を抱え、横っ飛びに跳んだ。

　直前まで二人がいた場所を、視みえない何かが通り抜けた。

　石畳の街路が砕け、波飛沫しぶきのような瓦が礫れきが飛ぶ。不可視の斬撃が生む衝撃波──それが誰だれの仕業か、問うまでもない。

　着地した雷真が闇をにらむ。逆巻く瘴しよう気きの向こうから、和装の男が歩み出てきた。

「そちらからきてくれて助かりましたよ。方角もわからない有様でしたから」

　剣の師、雲うん雀じやく。場違いなほど明るく笑っている。

「今頃お出ましかよ、師範。どこ行ってたんだ？」

「いやあ、間抜けな話で。君を待ち伏せするつもりで隊を離れたところ、身動きできなくなりましてね。こんな楽しげな宴の夜に、何もできぬままかと思いました」

　優しげな笑顔のまま、腰の軍刀に手をかける。

「さあ、雷真──この師を殺す覚悟は、できたでしょうね？」

　ぞくっ、と小紫の背中が震えた。姉の死に際に感じたのと同じ凍いてつき。死というものがまとう、独特の冷気だ。

　小紫は怖おじて後ずさりしそうになったが、雷真は半歩たりとも退ひかなかった。

　正面から雲雀をにらみ返す。闘志十分なのを見て、雲雀は表情を輝かせた。

「ほう！　ほうほう！　やっと覚悟を決めたようですね？」

「……ああ。必要とあらば、俺おれはあんただって踏み越える」

「結構です。いざ──」

「だが、今はその理由がない」

「……理由、ですって？」

　笑顔から一転、雲雀の双そう眸ぼうに醒さめた光が宿った。

「この期ごに及んで何を言い出すんです。私の素性はうすうす察しているでしょう？　私は土ど門もんさまの走い狗ぬ──君を赤あか羽ばねの家から引き離し、監視するための駒ですよ。君の大事な先生を殺し、今はこうして道を塞いでいる。斬らない理由がないんです」

「『赤羽の屋敷を襲撃した』ってのは入ってねえのか？」

　雲雀から目をそらさず、雷真は煽あおるように言った。

「さっきほのめかしてたよな？　今言わなかったのは、あれがハッタリだからだろ？」

「……その件がどうあれ、君の先生を殺したのは本当ですよ」

「お師匠さまが死んだかどうか、俺おれは確かめてない。そしてここを通っちまえば、あんたと今戦う理由は本当にない。わかったら道を開けてくれ。俺は急いでる──」

　すり抜けようとする肩を、雲うん雀じやくが無言でつかんで止めた。

　握力で締め上げる。相当な力がかかっているらしく、雷らい真しんの肩がみしりと鳴いた。

「……放してくれ、師範」

「君は本当に……ものわかりが悪い……」

「お互いさまだろ。どうあっても行かせてくれねえのか？」

　しばし、師弟のあいだに沈黙が満ちた。

　凍える冷気に小こ紫むらさきの鼓動が速くなる。二人を中心に空気が冷え、黒い霧に白い霞かすみがたなびいて、二人の足もとへ滑り込んで行くのが見えた。

　ややって、先に口を開いたのは雷真だった。

「……こんなふうに俺の邪魔をするなら、どうして剣を教えてくれた？」

　雲雀は答えない。黙したまま、しかし決して雷真を行かせない。

「言えよ師範。なぜ、俺を鍛えてくれた？」

　雲雀はやはり答えなかった。雷真はため息をつき──そのまま消えた。

　雲雀の指が虚こ空くうを握にぎる。次の瞬間、雷真は雲雀の背後に出現していた。

　肩越しに振り向く剣士の顔には、決して演技ではない驚きが見えた。その表情の変化で、小紫は改めて、自分が託された魔術回路〈八や重え霞がすみ〉の力を知った。

　雲雀の〈心眼〉さえも欺いて、きちんと雷真の役に立っている。

「見ろよ。あんたの指導のおかげで、俺は今ここに立っている」

　八重霞〈無明〉──不特定多数を標的とするのではなく、ただ一人の視線をかわすように死角へ死角へと逃げ込む使い方だ。この理屈で心眼を欺くためには、こちらも心眼を持たねばならない。雷真が心眼を開いたことで、八重霞は究極となった。

「……本当に驚かされますね、君の伸びには」

　無防備に背中をさらしたまま、雲雀は正直な感想を述べた。

「先ほど別れてから、ほんの数刻だというのに。もう別人ですか」

「伸びたんじゃない。伸ばしてもらったんだ。兄貴が、相棒が、そして二人の師匠が、俺をここまで磨いてくれた」

「────」

「あんたと斬り合っても、俺は負けない。だから、このまま行かせてくれ」

「自惚うぬぼれるなよ、小僧」

　かつてないほど鋭く、雲雀の声が響いた。

「……なんて、年寄りのひがみでしょうか」

　すぐにいつもの調子に戻る。雲雀はとぼけた顔で向き直り、半身に構えた。

　鞘さやを腰から外し、抜刀術の構えを見せる。そこから繰り出される斬撃は、人間の反射では追い切れない速さとなるだろう。

　一方の雷らい真しんは身構えるでもなく、突っ立ったままだ。

　雲うん雀じやくはかぶりを振り、とがめるように言った。

「……甘く見ないことです。実戦はそうそう計算通りにはいきません。強さなんてものは所しよ詮せん、結果論でしかない。最後に立っていた者が勝者なんですよ」

「甘くなんか見てないさ。あんたは最強の剣士だ。それでも、俺おれが負ける理由はない」

「その言い様は痛快です。ならば、試してみましょう」

　雲雀の右手が柄にのびる。雷真はもどかしげにつぶやいた。

「そのやり方じゃ駄目なんだよ……！」

　死に臨む兄を見つめたときと、よく似た瞳で雲雀を見つめる。

「なぜあんたが死ななけりゃならない！　どうして俺たちが斬り合わなくちゃならないんだ！　俺たちには口が──言葉があるのに！」

「さわぐな、馬鹿弟子」

　──と、出し抜けに別の声がした。

　すたすたと軽い足取りで、瘴しよう気きをかきわけ近付いてくる者がいる。

　直前まで気配はなかった。それでいて、急いで現れたふうでもない。初めからそこを歩いていたかのように、彼女は悠然とこちらに接近してきた。

「非理を是ぜとする者に、理を説いても無意味だ。聞く耳がないのだからな」

　教師らしい口ぶり。それが誰だれの声か、雷真もとっくに理解しているはずだ。

　それでも振り向けない。願望が見せた幻想ではないかと疑っている。

　正面の雲雀には彼女の姿が見えている。雲雀は唇を半開きにして、彼らしくない無防備な表情をさらしていた。

　雲雀もまた、彼女がここにこうしていることが、信じられないという顔だ。

　だが、彼女は確かに実在している。小こ紫むらさきが生み出した幻影などではない。

　やがて彼女は雷真のとなり、雲雀と向き合う位置に立った。

「察してやれ、馬鹿弟子。こいつはもう剣でしか止まれないんだ」

「お師──」

　雷真の声が詰まる。緊張の糸が解け、泣きそうになっているのがわかった。

　迷宮の魔王ザ・ラビリンスことグリゼルダ・ウェストン。血に汚れた衣装をまとい、二体の機械天使を引き連れ、ふてぶてしい表情でそこに立っている。

　何らかの魔術を疑っている様子で、雲雀が鋭い視線を投げた。

「魍もう魎りよう……ではないようですが。それとも、私はもう地獄にいるのでしょうかね？」

　軽口にもキレがない。グリゼルダは含み笑いを漏もらし、周囲を示した。

「確かにあたりは地獄だな。だが、私はちゃんと生きている」

「……あんなふうに胴を割られて、生きてる人間などいませんよ」

「私は〈魔王ワイズマン〉だ。もはや人間の範はん疇ちゆうにはない」

　ぽん、と胴回りを叩たたいて見せる。

　シャツはすそを斬り飛ばされ、丈が短くなっていた。あらわになった腰が生乾きの血で汚れていたが、血の下に裂傷は見当たらない。

　──いや、小こ紫むらさきの眼には、紙で薄皮を裂いたような傷がうっすら知覚できる。ただし、それはどう見ても致命傷にはほど遠く、かすり傷とも言えないものだ。

　剣の機械天使ディガンマは切っ先を失い、いささか不格好になっている。盾の機械天使スティグマはスカート状の装甲を失い、盾としての機能が怪しくなっている。それでも、二体をそろえて立つ彼女には、魔王の称号に相応ふさわしい威い厳げんがあった。

　気の早い安あん堵どで、小紫の緊張がゆるみそうになる。一方、雲うん雀じやくは急速に緊張を高めた。自ら死を望むような狂気が消え、代わって剣士らしい落ち着きが戻る。

「それでも、わかりませんね。せっかく拾った命を、再び捨てにくる理由が」

「戯たわ言ごとを言う。ま、これから敗まける男の弁だと思えば、可愛かわいげもあるがな」

　グリゼルダが虚こ空くうに手を伸ばす。ディガンマが剣に姿を変え、その手に収まった。

「いい加減、この台詞せりふも言い飽きた。これで最後にするぞ、馬鹿弟子」

　優しく、しかし力強く、グリゼルダは雷らい真しんに言った。

「行け。ここは師匠わたしが持ってやる」

　幾度も言われた言葉だ。そのたびに雷真を迷わせた言葉。

　だが今、雷真は躊ちゆう躇ちよしなかった。

　こうしてくれ、ああしてくれとも言わなかった。

　ただ信頼に満ちた声で、

「頼むぜ、お師匠さま！」

　それだけ言って、駆け出した。小紫も遅れず、その後を追う。

　走り去る二人を雲雀は目で追い──見み逃のがした。

　小紫がそっと背後を盗み見ると、雲雀はどこか寂しげな眼で、雷真の背中を眺めていた。まるで、網膜に焼きつけようとするかのように。

　雲雀は何を抱えていたのだろう？　無力だった雷真に剣を教えた人──それはちょうど、雷真が小紫にしてくれたのと同じことだった。

　知りたいと思ったが、小紫には為なすべきことがある。

　だから、今の雷真がそうしたように、迷いを捨てて駆け続ける。その腰で、友達の形見の銀剣がちゃきりと鳴った。
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「あった！　これだわ！」

　シャルの弾んだ声が、高い天井にこだました。

　その空間は薄暗く、広さが判然としない。シャルの集めた〈光〉の精が唯一の光源で、空気にはカビと石油のにおいが混じっている。

　王立機巧学院、重要機巧保管施設ロッカーの地下空間。かつて雷らい真しんが立ち入り、天てん全ぜんと戦ったこともある、因縁の場所だ。

　過去に学院を支配した者たち──ライコネンやグローリアも、この場所には手をつけていないようだ。その証拠に、それはきちんと暗がりの中にそびえている。

　ごろっとした塊。パネルラインにシャドウが落ち、外板のツギハギ模様が浮かび上がっている。巨大な芋のようにも見えるそれは、一種の〈船〉だった。

　ラザフォードが秘匿していた硬式飛行船〈グリプス〉。

「ダイダロスより小さいな……」

　シャルの後ろでロキが言う。その通り、かつて機巧都市を我が物顔で飛んだダイダロスは、この数倍の巨きよ軀くを誇った。しかし今、大きさは問題ではない。飛ひ翔しよう能力が残っているかどうか、それが問題だ。

　ロキは念動で、シャルは風の精霊を使役し、そろって甲板に上がる。床のハッチを開け、操そう舵だ室しつをのぞき、あちこち見て回りながら、ロキが言った。

「少々汚れてはいるが……ボディに傷はないな」

　ほこりをかぶってはいたが、船体は完全で、複数並ぶガス囊のうにも欠損はない。

「腐ふ蝕しよくもないようだ。制御系の自動人形オートマトンも生きている」

「自動人形？　イカロスの同型機？」

「いや、違うな。空間歪曲フオースデイメンジヨンは武装であって、飛翔に必須のものじゃない」

　きょとん、とするシャルに、ロキは億おつ劫くうそうに説明した。

「ガス囊で浮き、プロペラで推力を得る純粋な機巧だ。魔力推進と違って、瘴しよう気きにも邪魔されず、天空の闘技場に到達できる」

　ロキは工学に強い。手早く蒸気機関に火を入れ、幾つかのレバーを動かした。シャルには意味不明な計器をにらみつつ、機関の具合を確かめる。

「いいぞ、これは飛ばせる」

「ちょっとロキ！　そんなにいじって大丈夫っ？」

「いじらずにどうやって動かすんだ。おまえは天井を開放する手段を探せ」

「天井？　天井って？」

　ロキはあきれ顔でシャルを見た。その鈍さを見かねたように、シャルの肩でシグムントがささやく。

「シャルよ、この船は天を翔かけるものだ。学院長がいかなる意図で建造したにせよ、ここから出さねば使えぬだろう。とすれば、外に出す機構がどこかにある」

「ラスターカノンで天井を消し飛ばせばいいじゃない」

「大艦巨砲バカめ。そんな派手な真ま似ねは──」

　ロキは苦笑して、皮肉っぽく言った。

「どのみちこいつは悪目立ちする。今さら隠おん密みつ行動もないな」

「でしょ？　それに、そのくらい無む茶ちやした方が私たちらしいわ！」

　雷らい真しんの〈作戦〉を思い出し、シャルはくすりとした。

「まったく無む茶ちや苦く茶ちやよね。あいつの言ったこと、本当にできるのかしら。神性機巧マシンドールなんて、性質も特徴もわかってないのに」

「その『わからないもの』が相手だからこそ、可能性がある」

　舵だ輪りんを回し、方ほう向こう舵だとの連動を確かめながら、ロキは飄ひよう々ひようと言った。

「理解できないなら、できるようにしてやればいい。あいつの発想は魔術の論理に適かなっている。だからこそ、教父や教授にも受け入れられた──」

　シャルがにこにこしているのに気付き、ロキは急に冷淡な口ぶりになった。

「馬鹿の馬鹿げた思いつきに、せいぜい付き合ってやるさ。どのみち、できなければ人類の歴史は終わるんだ」

「またそんな言い方して～。本当は貴方あなたが一番、あいつを信じてるんでしょ？」

「そういうおまえは、心底あいつに惚ほれてるようだな」

「なっ──悪い!?」

「いいや」

　笑みをこぼす。ロキはガス囊のうを見上げ、どこか晴れやかに言った。

「信じるか信じないかなど問題じゃない。オレたちはもう同じ方はこ舟ぶねに乗っている。あいつが〈天の玉座〉にないのなら、オレたちで放ほうり上げてやるのさ」

「そうね。そのためにも──」

　シャルは右手を胸の高さに持ち上げ、籠こ手てにシグムントをとまらせた。

「ここをどう切り抜けるか、よね」

　ロキと同時に振り返る。格納庫の壁が吹き飛び、大柄な人影が飛び込んできた。

　人間の三倍近い大きさながら、見るからにバネのある体つき。これまでさんざん強敵と向き合ってきたが、この怪物はやはり、ほかとは違う。

　紫し薔ば薇らが使役するオーガ。雷らい真しんが『オニ』と呼んでいた化け物。

　巨大な犬歯をむき出しにした、人食いの形相が恐ろしい。

「まあまあまあまあ、きょうびの学生さんは大胆どすなァ」

　露骨な嘲あざけりを含んだ声が、鬼どもの後ろから響いてきた。

「こんな夜更けに瘴しよう気きの中をそぞろ歩き──命知らずもええとこや」

　凄絶な妖気を発散しつつ、土ど門もん綺き羅らが現れる。

　たやすく折れそうな華きや奢しやな骨格。体つきはシャルよりもずっと小柄だ。だが、威圧感で言えば、シャルはあちらの半分にも満たない。

　綺羅から瘴気が漂ってくる。シャルは大気の精霊に働きかけ、瘴気の流入をブロックした。あの霧にまかれたことで、サンジェルマン教授は鬼にされた。

　恐怖で心臓が暴れる。内心の動揺を悟られまいと、シャルは強気に言った。

「ここは私たちの学院よ。自由に出歩いて何が悪いの？」

「門限があるんと違います？　ぐりふぉん女子寮ゆうとこには」

「く、詳しいじゃない……！」

　鬼たちがのそのそと動き、飛行船グリプスを取り囲む。破壊されるわけにはいかないが──かつての圧倒的な負け戦いくさを思い出し、シャルは絶望的な気分になった。

　ロキにも余裕はない。恨み節の交じったような声で、ため息まじりに言う。

「早速、誤算だな。紫薔薇はあいつの分担だったはずだが」

「……陽動が上う手まくいかなかったのかしら」

　雷真はいざなぎ一門との交渉に向かった。その動きを、綺羅が面白く思うはずがない。当然、綺羅はそちらに向かう……はずだったのだが。

　今さら四の五の言っても始まらない。ここはロキと力を合わせ、とにかく時間を稼ぐ。雷真が合流してくれれば、三対一で戦える。

　シャルはそう考えたのだが、ロキの考えは違うようだった。

「シャルロット。生き残る可能性が高い方に賭けよう」

「もちろんそうしたいけど……どうするの？」

「俺おれとおまえが組んだところで、さして有利にはならない」

　それはつまり、『勝てない』という意味だ。

「……言うじゃない。私と貴方あなた、学院じゃけっこう強い方よ？」

　軽口で返す。しかし、シャルにもわかっている。ロキの感覚は間違っていない。

　環境の影響が大きすぎるのだ。瘴気の中では綺羅が圧倒的に有利だ。

「だから、おまえはここを脱し、手はず通りヒノワを探せ」

「……そうしたいけど、まだ居場所がわかってないわ」

「見つけるんだ。ヒノワをこっちの味方にできれば、瘴しよう気きを活用できる。この船を失っても闘技場に到達できるだろう。それで、ライシンの計画も上う手まくいく」

「だけど、貴方あなたは？　貴方はどうするの？」

「オレと姉貴は、最悪、欠けても問題な──」

「駄目よ！」

　思わず声が高くなる。綺き羅らが目をしばたたかせ、聞き耳を立てるのがわかった。

　シャルは構わず、早口で言った。

「貴方を捨て駒にするってことでしょう！　そんなことしたら私、フレイに合わせる顔がないわ！　それに、私が逃げ切れる保証もない！」

「死ぬ気で逃げろ。オレも死ぬ気で援護する」

「やめて！」

「よせ、シャル」

　シャルの籠こ手ての上で、シグムントが鋭く言った。

「冷静になれ。彼の意見は論理的だ」

　シャルは唇を嚙かんだ。まとわりつく瘴気を、腹立ちまぎれに吹き飛ばす。

（もう！　この瘴気さえなければ……！）

　歯は嚙がみするシャルとは対照的に、ロキは涼しげな顔をした。

　ジブリールの歪ゆがんだフレームに触れながら、穏やかな声音で言う。

「行ってくれ。オレが姉貴を救っても、姉貴の生きる世界がなければ、意味がない」

「……フレイは生きてるわ」

「何だと？　なぜわかる！」

「精霊の声が聞こえたの。フレイは生きてる。貴方を待ってる」

　噓うそをつくな──とは言われなかった。彼自身、すがりたい言葉だからだ。

　自分でもずるい女だと思う。だが、シャルも噓のつもりはない。

　確証がないだけだ。祈りが聞かせた幻覚かも知れない。だが、精霊の声なんていうものは、おおむねそのようなものなのだ。

　ブラフにも似たシャルの言葉は、ロキにある種の変化を与えた。

「……ふん、意地の悪い女だ。おかげで──死ねなくなった」

　はっきり闘志が燃えている。シャルは会心の笑みを浮かべた。

　気け圧おされるほどの魔力を燃やし、ロキは前に出た。

「ほんの刹せつ那な、魔女に隙を作ってみせる。その一瞬に魔女を振り切れ」

「わかったわ！」

「よし。引き裂くぞ、ジブリール！」

『I'm ready』

　瞬間的にジブリールが消え、別の地点に出現した。

　空間転移。新たに像を結んだのは鬼たちの向こう──綺き羅らの眼前だ。

　転移は瘴しよう気きの干渉を突き破り、空間を裂いて距離を縮めた。

　転移と同時に剣の姿へ形を変え、回転を始めている。剣から円形の衝撃波が飛び、瘴気の護まもりが断ち切られた。綺羅の死角から、その細い首筋を狙う。

　反射神経では若いロキに分がある。しかし、綺羅の第六感は太刀筋を予知できる。事前に仕込んでいたらしい壁の式神が、ジブリールの刀身を受け止めた。

　だが、ロキの攻撃は単発の奇き襲しゆうでは終わらない。羽毛のようなブレードが八枚、綺羅の背後に回り込んでいる。

　無数に走る光の筋が、絶対の威力を持つ結界となった。

　斬撃が生み出す、剣の結界。刃の軌跡に触れた途端、壁の式神が消滅する。

　凄すさまじい威力に、さすがの綺羅も警戒した。手抜きをせず、新たな式神を呼び出そうとする──その一瞬こそが、ロキが用意してくれた『刹せつ那なの隙』だ。

　綺羅の召喚が終わる前に、シャルはもう甲板を飛び出していた。

　シグムントが空中で変身し、馬ほどのサイズになる。その背にまたがり、シャルは魔力を燃焼させた。

　ラスターカノンをぶっ放し、突き当たりの壁をぶち抜く。

　退路がないなら作ればいい。シャルは首を縮め、シグムントと一体となって、狭い通路に飛び込んだ。鬼がすかさず追ってきて、通路を崩しつつ駆ける。

　一瞬ひやりとしたが、鬼の追撃は十メートルともたずに終わった。

　シャルの背後で滅元素バニストンの光が飛び散り、鬼どものボディを食い荒らす。滅元素の格子が通路を塞ぎ、鬼の肌を切り刻んでいた。

　オルガの得意技ラスタージェイル。通路に飛び込んだ瞬間に、シャルが造ったトラップだ。倒せてはいないだろうが、足止めの役には立った。

　シャルはシグムントを斜め下方に向け、再びラスターカノンを放つ。通路の床が崩れた先には、どこまでも続くような、暗い深しん淵えんがあった。

　地下大空洞。その先に日ひの輪わがいる……気がする。

　確証はない。今日に限っては確信もなかった。そもそも、彼女が生きているのかどうかも、シャルにはわからない。ただおぼろげな精霊の誘いに従い、手探りのように頼りない気分で、かすかな日輪の気配をたどる。

（ロキ……私、行くわよ……？）

　さすがの彼も、相手が綺羅では望みは薄い。だが、シャルが行かなければ、ロキの努力もふいになる。

　シャルはシグムントの首にしがみつき、戻りたい衝動を抑え込んだ。

　振り返ってはいけない。仲間を信じて、飛び続けるのだ。

　大切な〈友達〉が待つ、その場所に向かって──





　　　　　２






「お嬢！　しっかりせえ、お嬢！」

　昴すばるの声が聞こえる。しかし、日ひの輪わは返事もできない。

　意識はあったが、朦もう朧ろうとしている。それほどの衝撃が日輪の胸を貫つらぬいていた。

「どうした？　胸、痛むんか？」

　そうだ、胸が痛い。だが、病や怪け我がに起因するものではない。

　狂おしいほどの喪失感。涙が勝手にあふれ、目尻のあたりで凍りつく。

　昴は感じていないらしい。煤すすけた顔に苦笑を浮かべ、

「泣くな、阿あ呆ほう。大将がそんなでどうする」

「ちゃう……」

「は？　何がや？」

「誰だれかが……亡のぉならはったんや……」

　確信はある。だが、誰が死んだのかがわからない。

　誰だ。自分に縁のある人物だ。いや、人ではない可能性も──

　直感的に浮かんだビジョンは、黒髪の美しい、可か憐れんな乙女の微笑ほほえみだった。

　身震いした途端、ひたいの二本角がぽろりと落ちる。足もとに転がったそれは、角質層の塊のようで、質感は骨より爪に近く、想像以上に脆もろかった。

　ひたいがひりひりするが、薄皮がはがれた程度で、軽傷だ。鬼神の力は失われ、日輪は完全に〈人〉へ戻ってしまった。

「力が出せん……こんなときに……！」

「悲観すな。どのみち、その力があってもどうにもならんかった」

　慰なぐさめるように言って、昴は二人を取り巻く〈世界〉をにらんだ。

「この卑ひ無む牢ろの中では……誰にも、何にも、できへんわ……」

　漆黒の雪が舞う、常闇の大地。綺き羅らが生み出した無間の冬だ。砂漠がどこまでも続き、樹きも草もなく、生物の姿も見当たらない。

　生者が存在すべき世界ではないのだろう。この異界に閉じ込められた者は、己の罪業を悔いながら凍死する──そういうさだめなのだと言われていた。

　外界へつながる出口のようなものは見当たらず、寒さをしのぐ洞窟さえ見当たらない。強力な魔活性が働いていて、式神を呼び出すこともできない。

　日輪と昴の背後では、一門の者たちが身を寄せ合い、寒さに耐えている。あれこれ議論しているが、妙案はないようで、どの顔も暗かった。実際、これは冬山で遭難したようなもので、全員が力尽きるのも時間の問題に思えた。

　しかし、昴すばるはあきらめてはいない。味方を鼓舞するように、大きな声を出した。

「そんでも、簾す我が他たを置いてきたんは上出来や。あの土壇場でようもまあ、簾我他なんぞ思いついたもんやわ。流石さすがやで、うちのお嬢は！」

　日ひの輪わの胸元、握にぎり締めた手鏡を示す。魔具でも何でもない日用品の鏡に、地下大空洞の暗闇が映し出されていた。異界の外で式神〈簾我他〉が視みている光景だ。

　士気を下げまいとする昴の意図を感じ取り、察しのいい若手が同調した。

「ほんまですよ！　お館さまも気付いてへんもん！」

「簾我他は力の弱い式神や。目の代わりさすんならほかの式でもええ。そこが上う手まいこと付け目になったな」

　簾我他は移動もできず、その場に『置いてくる』ことしかできない。使い魔としては、ほかの式神の方が優秀だ。しかしそれは、制御が要らないということでもある。

　魔力の供給を受けずとも、ただ視て、視たままを鏡に映してくれる。おかげで、卑ひ無む牢ろさえすり抜けて機能していた。

　皆が尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。日輪は恥ずかしくなり、頰ほおを染めた。

「うちの手柄と違います。昔、弓ゆ削げがうちのために使つこぉてくれて」

「へえ、弓削さんがな」

　昴は興味深そうにしたが、日輪が黙ってしまうのを見て、それ以上踏み込まなかった。代わりに、仲間の方へ声をかけた。

「どや？　暖くらい、取れそうか？」

「あかんで若大将。さっぱりや」

　言いながらマッチを擦り、式符で火を起こそうとする。が、マッチが燃える気配もない。この異界そのものが、火の存在を拒否しているらしい。

「閉じ込められて初めてわかりましたわ。卑無牢の中には式がおられん」

「そら魔活性不協和ゆうやつや。けど、あきらめるんはまだ早いで。簾我他みたく抜け穴があるかもわからん。何でもええ、ここで通用する式を探せ！」

「やってますけど……せめて窓みたいなもんがあいとれば、ええんですけどね。簾我他で何とか穴、あけられませんか？」

「いや……そら無理やろ。外が映っとるだけで、魔力が伝わっとるわけやないし」

　手詰まりだ。いよいよ覚悟を決めなければならない──かも知れない。

　だが、日輪はまだ可能性を捨てられずにいる。

　先ほど簾我他を思いついたのは、雷らい真しんとの思い出ばかりが原因ではない。〈鏡〉を連想させる人物が身近にいたからだ。

　彼女なら、助けにきてくれるのではないか。

　鏡を通じて、こちらの居場所に気付いてくれるのでは──

　期待はいつしか祈りに変わり、日ひの輪わは自然と目を閉じていた。

　念ずれば、通ず。果たして、日輪の期待通りに、その人物は現れた。

　銀の竜にまたがり、おとぎ話の騎士のように勇ましく、大空洞を飛んでくる。

　手鏡の向こうに彼女を感じ、日輪は思わず歓声をあげた。

「シャルロットさま！」

　まるでこちらが視みえているかのように、シャルは簾す我が他たの前でシグムントを止めた。昴すばるが手鏡をのぞき込み、驚嘆の声を出す。

「ほんまや！　けど、何でや？　何でこっちの場所がわかる？」

「──待って。まだや」

　シャルは魔鉱の足場に降り立ち、何かを探すように周囲を見回した。数歩進んで、また見回す。その横顔は焦燥にゆがみ、途方に暮れているようにも見えた。

　わかっているわけでない。自分を呼び止めた直感の正体を、シャルは探している。

「シャルロットさまの精霊感応力エコーズ・センスでも、卑ひ無む牢ろは見破られへんのや……」

「ほな、霊感だけで止まったんか？　それだけでも大したもんやぞ！」

「……精霊術ジン・マスタリーと式神の術はよう似てる。洋の東西で呼び方が違ちごぉてるだけかもわからん。何とか……コツ、伝えられたらええんやけど……！」

　日輪にも焦りがにじむ。この状況、まさしく千載一遇のチャンスだ。シャルをこのまま行かせてしまえば、陰おん陽みよう師じたちの命運が尽きてしまう。

　不意に、シャルがびくっとした。

　毛虫でも見つけたような仕草だ。その眼は、まっすぐこちらを向いている。

　日輪は簾我他の姿を思い浮かべた。むき出しの眼球に直接手足が生えたような怪物──間違いなく異形の存在だが、精霊と交信できるシャルは異形の者にも慣れているらしい。驚いたのは最初だけで、大胆にも簾我他をつまみ上げ、自分の手に乗せた。

『これ、ヒノワのシキガミ……よね？』

　シグムントにささやく。シグムントは長い首であたりを見回し、

『そのようだが──使い手の姿が近くに見えんな』

『ここじゃ……ないのかしら？』

「ここや！　ここやで！　シャルロットちゃん！」

　昴が叫ぶ。もちろん、シャルには聞こえない。

　一門の者たちが手鏡の周囲に集まり、口々に叫んだ。

「ここや！」「異界ですよ！」「気付いてー！」

　全員で呼びかける。日輪もまた祈るようにシャルを見つめた。

　シャルが気付いてくれなければ、もう未来はない。ここで凍死するしかない。

　切実な願いが現実に作用したのか、それともシャルの霊感が冴さえていたのか、シャルは優れたインスピレーションを発揮した。

『そうよ、異界よ！』

　見事に真実を言い当てる。あるいは、誰だれか──シャルと日ひの輪わの共通の友人が、不可思議な手段で、声を届けてくれたのかもしれない。

『閉じ込められてるんだわ！　だってここ、誰の死体も見当たらないもの！』

　あたりを示す。燃えた灰が積もり、魔鉱が波打ち、激戦の痕跡は残っているのに、死体がひとつも存在しない。焼き尽くされたのでなければ、どこかに運ばれたと考えるべきだ。そして今、いかにも意味ありげな〈眼〉の式神が残されている。

　シャルは簾す我が他たを目の高さに持ち上げ、のぞき込んだ。

『貴方あなた、しゃべれないの？　口はないみたいだけど……あ！』

『──なるほどな。〈眼〉の魔物ならば、その力は当然』

　シグムントがうなずく。二人とも簾我他の権能を察したらしい。

　日輪が持つ手鏡に、シャルの顔が大写しになった。

『ヒノワ、そこにいるの？　視みえているのよね？　声は聞こえる？』

（やっぱり、シャルロットさまはすごい……！）

　日輪はシャルの力に感じ入った。自分が同じ局面に立たされたとして、同じ閃ひらめきを得ただろうか。そして今、あちらは気付いてくれたのに、こちらが何の役にも立てないことが、劣等感に拍車をかける。

　シャルもまた、悔しげに眉根を寄せた。

『どうしよう……異界の門なんて、どうやって開けばいいの？　アンリのあの〈扉〉の力があれば、入れたかもしれないけど……』

『あるいはエドガーの〈鍵〉があれば、な』

　シャルは黙り込み──不意に、くす、と笑った。

『どうした、シャル？』

『以前の私なら、すねるところかも──って思ったの。〈扉〉と〈鍵〉って、つながりを感じさせるじゃない？』

『……シャルよ、エドガーは君たち姉妹を同じように愛している』

『わかってる。もうすねないわよ。今はむしろ、嬉うれしいなって思うんだもの！』

『嬉しい？』

　シャルは目を閉じ、幸せそうに微笑ほほえんだ。

『アンリは弱い子じゃなかった。それに、可哀かわい相そうな子でもなかった。私の妹はね、本当はとてもすごい子だったのよ。アンリは私の誇り。お父さまや、お母さまや、お祖ば母あさまや、貴方あなたや、エレインさまをそう思うのと同じくらい！』

『……そんな君を、私も誇りに思う』

　竜の表情はよくわからないが、シグムントもまた、微笑ほほえんでいるように見えた。

『エレインを見込んだ私の眼に狂いはなかったと、百二十年経たってまだ信じられるのだからな。エレインが今の君を見れば、やはり誇りに思うだろう』

　シャルの笑顔は誇りに満ち、一ひと際きわ美しく、輝いて見えた。

『だったらなおさら、智ち慧えを絞らなくちゃね。きっとヒノワを助けてみせるわ、ライシンも、ロキも、私に任せてくれたんだもの！』

『その意気だ。皮肉な巡り合わせがままあるように、幸運な巡り合わせもまたある。君に扉の力はないが、代わりに鏡の──』

　次の瞬間、シャルとシグムントは声をそろえて、『鏡！』と叫んだ。

『そうよ、鏡！　ロッテなら！』

『うむ。古来、魔術師は鏡を異界の門と見なした。その魔物の〈眼〉もまた世界を映す鏡と言える。ロッテならば、異界に干渉できるかも知れん』

『そうよ！　本人が言ってたわ。鏡のあるところなら、どこでも存在できるって！』

　シャルがかたわらに右手をかざし、念を込める。魔力が火花を散らし、虚こ空くうに青白い光が舞った。それはやがて結集し、大きな〈鏡〉を形作る。

　鏡の精が具現化したもの……らしい。それは外の世界だけでなく、この凍いてつく卑ひ無む牢ろの中にも影響を与えた。日ひの輪わの眼前に同じ形の大鏡が出現する。

　何という資質だろう。シャルの精霊感能力は、綺き羅らの異界に干渉できるのか。

「よっしゃ！　流石さすがやでシャルロットちゃん！」

　昴すばるも一門の者たちも喜びに沸く。対照的に、日輪の心は急激に冷えた。

　鏡に映る自分の姿が、ひどくみすぼらしく、貧相に見えた。

　戦いに敗れ、傷と煤すすだらけになった、薄汚い少女──

　再会の喜びより先に、日輪の胸を羞恥が満たす。相手の光輝ばかりが気にかかり、そんな自分がますます恥ずかしくなる。日輪はたまらず目を伏せた。

　そもそも、シャルに合わせる顔がない。深い友情を示してくれた彼女に、日輪は『もう友達じゃない』とまで言ったのだ。

　あんな別れ方をしてしまったことを詫わびなければならない。それから礼を言って、一門の者たちを救出してくれるよう、お願いしなければ。

　だが、感情がついてこない。後悔や、申し訳なさや、恥ずかしさで、逃げ出したくなる。そっと盗み見るように目線を上げると、シャルは──

『ヒノワ……よかった……！』

　泣いていた。

　鏡越しにこちらを見つめ、真珠のような涙をこぼす。

　潤んだ瞳は魔石のようで、日ひの輪わを強く惹ひきつけた。

　その美しさに見み惚とれるかたちで、日輪はシャルと見つめ合う。そのうちに、わだかまりは噓うそのように溶け、ただきらきらした気持ちだけが残った。

　もう一度会えて、見つめ合えて、お互いに好きだと思い合っている。それだけで、日輪は心から幸福だと思えたし、実際に幸福なのだった。

　今になって、シャルの気持ちにまで思い至る。日輪がそうであったように、シャルにも再会を怖おそれる気持ちがあったはずだ。彼女が本当は傷つきやすい少女であることを、日輪はもう知っている。あんなふうに友情を裏切られ、傷つかなかったはずがない。

　だが、その怖れを超えて、彼女はきてくれた。

　日輪を救うために。友達を護るために。

『ひどいわ、ヒノワ……無事なら無事って言ってよ……！』

　シャルが泣き笑いで言う。日輪の眼にもまた、涙がにじんだ。

　嬉うれしい。こんな日輪わたしを大切に想おもってくれる。

　だからこそ──この人を巻き込んでいいのかと、迷いが生じた。

　身内を引き換えにしてしまっていいのか、それは赦ゆるされることなのか。

「シャルロットさま……ひと目逢あえて、嬉しゅうございました」

『え……どういう意味？』

　肩すかしを食ったように、シャルが戸惑いを見せる。

『ヒノワ、無事なんでしょう？　異空間に閉じ込められているだけよね？　私も脱出を手伝うわ。そのためにきたんだもの！』

「わたくしたちには構わず、雷らい真しんさまのもとへお戻りください。卑ひ無む牢ろは一門の者を処刑するための式。脱出手段はありません」

　そうでなければ、同門への抑えにならない。とは言え、そんなことはわかった上で救援を望んでいたはずだ。腰が砕けたような発言に、真っ先に昴すばるがキレた。

「阿あ呆ほかあああ！　お嬢！　おまえ！　何ヒヨったことぬかしとんのや！」

「若大将、落ち着き！」「どうどう！」「あんたがお嬢を絞めてどうする！」

　日輪をつかみ上げようとするのを、一門の者たちが羽交い絞めにして引き離す。日輪は着物の胸元を直しながら、何事もなかったかのように続きを言った。

「お祖ば母あさまは必ず気付きます。今すぐここからお逃げくださ──」

『い、や！』

　長い髪を左右に振り、シャルは頑強に拒否した。

『だって貴女あなたはまだ生きてる！　私はあきらめないわ！』

「ですが……この上、シャルロットさまを危険にさらすわけには」

『友達なのよ、私たち！』

「わ、わたくしは……わたくしに……そんな資格は、ありませんっ」

　たまらなくなって叫ぶ。だが、シャルは許さなかった。

『資格って何よ！　そんなものはないわ！　だって私がそうありたいんだもの！　言ってよ、助けてって！　一緒に死んで──くらいのつもりで、助けてって！』

　日ひの輪わの胸を喜びの波が洗う。流されそうになる己を、別の感情が引き止めた。

「そういうところがっ……憎らしいんです！」

　思わず言ってしまった言葉は、決して『言いたい言葉』ではなかった。

　だが、ひょっとしたら、それが本心だったのかもしれない。

　日輪の唇から、堰せきを切ったように言葉があふれる。

「どうしてそんなに輝かしいのですか！　つらくなるのです！　シャルロットさまと一緒にいると……わたくしはあんまり、みすぼらしくって！」

　それはひどく身勝手で、情けない台詞せりふに思えた。

　だが、シャルは怒らなかった。

『……やっと、本音を言ってくれたわね』

　微笑ほほえんでいる。戸惑う日輪に、シャルは優しく言葉をつむぐ。

『貴女あなたにさよなら言われたとき、私言ったわよね。今でも貴女が大好きよって』

「……おっしゃいましたっ」

『私の気持ちは今も変わってない。そのことを踏まえて、聞いてね？』

「…………？」

　シャルはすうと息を吸って、叩たたきつけるように叫んだ。

『何を甘ったれてんのよ、お姫さま！』

「────」

『才能も、家柄も、美貌も、全部持ってるくせに！　あいつの幼なじみで、許婚いいなずけで、大事にされてるくせに！　強欲にもほどがあるわ！　何より私が気に食わないのはね、貴女のいいところを、貴女がちっとも見ようとしないってこと！』

　瞳の奥に初めて怒りがのぞく。その迫力に日輪は気け圧おされ、息をのんだ。

『あいつを魔女から護まもったのは貴女よ！　魔女をたばかるために瀕ひん死しに追い込む──言うのは簡単だけど、私には……できた自信がない。お芝居は下手くそだし……あいつの背中に短剣を刺して、手元が狂わない自信もない。だけど、貴女はやってのけたわ。あいつに恨まれるとわかってて、それでもやり遂とげたじゃない』

　シャルは鏡に顔を寄せ、熱っぽく言葉を続けた。

『貴女、言ったわね。妾めかけの十人や二十人、受け入れる──って。たとえ言葉だけでも、私には言えない。私はやっぱり、私だけを愛して欲しいから』

　ふんわりと優しく、シャルの顔に微笑ほほえみが戻る。

『貴女あなたにはあるのよ。自分を犠牲にできる強さ。日陰に入ることもいとわない、あいつと同じ心が。だから私だって、貴女をまぶしく思ってた』

「────！」

『それに、私には言えなかった。お友達になって、なんてまっすぐな言葉！』

　思い出したように笑う。シャルの瞳の向こうに、二人が初めて会った、あの学生食堂の光景が見えた気がした。

　ガラス張りの壁から差し込む、やわらかな日差し。テーブルクロスの輝き。学生たちの活気や、食欲をそそる料理の香り──

　あの日、あの場所で、右も左もわからない日ひの輪わを、シャルは受け入れてくれた。

　あのときと同じ、はにかんだような笑顔で、シャルは日輪を見つめている。

『ねえ、友達って綺き麗れい事ごとばっかりじゃないわ。頭にくることだってあるし、気に入らないことだってある。思い通りになんかできないわよ。だって別の人間なんだもの。だけど、自分かがみと向き合ってるだけじゃ、一生一人ぼっちだわ』

「…………」

『別の人間だから、私たちは貴女と一緒にいたいと思うの。綺麗なだけじゃない貴女も、私は受け止める。本当の私に比べたら全然可愛かわいいものだし──そうそう、もう一人の私ってかなり性格悪いの。まあ、可愛いところもあるんだけどね』

　意味はわからなかったが、シャルの言葉に噓うそがないことはわかった。

　この輝かしい友達が、本心から、友達でいたいと思ってくれている。

　日輪が見せた反発も　嫉妬も、全部受け止めて、シャルは笑っている。

　日輪の胸一杯に、熱い感情があふれた。

　こぼれた涙が手鏡の上に朝露のような水玉を作る。一門の者たちが視みているのも忘れて、日輪は泣いた。何も言えずに涙をぬぐっていると、シャルは神妙な面持ちで、

『さっきね……夜や々やが死んだの』

「…………！」

『でも、あいつはまだあきらめてない。夜々を取り戻そうとしてる』

「それは……不可能……です」

　先刻以上の絶望がのしかかってくる。雷らい真しんの願いは、ひどく虚むなしい。

「反魂は決して叶かないません……いざなぎの歴史が、その証明なんです」

『そう！　みんな無理って言ったの！　なのに、あいつって全然あきらめないのよね！』

　シャルが笑い出す。雷真が信じるものを、信じている顔だった。

　そう──そうだ。

　自分が納得するまで、雷真は止まらない。周囲が反対しようと、理を説こうと、決してあきらめない。そのうちに世界の方が根負けして、彼に道を譲ってしまう。

　シャルはまっすぐ日ひの輪わを見つめ、自信に満ちた笑顔を見せた。

『それに、考えてみて。神性機巧マシンドールは本当に生まれた。それってもう奇跡でしょ？　そんな実例が目の前にあるのに、あいつがあきらめると思う？』

「せや、利用してみよて考えるわな！　雷らい真しんなら！」

　昴すばるが横から言う。彼の顔にもまた、シャルと同じ、雷真への信頼がある。

『もちろん簡単なことじゃないわ。できっこないことをしようって言うんだから、それに見合う努力が要る。いくらあいつがすごくったって、一人じゃ絶対に無理よ。だから、私たちの──貴女あなたの助けが絶対に要るの』

「…………」

『私は夜々ともだちを助けたい。貴女もそうでしょ？』

　問われ、日輪は再び目を閉じる。自分と一門の者たちだけなら、ここでくじけてしまうことも、分相応の最期と納得することもできた。

　だが、あの黒髪の乙女を──

　恋敵であり、友人である乙女を──

　見捨てることになるのだと言われたら、くじけることはできない。

　着物の袖で涙を払い、日輪ははにかみながらシャルを見た。

「……シャルロットさまはやっぱり、太陽みたいです」

『貴女もよ、ヒノワ』

「わたくしきっと、この先も何度も、貴女に嫉妬してしまいます」

『貴女に嫉妬されるなら、私も自分を誇れるわ。だけど、それは誤解なの』

「誤解……ですか？」

『貴女は嫉妬したんじゃない。ただ自信を失なくしたのよ』

　シャルは麗しく微笑ほほえんで、鏡越しに日輪を見つめた。

『だから、取り戻しましょう。本当の貴女と、夜や々やをね！』

　気がつけば、無様に揺れていた日輪の心は、もうすっかり決まっていた。

　心地よい昂たかぶりが身を包み、尽きたはずの力が甦よみがえってくる。

　鏡のこちらとあちらから、二人の少女が視線を合わせる。

　気持ちが通じ合うということが、これほどに力をくれるのだと、日輪は初めて理解した。それは土ど門もんの血や、いざなぎの術以上に、大きな力だと思えた。

「……皆、今しばし、わたくしに力を貸してください」

　なりゆきを見守っていた仲間たちに、日輪は宣言した。

「卑ひ無む牢ろを脱し、雷真さまをお助けします！」

　応っ、と応える歓声が頼もしい。日輪は今、己の幸福を心から感じ──




　そして、信じる気持ちになっていた。





　　　　　３






（殺気が近付いている……！）

　走りながら周囲を探る。雷らい真しんはもう学院の中枢区画に達していて、崩れた校舎や荒廃した庭園の感じから、工学部のあたりだと見当がついた。

　目的地の重要機巧保管施設ロッカーは、目と鼻の先だ。墓標のような角張ったシルエットが、薄もやの向こうにぼんやり見えている。

「見通しが利くようになってきたな。六む連つらの親父おやじさんが上う手まくやってくれてる証拠だ」

「でも、おかしい……よね？」

　後ろを走る小こ紫むらさきが、まるで雷真の心を読んだかのように言った。

「私たち、こんな奥まできたのに……」

「ああ。婆ばあさまが俺おれたちに気付かないはずはねえ」

　綺き羅らは雷真を殺したがっている。その上雷真は、綺羅の優位を保証する、穢え土どの大結界を破壊すべく動いた。当然、真っ先に殺しにくるはずだ。

　なのに、一向に攻めてくる気配がない。

　気付いていながら泳がせているのか？　それとも、穢土の結界を復元しに行った？

（……いや、だったら穢土は元通り力を強めてるはずだ）

　と、すると。

「ロキとシャルが危ねえ！」

　なるほど、先刻から感じている殺気は、戦闘の気配だったのだ。ロキかシャルのいずれかが、綺羅の攻撃を受けていると考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　にわかに焦り出す雷真を見て、小紫がぴょんと跳ねた。

「私、もう大丈夫だよ！　全力で走れる！」

「よし！　なら、このまま殺気の中心に突っ込むぞ！」

　重要機巧保管施設へ向け、加速する。

　かつてのメインストリートを駆け抜け、学院長の公邸がある方へ曲がる。殺気を感じる地点まで、残りはもう百メートルもない。

　魔力の濃度がぐんと増し、唐突に周辺が暗くなった。走りながら見上げると、半月状に欠けた闘技場が見える。

　──闘技場の陰に入ったらしい。はるか上空にあるのに、神性機巧マシンドールの強烈な魔性で窒息しそうだ。敵意は感じないが、いつ上から魔砲が飛んできてもおかしくはない。

　思わず上に気を取られたその瞬間、真正面から何かがきた。

　不可視の暴威が雷らい真しんを襲う。左肩を消滅させられ、左腕が千切れ飛んだ。

　たまらず大地に転がる雷真──その体が、すうっと闇にまぎれて消えた。

　──例によって、八や重え霞がすみの幻影だ。標的を見失い、襲撃者の動きが止まる。その頭上、わずか数十センチの位置に雷真の実体が出現した。

　敵は黒衣の魔術師だった。協会のコートでも、結社のそれでもなく、高貴な者がまとうべき、仕立てのいい衣装を着ている。

「エドマンド！」

「ライシン！」

　二人の声が交錯する。繰り出される視みえない何か──超重力のひずみをかわし、雷真は王の頭を蹴け飛とばした。

　がつんっと硬質の音が響き、思いがけない硬さに足首が悲鳴をあげる。見れば、雷真が蹴ったのは王の頭ではなく、鉄筋コンクリートの塊だった。

　金髪の禁忌人形、朧おぼろ富ふ士じ〈七なな號ごう〉が王をかばった。その手に鉄筋コンクリートの塊──建物の瓦が礫れきが貼りついていて、雷真の蹴りを受け止めている。

　跳躍して逃げようとしたが、雷真自身も朧富士の重力につかまり、そちらに吸い寄せられてしまう。空中で無防備になる雷真に、後方から別の瓦礫が飛んでくる。

　見えざる巨人の手に制御され、こちらへ水平に落ちてくる石塊。背後から雷真にぶち当たり、そのままの勢いで重要機巧保管施設ロッカーへ飛んで行く。壁と壁に挟まれ、あわれ雷真はぺしゃんこに──

　……は、ならなかった。壁を刀で砕き、紅こう翼よく陣じんの糸で天あまの手た力ぢからを切り払って、地上へと逃のがれる。石塊のみがそのまま進み、重要機巧保管施設に大穴をあけた。

　衝撃で砂さ塵じんが巻き上がり、ただでさえ悪い視界がさらに悪くなる。雷真は迂う闊かつな攻撃を仕し掛かけず、ひとまずその場に着地して、エドマンドとにらみ合った。

『おまえか』

　二人の言葉が意図せず重なる。エドマンドは嬉うれしそうに笑った。

「台詞せりふがかぶったな。だが──そう、この台詞こそが実感だ。お互いに予感していた。俺おれも、おまえも。最後に自お分れの道を阻はばむのは、相手おまえだろうってな」

　確かに、と雷真は思った。エドマンドは必ず立ちはだかると予感していた。悪運だとか、権力だとかで、雷真が予測もしない角度から妨害してくるだろうと。

　半ばカマかけのようなつもりで、雷真は挑発的な言葉を投げた。

「悪運が強いってのは本当だな、王さま。神性機巧マシンドールにフラれて、まだ生きてるのか」

　エドマンドは鼻で笑ったが、彼の自動人形オートマトンが反応した。長い金髪を逆立て、夜や々やによく似た顔を紅潮させる。

「黙れ下郎！　陛下を愚弄するなど──」

「おまえが黙れ、七なな號ごう。こいつは俺おれと話してる」

　朧おぼろ富ふ士じを乱暴に押しのけ、エドマンドは大胆に身をさらした。

「フラれた、ってのは合ってるぜ。どうやら俺はご機嫌を損ねてしまったらしい。危うく塵ちりにされかけて、無様に地上を這はいずってるってわけさ」

「詳しく聞かせて欲しいところだが……教えてくれるわけねえよな？」

「おまえが俺のものになるのなら、話は別だぜ。詳細も教えてやるし、何なら部下として連れて行ってやってもいい」

「それこそ悪い冗談だ。前にも言ったろ。あんたの下で働くなんざ二度とごめんだ」

「だったら行かせるわけにはいかない。あれは俺のものだ」

　緊張感が高まっていく。エドマンドが帯おびた魔力は、彼本来のものよりはるかに大きい。まず間違いなく、無限連鎖反応アルフアサイクルの霊薬エリクサーを使っている。

　戦いは避けられそうにない。仲間たちのことを思い、雷らい真しんは舌打ちした。

「よく聞け、王さま。俺は過去最高に焦ってるし、過去最高に気が立ってる」

「それで？」

「踏み潰すぞ」

「──はっ」

　エドマンドは声をあげて笑い出した。

「ずいぶん大きな口を叩たたくようになったな。それは人を殺した奴やつの自信だ」

「……なに？」

「それも、大事な奴を殺しちまった人間の」

　雷真は無意識に奥歯を嚙かみ締しめた。

　動揺は見抜かれている。精神的優位を得て、エドマンドはにやりとした。

「俺には何もできないと思っているか？　確かに俺は二流の魔術師、機巧戦闘は専門じゃない。伝説級レジエンズが何体あったところで、今のおまえに敵かないやしない。しかし──」

　すっ、と軽く手を挙げる。刹せつ那な、複数の魔術回路が各個に起動するのを感じた。

「俺は王。王には兵があるんだよ」

　闇の中に次々と自動人形オートマトンが浮かび上がる。

　いずれも年季が入っている。古びたゼンマイが美しいもの、真しん鍮ちゆうの輝きに艶があるもの、磨き上げられたシリンダーを持つもの──外観はアンティーク調、構造的にも時代遅れに見えるが、凄すさまじい魔性を感じた。

　その感覚に覚えがある。魔書レメゲトンに収蔵された、伝説級自動人形の特徴だ。

　どんな魔術回路を抱えているか、知れたものではない。気配から察するに、少なくとも七体はあるだろう。使い手の魔術師たちも同じ数で、全員が無限連鎖反応アルフアサイクルの霊薬を使っていると思われた。

　彼らの魔力が大気を震わせ、周辺の小石が浮き上がる。エドマンドはにんまりとして、雷らい真しんの傷をえぐるように言った。

「俺おれの腹心だ。覚えてるだろ？　一緒にロンドンを襲撃したよなあ？」

「……ああ」

　ずいぶん遠い記憶に思えるが、半月も経たっていない。忘れようとしても忘れられない。あのとき覚えた罪悪感と後悔は。

　だが、雷真はもう心を乱されなかった。

　もっとひどい罪を犯したのだ。自分を護まもってくれた相棒に対して。

　雷真が少しも揺るがないのを見て、エドマンドは警戒したようだ。しかし表情には出さず、あくまで余裕たっぷりに煽あおる。

「ラザフォードを倒した今、俺が魔術世界の帝王だ。おまえも王にひれ伏せよ。あのときみたいに楽しくやろうぜ。俺のもとへこい！」

「断る」

「……ああ、それでいい。力尽ずくってのが燃えるからな」

「力尽く？　そりゃ無理な話だ。あんたは俺を言いなりにはできない」

「ほう？　なぜだ？」

「あんたが正しくないからさ」

　という雷真の声は、彼の真後ろで聞こえたはずだった。

　八や重え霞がすみを解除し、存在感を誇示する。戦慄がエドマンドの意識を背後に向かわせる──その一瞬に、小こ紫むらさきが王の正面から斬りかかった。

　思考の死角を突き、銀剣がエドマンドの胸元を一直線に狙う。

　凡庸な相手なら決まっていた。だが、隙をさらしたはずのエドマンドは即座に消きえ失うせ、銀剣の切っ先は別のものに突き立った。

　黒々とした岩塊──地下の岩盤か。

（置き換えた……!?）

　エドマンドと地中の岩塊、二つの位置を入れ替えた。そうとしか考えられない。

　食い込んだ銀剣が抜けず、小紫の動きがもたつく。無防備な背中を狙って、古めかしい機械人形が肉迫した。

　両腕の装甲が割れ、槍やりの穂先のような金属片が飛び出す。刃の表面にはぬらりと黒光りする液体──あからさまな毒が塗られている。

　小紫の柔肌を毒刃が裂く……寸前、銀剣を封じていた岩塊が砕けた。

　雷真が刀で叩たたき割った。刀は機械人形の毒刃をへし折り、頭を斬り飛ばし、レメゲトンの悪魔がスクラップになる。

「小こ紫むらさき！」

「うん！」

　自由になった小紫が魔術回路を起動し、幻影にまぎれようとした。しかし、エドマンドもそうはさせない。

　王が指を弾はじく。途端に八や重え霞がすみが破壊され、雷らい真しんと小紫の位置があらわになった。簡単に魔術を破られ、雷真は驚きに目を見張る。

　丸裸となった雷真に、どこからか雷撃の雨が降り注いだ。

　庭木が燃え、石畳が弾け飛び、コンクリートが焦げる。一発で人間を仕留められるほどの雷霆いかずちが、数十、数百と降りそそぎ、たちまち一帯を焦土に変えた。

　雷をかわすなど無理な相談だ。雷真は高電圧の餌食となった。

「らいし……えほっ……雷真っ」

　立ちのぼる煙にむせながら、小紫が叫ぶ。煙の中心に駆け寄ろうとして、はっとして足を止めた。炎がくすぶる大地に、二本の足で立つ、雷真がいる。

　エドマンドはにやっと笑って、むしろ嬉うれしそうな声音で言った。

「外させた、か。便利な技だな」

　雷真の左手から伸びる、魔力の糸を差し示す。

「人形の制御を阻害する。その糸の前じゃ、ディラックのアスモダイも形無しだ」

「……そっちこそ便利すぎるだろ。魔術を無効にする魔術なんてよ」

　エドマンドの後方、荒れた庭園に立つ機械人形を見やる。有機的にうねったフレームは太古から生きる樹木のようで、悪魔を思わせる禍まが々まがしさがあった。

　かたわらの術者ディラックはまだ若い。並ならぬ能力は感じさせるが、戦闘中に八重霞を解析し、対抗魔術を編めるほどではないだろう。ということは、アスモダイの魔術回路は〈破術〉に特化したものと考えられる。

　どんな魔術をも無効にする──そういう魔術回路だ。魔術師にとって、ある意味もっとも厄介な自動人形オートマトンかも知れない。

　しかし、それは雷真には当てはまらない。

　いきなり刀を一いつ閃せんさせる。延長された斬撃が、アスモダイの上体にぶち当たった。

　居合わせた者全員が──小紫さえも──呆あつ気けに取られた。

　敵がとっさに魔防で受ける。単純な力比べであれば、雷真の一撃は無限連鎖反応アルフアサイクルに押し勝てなかっただろう。しかし、雷真は既すでに心眼を開いていて、魔防の『むら』を見抜き、密度の薄い部分を探り当てることもできる。

　鎧よろいの隙間にねじ込むかのごとく、返す刀で二撃目を叩たたき込こむ。魔ま靭じんの刃は魔防の護まもりを撃ち砕き、機械人形の中枢を裂いた。

　横薙ぎにすべった刃が、アスモダイの上半身を切り飛ばす。ほとんど抵抗らしい抵抗もできず、究極の伝説級レジエンズ自動人形オートマトンは沈黙した。

「この……！」

　敵の誰だれかが舌打ちし、別の魔術を繰り出してくる。雷らい真しんの足もとにいきなり溶岩だまりが出現した。猛烈な熱風が吹き上げ、輻ふく射しや熱ねつが雷真を焼き殺そうとする。

　先刻、エドマンドと岩盤を〈置換〉した魔術だろうか。地面を溶岩と鮮やかに置き換えたようだが、気の毒なことに、それも心眼がとらえている。

　溶岩が生み出す陽炎かげろうに、雷真が揺らめいて消える。そして次の瞬間には、敵の背後へと位置を変えていた。──相手よりひと呼吸だけ速く、八や重え霞がすみを使っていたのだ。

　機械人形が蹴け飛とばされ、自らが生み出した溶岩溜だまりへと落ち込む。そのときにはもう、雷真は再び八重霞にまぎれ、見えなくなっていた。

　敵陣に緊張が走る。互いに死角を補い合い、堅固な警戒態勢を取ろうとしたが、みたび雷真が出現したときには、また一体、自動人形が斬り伏せられていた。

　脅威は雷真だけではない。立ち尽くす魔術師たちを、小こ紫むらさきがぽこんと蹴飛ばし、関節を折り、あるいは昏こん倒とうさせ、いともたやすく無力化していく。

　そうして、ものの五分と要せずに、〈レガシー〉隊は壊滅した。

　敵意よりもまず、畏怖の眼まな差ざしが雷真に向く。彼らにしてみれば、雷真は得体の知れない怪物に等しい。そもそも戦い方が違う。魔術師が自ら刀剣を振り回し、圧倒的な攻撃力を発揮するなど、近代的な機巧戦闘のスタイルではない。

　だが、彼らは勉強不足だ。雷真の戦い方にはきちんと先達がいる。

　グレンダン、ライコネン、グリゼルダと、それは師から弟子へ継承されてきた。

「ひとさまのことをとやかく言えた立場じゃねえが」

　伝説の残骸むくろを踏みつけて、雷真は彼らを睥へい睨げいした。

「あんたたち、自分てめえの人形に吊つり合ってるか？」

　宝の持ち腐れではないか、という指摘。雷真自身の胸をもえぐる問いかけだ。

　そう、雷真は吊り合っていなかった。だから、夜や々やを失った。

　エドマンドは皮肉げに笑って、部下たちに叱しつ咤たを飛ばした。

「だとよ、おまえら。学生に言われちゃ世話ないぜ。もっと精進しろ」

　言いながら、魔力を練る。どうやら王は、まだあきらめてはいない。

「そしてライシン、おまえもでかい口を叩たたかない方がいいぜ。せめて、こいつを突破するまではな──七なな號ごう！」

「はい！」

　エドマンドの呼び声に応え、朧おぼろ富ふ士じの髪が逆立った。

　あふれた魔力が波紋を描き、重力異常の波動が広がる。

　石畳が微細に砕け、砂さ塵じんへと変化していく。巻き込まれれば一瞬で肉片に変えられる、絶対的な破壊の領域──それは見る間に範囲を広げ、雷らい真しんと小こ紫むらさきをのみ込んだ。

　もちろん、八や重え霞がすみと入れ替わっている。だが、純戦闘用の朧おぼろ富ふ士じは感覚器センサーも優秀で、幻影が壊れた瞬間にこちらの位置をとらえた。

　冷たい眼光が雷真を捕捉。二度目の重力異常は先刻以上に鋭く、速かった。

　物質崩壊現象が雷真の眉み間けんをかすめる。紅こう翼よく陣じんの糸を編み、盾代わりにして身を護まもったが、糸は無惨に断ち切られてしまった。

　背後の鉄筋コンクリートがボロ布のように破れ、粉々になる。雷真は地面を蹴けって逃げようとしたが、そのまま体が浮き上がり、虚こ空くうへと引っ張り上げられてしまった。

　一帯の重力を操作したらしい。八重霞で身を隠そうとあがいたが、一拍速く、朧富士の強烈な蹴りが降ってきた。

　超荷重の大だい瀑ばく布ふ。威力は隕いん石せきのそれだ。地に叩たたきつけられた雷真は、石畳を吹き飛ばし、岩盤をへこませ、大量の土砂を巻き上げて、クレーターを造った。

　激痛で意識が遠のく。内臓が破裂したかもしれない。しかし、まだ死なない。

　荒れ狂う土砂の嵐の中、雷真は魔力を全開にして朧富士の重さに耐える。

　押し切ろうとする朧富士と、それに抗あらがう雷真の紅翼陣。激しいせめぎ合いの中、雷真は雄お叫たけびをあげて、強引に刀を斬り上げた。

　魔ま靭じんの一撃が重力を裂き、朧富士まで到達する。朧富士は身をそらし、薄皮一枚を切らせてかわした。大した反応だが、斬撃に気を取られた──それが敗因だ。

　唐突に朧富士の腕が弾はじけ飛ぶ。肌がめくれ、血まみれの肉がのぞいた。

「な……っ!?」

　朧富士の顔に、苦痛と驚きよう愕がくが同時に浮かんだ。

「くっ……八重霞……か！」

　空間認識を狂わされ、自らを攻撃範囲に巻き込んでしまったのだ。カラクリに気付き、朧富士は魔術の発動を止め、エドマンドの方へ跳んで逃げた。

　その真横に、小紫が潜ひそんでいた。

　これはかわせない。すり抜けざまに腹を裂く。傷そのものよりも直接攻撃を受けたことに動揺し、朧富士の姿勢が乱れた。

　二撃、三撃と斬りつけられ、そのたびに鮮血が飛ぶ。既すでに八重霞の術中にある彼女は、自滅を恐れ、天あまの手た力ぢからを使う覚悟が決まらない。それをやってしまったら、自分自身だけではなく、今度はエドマンドを巻き込むかも知れないのだ。

「何をやってる、七なな號ごう！　おまえは本当の糞くそか！」

「この……ぉ！」

　エドマンドの叱責を受け、朧富士の瞳に殺意が閃ひらめく。おそらくは自爆覚悟で、小紫ではなく雷真を狙った。

　渾こん身しんの掌打を繰り出す。小さなてのひらには得体の知れない黒い玉があり、玉の内部には稲妻のようなスパークが見えた。

　それが触れていたなら、雷らい真しんは即死だったのかもしれない。だが、攻撃はむなしく空を切る。雷真は幻影と入れ替わり、エドマンドの背後を取っていたからだ。

　エドマンドの首筋に、ぴたりと刀の刃を当てる。

　いつ回り込んだのか。あるいは最初からそちらにいたのか。それとも、これまた幻影に過ぎないのか。朧おぼろ富ふ士じにも、エドマンドにも、魔術師たちにもわからない。

「……すみません、陛下」

　悔し涙をにじませながら、朧富士がつぶやいた。雷真をにらむ眼は怒りに燃えている。その怒りは、決して雷真にだけ向けられたものではない。

（……こんなことがあったっけな。俺たちにも）

　込み上げる感傷を振り払い、雷真はエドマンドの顔色をうかがった。

　エドマンドに臆した様子はない。ただ、純粋に驚きよう愕がくしているように見えた。

「……なぜだ？」

　皮肉でも何でもなく、純粋にわからないというふうに、エドマンドは訊きく。

「小紫そいつの魔術回路は支援向き……継は母は上うえとやったときも、隠れるだけが能だった。そんな自動人形オートマトンで……なぜ七なな號ごうを圧倒できる？」

「知らねえのか。雪せつ月げつ花かってのは『朧富士を超える』ために造られたんだ」

　硝しよう子この後悔から生まれ、祈りが込められた存在──それが雪月花だ。

「だったら、この結果は必然だ。そうだろ、小こ紫むらさき？」

　雷真は小紫に笑いかける。小紫は自信に満ちた顔で、元気よくうなずいた。

「そうだよ！」

　ぐっと銀剣を握にぎって見せる。彼女に芽生えた自信を、雷真は嬉うれしく思った。

「俺おれの勝ちだ、王さま。神性機巧マシンドールは譲ってもらうぞ」

　雷真の勝利宣言を聞き、エドマンドの唇がゆるんだ。

　大きな荷物を意図せず降ろしてしまったような、そんな笑みだった。
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「──どうした？」

　エドマンドは愉快そうに笑って、自ら首を刃に押しつけてきた。

「焦らすのが好きなクチか？　慈悲があるなら、さっさとやれよ」

「やめてっ！」

　朧富士が飛び出そうとして、小紫に抑え込まれた。腕を後ろ手に極められ、大地に押しつけられながら、それでも必死に懇願する。

「人間っ……陛下を、殺さないで……っ」

　涙でべしょべしょの顔が痛々しい。馬乗りになった小こ紫むらさきもまた、釣られて涙目になる。

　雷らい真しんはそのままの体勢で周囲を一いち瞥べつした。

　レガシー隊の魔術師のうち、まだ意識のある者たちが、刺すような視線を向けている。一触即発──と言うには、あまりにもあちらが不利だ。もはや人形はまともに機能せず、彼らが何かする前に、雷真はエドマンドを殺してしまえる。

　誰だれがどう見ても、雷真の勝ちだ。雷真は柄を握にぎる手に力をかけて、

「おい、バカ王」

　首を落とす代わりに、そっと訊きいた。

「あんたはなぜ、帝王になりたいんだ？」

　エドマンドが目を見張る。それを正面から問うた者は、雷真が初めてだったのかも知れない。狂気だ、野心だ、で片付けず、純粋に動機を知りたいと思った者は。

　しかし、答えるつもりはないらしい。エドマンドは薄笑いを浮かべただけだ。

　雷真はエドマンドの懐ふところに手を入れ、彼の首飾りを引っ張り出した。

「俺おれが思うに、このオブシダンが知ってるんじゃねえかな？」

「……さあな」

「言えよ。あんたは誰のために、ずっと喪服を着てるんだ？」

　王が息をのむ。しかし、やはり本心は見せない。

　エドマンドは人を食ったような笑みを見せ、お決まりの返事をした。

「おまえが俺のものになるなら、教えてやるよ」

「それが納得のいく理由なら、あんたの手下になるのも考える」

「────！」

　さすがに想定外だったらしい。呆あつ気けに取られたように雷真を見る。その視線を、雷真は目をそらさずに受け止めた。

　身を切るような寒さの中、エドマンドのこめかみに、うっすら汗がにじむ。

　雷真の譲歩に賭ける気になったのか──あるいはもう、世界が終わると思ったからか。決して語るまいと思っていただろうことを、エドマンドは口にした。

「……ライシン。おまえには、この世界がどう見える？」

　低い声で問う。端整な顔からは笑みが消え、双そう眸ぼうは彼方かなたをにらんでいた。

「この世界がどんなにクソかってことを、俺は知ってる。そしてそれは、どんどんクソな方へ向かってるんだ。民主主義とかいう、人類史上最低最悪の詐欺のせいでな」

「……詐欺ってのは、言いすぎだろ」

「そうかな？　あんなものは愚者の幻想、そもそもが誤解に基づいているのさ」

「誤解？　どんな？」

「人間が十分に賢く、十分に公正で、隣人愛にあふれているという誤解だ」

　王は何を言い出したのだろう？　ただの妄言か、それとも一面の真理だろうか？

　雷らい真しんは余計な口を挟まず、黙って先をうながした。

　エドマンドは感情を殺したような声で、静かに続けた。

「人間ってのは間抜けな獣だ。てめえ勝手で、怠惰で、そのくせ自分を利口だと思ってる。それでも好きにやらせておけば、見えざる神の手がバランスを取るとほざいた奴やつもいる。だが、そのバランスってのが何のことか、おまえは知っているか？」

「命……かな」

「そうとも。実際に死ぬ奴が大勢いて、苦しむ連中が多数派になったとき、初めて世界は反転する。それが反動だ。反動は逆の振れ幅を生み、ときには革命を引き起こし──お次は何だ？　また逆に振れるんだろ？　一体いつ均衡が取れる？」

　エドマンドは鼻で笑って、大げさなため息をついた。

「馬鹿の意見で政治をやろうってのが間違いなのさ。そんなことをやっているから無駄な戦いくさが起きる。そうして誰だれが困るかと言えば、その馬鹿な民衆なんだ」

「……それならそれでいいだろ。自分たちで決めたことなら、決めた奴らにも不満はない。馬鹿な王さまに馬鹿をやらされるより、よっぽどましだ」

「笑わせる。馬鹿どもが政治に不満を言わなかったためしがあるかよ」

「────」

「『それならそれでいい』とはおまえらしくもない。……まあ、おまえはそれでもいいさ。誰にも責められやしない。だが、俺おれは王家に生まれたんだ」

　抜き身の真剣のような眼光。エドマンドは雷真を見み据すえ、確かな声で言った。

「国を護まもれなくて何が王だ。少なくとも俺の国では、俺は民を等しく護る」

　その『護る』という言葉は、雷真には受け入れられなかった。

　さんざん他人を切り捨ててきた男だ。邪魔者を。歯向かう者を。運に見放された者を、彼は目的のために躊ちゆう躇ちよなく切り捨ててきた。

　だが、少なくともエドマンドの中では、それは大義ある行動であり──

　大義のための犠牲ならば、躊躇しない覚悟があった……ということだ。

「馬鹿どもに国を任せることこそ、悪だ。俺の国では、そんな不正は許さない」

「……馬鹿かどうかを、誰が決める？」

「帝お王れが決めるさ。なぜなら、俺が正しいからだ」

　その瞬間、雷真はエドマンドを理解できた気がした。

　俺が正しい──彼が言い続けたそれは、傲慢さゆえの言葉だと思っていた。

　だが、違う。そうあらねばならないと、彼は自らを規定している。

　帝王は正しくなければならない。そうでなければ、民は惑い、国は乱れる。

　帝王が正しさを保証し、担保し、その責任を持つ──これはその宣言だ。

　今初めて、この敵の脅威を本当の意味で理解した。エドマンドを否ひ定ていし、神性機巧マシンドールを手にしようと思うなら、この覚悟を否定しなければならない。

「……大した覚悟だよ、王さま。だが、俺おれが知りたいのはそれじゃない」

　雷らい真しんは王の瞳をにらみ返し、踏み込んで言った。

「あんたにその決断をさせたのが、誰だれなのかってことだ」

　王は目を伏せ、息を吸い、吐いた。

　再びまぶたを上げ、漆黒の双そう眸ぼうに雷真を映したとき、その輝きに雷真は見み惚とれた。

　それは、夜の湖のように深く、穏やかで、哀かなしい瞳だった。

「おまえにはいるか、ライシン。生まれも、育ちも、立場も、身分も、肌の色も違う──それでも同じ理想を追える、そんな奴やつが」

「……大勢いるさ」

「羨うらやましい話だ」

　エドマンドは皮肉げに唇をゆがめ、それから、試すような視線をくれた。

「俺がそいつらを皆殺しにしたら、おまえはどうする？」

「……そりゃ」

　復ふく讐しゆうする。決まっている。同じ理屈で、雷真はこの英国に渡ってきた。

　あんただってそうするはずだ──と言いかけて、雷真は愕がく然ぜんとした。

　いや、違う。そうだが、違う。

　エドマンドは確かに復讐するだろう。だが、それで満足はしない。彼の行動はむしろ、そこから始まる。その先へ、はるかな未さ来きへ続いていくのだ。

　雷真はただ仇きゆう敵てきを討うとうとした。それくらいしか考えられなかった。

　だが、エドマンドは──

　もっと大きなものに、戦いを挑んだのではないか？

　この世界そのものを、正そうとしたのでは？

「……首を獲とる気がないなら、もう行けよ。俺は問答に飽きた」

　うるさそうに手を振って、王は挑発的に雷真を見下ろした。

「言っておくが、俺はあきらめたわけじゃない。おまえがしくじって、俺の手番が回ってくると信じてるのさ。最後には俺の手に神性機巧が渡るとな」

「……それは無理だ。あれは俺が手に入れる」

　言い返され、エドマンドは面白がるような眼をした。

「言い切ったな？　俺もおまえも条件は同じはずだ。なぜそう言える？」

「同じじゃねえさ。なぜなら」

　くすりと笑って、雷らい真しんはその言葉にした。

「俺おれが正しいから」

　ぴくり、とエドマンドの肩が跳ねた。

「……傲慢だな」

「なってやるさ、傲慢にも。それが唯一、俺にしてやれることなら」

「……わかっているんだろ。おまえは私情で動いている」

「そうさ。自分てめえの身勝手で世界を回す。それが帝王なんだよな？」

　王の雷真を見る目が変わった。

　興味の対象を見るのでも、使える駒を見るのでもない。

　ただ憐あわれな同類を見るような目で雷真を見た。

「玉座にあるべき予見の王は……おまえだと？」

「あんたは立派すぎるんだ、王さま。あんたは本当の馬鹿じゃない」

「はっ……やっぱ最高だな、おまえは」

　エドマンドは肩を揺すって笑い出した。

「──面白い」

　さっと手を挙げ、部下を下がらせる。エドマンドは自信たっぷりに、

「見届けてやる。神性機巧マシンドールをものにできると言うのなら、やって見せろ」

「あんたに言われる筋合いはねえ。ここで指をくわえて見てるがいいさ」

「どうやって天に上がる？　瘴しよう気きを突き抜けて飛ぶ手段が、お前にあるのか？」

「あるさ。それがあんたと俺の違いだ。あんたが失なくしたものを、俺はまだ持ってる」

　背後を見やる。地面が吹き飛び、下から大きな影が飛び出してきた。

　重要機巧保管施設ロッカーの手前、石畳の前庭を崩して、鯨のようなシルエットが浮かび上がる。それは船──天を翔かける機巧の船だ。

　雷真は小こ紫むらさきの手を握にぎり、そちらに向かって跳躍した。

　雷真が今も持っていて、エドマンドが失くしてしまったもの──それは決して支配関係ではなく、利害関係でもない、もっと複雑で有機的な結びつき。




　そう──雷真じぶんにはまだ、『仲間がいる』のだ。
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　飛び去るシグムントを見送って、ロキは魔力を全開にした。

　綺き羅らが呼び出す式神を、片っ端からジブリールで焼き尽くす。ひと足速く通路に入った鬼たちは、シャルの迎撃を受けたようだ。激しい光こう芒ぼうが穴からあふれ、鬼の巨体がこちらに弾はじき出されてくる。

　綺羅はため息をつき、逃げ去ったシャルではなく、ロキの方へ目を向けた。

「大した退ひき際ぎわや……。うちの孫にも見習わせたいわ」

「あんたは見習わなくていいのか？」

「ふふ……逃げなあかんのはそちらさんですやろ？」

　綺羅が片手で印を結ぶ。途端に鬼どもが反応し、ロキに殺到した。

　ロキはジブリールに命じ、剣の結界を構築させる。高速で動く刃が光の尾を曳ひき、空気を焦がして鬼を阻はばむ。鬼の体表が灼やかれ、瘴しよう気きの煙幕が生じた。

　瘴気の装甲が傷つく。しかし、貫通はできない。壁に当たった泥玉のように、刃が次々につぶれていく。ロキは舌打ちした。

（ふざけた硬度だ……！　あちらの護まもりも、既すでに〈結界〉の域か……！）

　まして、鬼はすぐさま回復する。その上、一体きりの存在ではない。

　つぶれた刃の間隙を縫い、鬼の一体が突っ込んでくる。認識が追いつかない速さだったが、ロキの感覚は天眼を超え、既に心眼に踏み込んでいる。

　把握はできる。しかし、かわせるかどうかは別問題だ。

　ロキが向き直るより速く、鬼がこぶしを繰り出している。魔防を貫つらぬく鬼の鉄拳を、受け止める選択肢はない。ジブリールで気流を操り、こぶしの軌道を風圧でそらした。

　それで、攻撃はかわせた。その代わり、衝撃波が飛行船の舷げん側そくを割った。船体に亀裂が走り、ロキはひやりとする。

（こいつを破壊されては、ここにきた意味がない……！）

　これは瘴気の魔術抵抗を打ち破り、天空の闘技場に達するための足。雷らい真しんが神性機巧マシンドールと対たい峙じするために必要なものだ。

　日ひの輪わの救出が成れば、いざなぎ流の転移術で代用できる……かも知れない。だが、その場合でも、綺羅をどうにかしないことには話にならない。

「よそ見はあきまへんな」

「────!?」

　真後ろ。至近距離から声がした。そして──

「食うてやり、土つち蜘ぐ蛛も！」

　転移と同時に召喚完了。瘴しよう気きの蜘蛛が糸を放ち、ロキの手足をからめ取った。そのまま逆さ吊づりにされ、無防備になったところへ、鬼どもが八方から迫る。

　本能的に魔力を燃やし、握にぎりしめたままのブレードに注ぎ込む。

　ケルビムが残してくれた鉄のだんびら。蜘蛛の糸を焼き切り、ロキを自由にしてくれる。そのまま〈風の剣舞シルエイテイ〉で己を飛ばし、鬼どもの中心から逃のがれ出た。

　鬼が標的を見失い、仲間同士で激突する。衝撃波が上下方向に伸び、床と天井に放射状のヒビが走った。退避していなければ、バラバラにされていた。

　冷や汗をかきながら、ロキは二人の相棒に感謝する。しかしもちろん、気を抜いていいタイミングではない。既すでに足もとの床が黒ずみ、プスプスと音を立てていた。

　こちらの熱風操作ジエツトで焦げた……のではない。式神が床に潜っている！

「爆はぜ、極楽蝶ちよう」

　綺き羅らの命を受け、床が大爆発を起こす。

　床石が砕け、破片が散る。あたかも暴発した散弾銃。石塊に激突されてジブリールの腕が折れ、破片のひとつがロキのわき腹をえぐり、決して浅くない傷をつけた。

　内臓がはみ出すほどではないが──放ほうっておけば失血死だ。ロキは念動を包帯代わりにして、血管を強引に押さえつけた。

　鬼たちが間髪入れずに襲ってきて、息をつく暇も与えてくれない。ロキは手負いのまま、綱渡りのような回避と防御を余儀なくされた。

　風の剣舞と熱風操作ジエツトを駆使し、鬼の鉄拳をそらし、あるいは己を動かして凌しのぐ。寸分の狂いも許されない魔力操作で、途方もない負荷が脳にかかった。

　意識が揺らぐ。気力で立て直す。わずかでも朦もう朧ろうとすれば、その瞬間に死ぬ！

　限界まで集中していたつもりだったが、その瞬間は、思いのほか早く訪れた。

（鬼が……足りない？）

　見失ったのだと理解した瞬間、強烈な妖気を頭上に感じた。

　巨体が目前に迫っている。天井を蹴けって降ってきたらしい。鬼はその丸太のような腕で、ロキの頭蓋をたやすく裂くであろう、鉤かぎ爪づめの一撃を繰り出した。

　やられる、という直感は、実質的に事実の描写だった。しかし──

「…………？」

　時間が静止したのだろうかと思う。鬼の爪は頭皮に触れているのに、頭蓋骨を砕かれる痛みがやってこない。

　その代わりに、鬼の指を通して、震えのようなものが伝わってきた。

　ロキの頭を握にぎる鬼の顔は、苦く悶もんしているように見えた。

　どうやら躊ちゆう躇ちよしている。それが何を意味するか、ロキは直感した。

「姉貴……か？」

　綺き羅らが素早く手首を返し、鬼を後方へ退さがらせる。それから、悪戯いたずらを見とがめられた子どものように、へらりと笑った。

　激情が脳髄を焼き、ロキの視界が赤く染まった。

　魔女め、と叫んで唾棄したかった。

　あの怪物の体内で、姉が苦しめられている。依より代しろとして、魔力の供給源として、モノのように扱われている。それがわかっていながら、どうしてやることもできない。

　再び鬼どもが襲ってくる。負傷したロキには、先刻までのような神業は無理だ。ましてフレイに気を取られ、集中が乱れている。

　対処が間に合わず、鉄拳がジブリールを直撃。ばきりと嫌な音を立てながら、護まもりの要は壁まで吹っ飛んでいく。

　そうしてがら空きになったロキに、鬼はそのまま体当たりをかました。

　魔力の壁に護られてなお、鬼の一撃は芯まで響いた。骨格が軋きしみを上げ、筋繊維が裂ける。衝撃は皮膚を裂き、オレンジを握りつぶしたように血が飛んだ。

　意識が薄らぐ。一秒が一〇秒に引き伸ばされるような感覚の中、鬼の拳が近づいてくる。それをなす術すべもなく眺めながら、ロキは思った。

　──死にたくない。

　自分でも、らしくないと思う。そんなふうに命を惜しむなど。だが、どうしても、ここで死にたくない。姉をこのままにして逝いくことなど、できない。

　助けが欲しい。信じられる仲間の手が、今欲しい──！

　我ながら都合のいい願いだ。さんざん孤高を気取っておいて、今さら他人をあてにする。だが、あるいはその素直さゆえに、この祈りは効力を生んだ。

　鬼の鉄拳がロキを砕く前に、青白い光が視界を満たした。

　きらめく閃せん光こう。気がついたときには、ロキは別の位置に立っている。

　血まみれの肌を電気の火花が走る。同じ現象は過去にも体験していた。雷化しての高速移動──ロキにはまだ使いこなせない、〈雷霆神器アンダルギア〉の高度な運用方法だ。

「どうやら、無理を言って出で張ばった甲か斐いはあったね」

　ロキに肩を貸したまま、彼は穏やかに言った。

「早速、君の役に立てた。傷は痛むかい、ロキ？」

「……この魔術で救われるのは二度目だな、アスラ」

　ロキは苦笑して、『信じられる仲間』を見上げた。

　雷化の魔術を解除して、アスラは黒い瞳でロキを見下ろす。

「自動人形オートマトンを勝手に借りて、すまない。断りを入れている余裕がなくてね」

「おかげで命を拾った。模造品の回路でよかったと思う日がくるとはな……」

　半壊したジブリールのボディに、まだ雷電の残ざん滓しが漂っている。回路の再装そう塡てんは不十分なようで、接触不良の火花が散っていた。

　それでも、アスラはジブリールの制御を奪い、雷霆神器アンダルギアの魔術回路に切り替え、二人の魔術師を雷化して見せた。ほんの数回ロキの戦いを見ただけで、ジブリールの機構を把握したということだ。

　雷らい真しんとはまた違う意味で、驚異的な才能だ。序列第二位、マグナスに次ぐ実力者という触れ込みは、決して誇張ではない。

　新手の予期せぬ登場を見て、綺き羅らは一いつ旦たん、鬼を退ひかせた。

　慎重に品定めする。その判断は正しいが、状況はもう綺羅の想像を上回っている。

　壁を貫つらぬき、巨大な槍やりのようなものが飛んできた。貫くと言っても、破壊して破ったのではなく、石の壁が自ら動き、射線を通したように見えた。

　当然、速い。鋭利な金属塊が綺羅と鬼を巻き込み、対面の壁に激突する。

　それは東洋の龍りゆうを思わせる、大蛇の姿の自動人形だった。

　その人形を、ロキは知っている。

「ヨルムンガンド……！」

　大口を開けるように石壁が動き、二人の少女をこちらに吐き出す。石壁を動かしたのは精霊術ジン・マスタリーで、それを用いた人間も、やはり知った顔だった。

「あんたか、オルガ……それに」

　綺羅を弾はじき飛とばした大蛇の頭上、優雅に横座りした少女を見上げる。

「帰国したんじゃなかったのか、女帝？」

「ロンドンからとんぼ返りですの。まったくこの機巧都市ときたら、よっぽどわたくしを帰国させたくないようですわね」

　口では不満を言いながら、その表情は生き生きとしている。魔女を奇き襲しゆうしたと言うのに、臆すどころか目を輝かせていた。その豪胆さに、ロキはあきれる。

「……相変わらずの戦闘狂だな、〈女帝〉ソーネチカ」

　その性向が今、心強い。

「女帝はともかく、オルガは病み上がりだろう？　やれるのか？」

「私も寝ていたかったよ。だが、アスラはまだ自由行動を認められていない、私が監視しなくてはいけないのさ」

「という建前で大暴れしたいだけだよ、彼女も女帝の同類だ」

　アスラがしれっとした顔で言う。ロキは笑いたくなった。

　ソーネチカもオルガも万全の状態ではない。ソーネチカは灰はい薔ば薇らに命を狙われた直後で、オルガは金きん薔ば薇らの腐毒から回復しきってはいない。

　それでも、彼女たちはきてくれた。そしてそれは、この三人だけではない。

　天井越しに地響きが聞こえる。──地上の戦闘音だ。

　大勢の魔術師が瘴しよう気きの魔物をなぎ払っている。都市部ではなく、学院の敷地内が、もう戦闘状態に入っていた。

　ロキの視線を受け、オルガがうなずく。

「そうだ、剣帝。味方がここまできている。私のダーリンもな」

　学生たちが一いつ気き呵か成せいに攻めのぼり、学院になだれ込んだらしい。

「やーれやれ。無邪気がすぎますなァ、学生さんは」

　奥の瓦が礫れきが崩れ、下から綺き羅らが這はい出だしてくる。ぴんぴんしているところをアピールしたかったようだが、苦虫を嚙かんだような表情を見て、ロキの胸に希望がともった。

　魔女が『面倒に思う』程度には、形勢は戻っているということだ。

　この機を逃のがしては、幸運の女神に嫌われる。ロキは急いで仲間たちに言った。

「あの鬼オーガを仕留める手段がある。乗る気はないか？」

　ソーネチカとオルガは怪け訝げんそうにしたが、アスラは楽しげに笑って言った。

「君の考えが僕にはわかる。僕を見た途端に思いついたんだろう？」

「そうだ。正直、オレには荷が重い。慣れている奴やつでなければ」

「君と僕が力を合わせる──として、魔活性が干渉しない保証はないが」

「できるさ。合わせてみせる。あんたとなら、それができる」

　そう、できる。つい先刻、それが確信できた。

　アスラにはそれだけの力がある。自ロ分キが合わせられるなら──

「二人とも、お待ちなさい！　何をするつもりですの？」

「いや、彼らに任せよう」

　ソーネチカの言をさえぎり、オルガは即断した。

「私たちで隙をつくる。業腹だろうが、協力してくれ、ソーネチカ」

「業腹ですって？　ふふっ、わたくし今、まずまずご機嫌でしてよ」

　艶やかな髪を肩で払い、ソーネチカは艶然と笑った。

「悪くないものですわ。貴女あなたに頼られるというのは！」

　二人の少女の魔力が燃える。オルガの精霊術ジン・マスタリーが発動し、強烈な光が室内を埋めた。

　光の精──薄暗がりの中に突如としてあふれた光は、予想外の効き目をもたらした。鬼たちが顔をかばい、身動きを止める。なまじ鋭敏な感覚を持つがゆえに、あるいは瘴気の闇に棲すむ存在であるがゆえ、度を越した閃せん光こうを受けつけない。

　目くらましの中、ソーネチカが魔術回路を起動。因果性置換テオレインによって大蛇が縮み、再び伸長する。伸長速度は通常の物理現象の枠には収まらず、威力も高ければ反応も難しい。最初の奇き襲しゆうと同様に、鬼たちは大した防御もできず、まともに食らうこととなった。進路上の鬼たちがボーリングのピンのようになぎ倒される。

　そのときには、雷霆神器アンダルギアがロキを稲妻に換え、敵陣目がけて撃ち出している。

　狙いは綺き羅らのとなり、フレイを宿主とする個体だ。

　──これは一種の賭けだ。衝突の際、魔活性不協和で雷化が解除されれば、激突の衝撃でロキはぺしゃんこになる。

　だが、瘴しよう気きの装甲とて絶対の防御ではない。魔活性の不協和はあちらにも影響を与える。雷電が命中した瞬間、瘴気の装甲が消し飛び、狙い通り内部が露出した。

　その刹せつ那なに、ロキは雷の両腕を伸ばし、鬼の〈中身〉に触れる。

　再びアスラが魔術を使い、雷化したロキを加速させる。稲妻は鬼を突き抜け、壁をぶち破る手前で止まった。

　稲妻の速度を考えれば、すべてが一瞬の、文字通り『刹那』の出来事だ。閃せん光こうが消え、視力が戻ってみると、ロキは元通りのうす暗い地下室に立っていた。

　薄暗く、肌寒く、瓦が礫れきに埋め尽くされ、瘴気の臭においが立ち込める、陰鬱な空間。

　だが、なぜだろう。その灰色の世界が、華やかに色づいて見えるのは。

「う……」

　ロキの腕の中で、あたたかな物体が小さな声を出す。

　瘴気に焼かれた肌は荒れ、火傷やけどを負ったようにも、泥を浴びたようにも見える。

　ひどい有様だ。しかし──生きている。

　拍動は弱々しい。しかし──生きている。

　地が割れて泉が湧くように、ロキの胸を熱い感情が満たした。

　姉が生きている。それだけのことで、力がわいてくる。途方もなく！

　中身を抜き取られ、胴体をくり抜かれた鬼が、泥人形のように崩れ、消えた。

　学生に術を破られ、綺羅が驚きの声を出す。

「あほな……！　黄泉よもつ風かぜの憑ひよう依いを……解きよった……!?」

　事実、簡単ではなかった。術を破るには瘴気を〈祓はらう〉しかないが、表面を強固な瘴気の装甲に覆われている上、瘴気はフレイの体に根を張っている。

　瘴気を取り除く手段はない。だから、フレイを雷化に巻き込んだ。

　雷化と憑依の魔活性が不協和し──結果的にフレイの肉体のみが雷となり、ロキと一緒に鬼の体外へ飛び出した。

　一歩間違えばフレイは黒焦げだったし、ロキは衝突死していた。その高度な、到底実践できるとは思えないことを、ロキとアスラはやってのけたのだ。

　以前なら、姉の命を他人に預けるような真ま似ねはしなかった。だが今、友を信じた結果がこれだ。そうさせてくれたのは、ここにはいないあいつであり──

　ロキの腕の中で、フレイがぼんやり顔を上げた。

「う……ロキ……？」

「何も言うな」

　泣いてしまいそうだ。今、余計なことを言われては。

　だが、姉は言った。瘴しよう気きに焼かれた顔で、すまなそうに。

「ごめんね……私また、ロキの足を引っ張って……」

「……あんたは本当に、オレの想像を超えたバカだな」

「うっ……」

「足を引っ張っている？　バカを言え。あんたが生きて、ここにいる。それだけで」

　フレイを抱く腕に力がこもる。怒りとはほど遠い、別の熱い感情で。

「オレにはもう、敵はない」

「────」

「もはや誰だれにも、負ける気がしない」

　それは、決して出まかせではなかった。

　左右から叩たたきつけられる鬼の鉄拳を、魔防がそらす。それた拳は互いの後続に命中し、衝撃波を生んだ。巻き上がる乱気流の中、ロキは風の流れに身を委ね、殺到する黒くろ揚あげ羽はの群れを紙一重でかわす。












　当たらない。かすりもしない。研ぎ澄まされた心眼が、鬼と式神の動きを精確に見抜く。引き上げられた集中力が、極めて精密な魔力制御を可能にする。

　このとき確かに、ロキの技量は〈魔王ワイズマン〉の域に達していた。

　フレイを抱いたまま、魔力を放って強制支配フオース。式神の制御を奪い、蝶ちようを鬼に叩たたきつけ、大爆発を引き起こす。天井が崩れ、上の学生たちから悲鳴があがった。

　爆発で鬼の装甲がはがれ、内部が露出した瞬間、アスラに〈念〉で呼びかける。

　友は呼びかけに応え、再びロキとフレイを雷に換えた。

　雷電が走る。鬼を突き抜けて実体化したロキは、フレイのほかにもう一人、別の人物を引き出していた。人の良さそうな壮年の教授──サンジェルマンだ。

「……どうやら、手間をかけてしまったようだね？」

　サンジェルマンが決まりが悪そうに微笑ほほえむ。魔力の大半を吸われたようで、疲労の色が濃い。しかし、命に別状はないようだ。

　サンジェルマンの無事を知り、学生たちの士気が一挙に上がった。

「やりやがったぞ、剣帝が！」

「オーガの対処法を見つけたんだ！」

「援護しろ！　あいつを主軸にするんだ！」

　危険を顧みず、学生たちが地下へ飛び込んでくる。意外なほど組織だった動きで、火球や石弾など攻撃魔術で鬼たちを挑発し、ロキの前面へと誘導を始めた。

　もともと指揮に長たけたアスラは、彼らの意図を即座に汲くんで、みたびロキを雷化した。ロキもまた仲間の意志を裏切らず、三体目の鬼から依より代しろを抜き取る。

「ちぃっ──小こ癪しやくや！」

　綺き羅らが呪符をばら撒まき、新たな式神を呼び出した。技の冴さえは健在だが、召喚に符を要したこと、鬼ではなく式神を頼ったことで、魔力を減じているのがわかる。

　その事実が、ますます若者たちを勢いづかせた。

　雷電が空間を裂くたびに鬼が消え、代わりにこちらの戦力が増えていく。穢え土どがあれば新たに鬼を造れただろうが、既すでに瘴しよう気きの結界は破壊されている。ほどなくして、あれほど脅威だった鬼が、ただの一体もなくなった。

「兵隊どもは片付いた！　残るは本丸だけだ！」

　オルガが力強く叫ぶ。数十人からの魔術師を前に、綺羅はふてぶてしく笑った。

「ふん……わてを追い詰めたつもりや」

　まだ戦意がある。ロキは仲間たちを護まもるべく、綺羅の前に踏み出した。

「オレはそのつもりだが、既に勝ち負けを言っている場合じゃない」

「はぁ？　ほな、どういう場合や？」

　返事の代わりに、ロキはあごをしゃくって天を示す。崩れた天井のさらに上から、畏怖を誘う死の気配が伝わってくる。

　思い出したように、学生たちに怯おびえが走った。ロキの背筋も粟あわ立だっているし、腕の中の姉も震えている。だから当然、綺き羅らも感じているはずなのだ。

　神性機巧マシンドールの恐怖──人類史がここで終わるかも知れないという現実を。

「オレたちはあれを止める。さもなければ、人間の時代が終わる」

「ふん……そうそう好きにはさせまへんえ」

「どっちをだ？」

　綺羅は答えず、ただ意味深な笑みを残して消えた。

　──いつの間にか、転移の式神を呼び出していたらしい。あまりに鮮やかな消えっぷりに、学生たちはむしろ警戒し、身構えてしまう。

　待つこと数秒。再出現の気配がないのを確かめて、ロキはフレイを地面に下ろした。

「う……ロキ……大丈夫？」

「ああ。あんたよりは、だいぶな」

　自分の声とは思えないほど、自然で優しい声だった。

　裂かれた腹が痛み、疲労がのしかかってくる。だが、休んでいる暇はないのだ。ロキはフレイをアスラに預け、すっかり煤すすけた飛行船に飛び乗った。

「アスラ、姉貴を頼む。拠点まで後退し、教授たちの〈儀式〉を守ってくれ」

「任されよう。君は……行くんだな」

「ああ、待ってる奴やつがいる。遅刻して笑われたくはない」

　アスラと二人、笑みを交わす。不安げなフレイを一いち瞥べつし、ハーフマントをひるがえして、ロキは心の中でつぶやいた。

　大人しく皆と待っていろ。オレは必ず戻るから──
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　二つの太刀筋が交差し、その中心から大気が裂けた。

　水しぶきのような金属片とともに、青白い気流が飛ぶ。単に金属同士が衝突したのとは違う、理不尽な風圧で火花が飛び散り、光が激しく乱舞した。

　グリゼルダと雲うん雀じやく、二人の達人の剣けん戟げきが続いている。

　不可視の斬撃を同じく不可視の斬撃が弾はじく。石畳に無数の亀裂が走り、足場はたちまち、砕けた石英のように薄っぺらの破片になった。

　互いに怪物だ。動きは常人のそれではなく、感覚もまた人間の域を超越している。それは大した見世物だったが、惜しむらくは観客がただの一人もいない。

　ふと、グリゼルダの胸に可お笑かしさが込み上げた。これほどの敵と斬り合えるなど、一生に数度あるかないかだ。あちらも同じ気持ちだったのか、雲うん雀じやくの唇がゆるみ、さらに気迫がみなぎった。

　落雷のごとき斬撃が落ちてくる。魔ま靭じんの刃は本来、完全統制振動フラガラツハの防御さえ断ち切る。が、グリゼルダは絶妙のタイミングで盾をすべらせ、敵の刃を逃がした。

　相手が横っ腹をさらす。そこへお返しの一撃を叩たたき込こんだ──つもりだったが、雲雀は盾を蹴けって宙へと逃げ、退避しつつカウンターの魔靭を放った。

　今度はグリゼルダが見切る。同じく魔靭をぶつけ、真正面から相殺した。

　爆薬の炸さく裂れつに匹敵する衝撃波が生まれ、くすぶっていた瘴しよう気きが吹き飛び、一瞬、二人の姿が淡い月光に浮かび上がった。

　時の流れが遅くなり、すべてが美しく、幻想的に思えた。

　着地した両者は間髪入れずに突っ込む。倍の速度で相手が近付き、同時に刃をふるい、示し合ったかのように鍔つばでせり合った。

　力が拮きつ抗こうし、あれほど速かった両者の動きが止まる。

　下手に退さがれば、その瞬間に踏み込まれ、斬り捨てられる。と言って無理に押し込めば、その瞬間に退ひかれ、泳いだところをやはり斬られる。

　幾度となく味わった状況だ。全神経を研ぎ澄まし、互いに互いの呼吸を探る。一見は穏やかな、実際には壮絶な読み合いの中で、グリゼルダは笑って言った。

「何度やっても同じ感想しか浮かばんな──『この化け物め』」

「何度目の言葉かわかりませんが──『それはお互いさまでしょう？』」

「ふふ……不愉快だが、そうらしい」

「おや。私は今、実に愉快な気分ですよ」

　刃の冷たさを瞳に映し、雲雀は酷薄な笑みを浮かべる。

「これほどの強つわ者ものとの斬り合いも。その果てに待つ死も。とても甘美だ」

「ふん……貴様はもう人間ではないな」

　剣に魅せられた者に特有の、殺さつ戮りく者の眼をしている。どこの戦場にも、幾人かこういう者がいた。目的のために戦うのではなく、戦いそのものを望んでいる者たち──

「貴様は何だ？　悪魔の子か？」

「……かも知れません。私はたぶん人間らしい心をどこかに置き忘れてきたんです。そうでなければ、笑って人を斬ることなど、できませんからね」

「……一理あるな」

　グリゼルダに自じ嘲ちようが浮かぶ。きっと自分も、この敵と同じだ。

　流血を望んだことはない。だが、力に惹ひかれる気持ちはあった。

　学院のような場所に身を置けば──そして他者より優秀ならば──己の価値を証し立てたいと願うのは自然なことだ。

　勝利への渇望。優越という快楽。屈服させる喜びは、確かに麻薬だ。それを貪ることで、いつしか魔王ワイズマンの玉座を手に入れた……と、そんな言い方もできる。

「戦乱の時代には、ごろごろいたんでしょう。私くらいの剣士は」

　唐突な雲うん雀じやくの言葉に、グリゼルダは眉をひそめた。こいつは何を言い出した？

　油断なく剣を合わせながら、知識を掘り返す。雷らい真しんの生まれた国でも、群雄割拠の戦国時代があった。火砲が主役になる以前、戦場の主役は刀剣だったはずだ。

　鍔つばで競り合いながら、雲雀は淡々と語る。

「魔術師とはまったく違うやり方で、同じ真理に達した戦士たちです。その技がなぜ徳川三百年で廃すたれてしまったか、今になってわかる気がします」

「〈学問〉にできなかったからだろう？」

　魔術のように体系化できなかった。西洋にあっても、過去の大魔術師たちは、己が見み出いだした奥義を公開せず、それゆえ廃れた側面はある。

　雲雀はかすかに唇をゆるめ、首を左右に振った。

「それもあるでしょう。ですが、もっと決定的なものが足りなかったんです」

「〈死〉──か」

　我が意を得たり、とばかりに、雲雀の眼が妖しい光を宿した。

「そう、太平の世にはそれがない。人を超える力は死中にて開花するもの。雷真に必要なものは死線でした。彼が死神に身をさらし、平気で私を殺せるようになったとき、彼の力は私を超える──思った通りになりましたね」












　嬉うれしそうに笑う。その笑顔を見て、グリゼルダにひとつの確信が芽生えた。

　先刻、グリゼルダは雷らい真しんに言った。この男はもう剣でしか止まれない、と。

　それは一面では真実だが、まだ言葉が足りていなかった。

　止まれないだけではない。この男は『止めてもらうこと』を望んでいたのだ。

「……あいにくだな、サムライ。貴様の望みは叶かなわんよ」

「私の、望み……？　何です？」

「バカ弟子を追うのは不可能だ。あいつは己の為なすべきことを為す。弟子の花道を邪魔はさせん。何より、戦場で泣きを入れるような男に私は倒せん！」

　瞬間的に半歩、踏み込む。完全統制振動フラガラツハではなく、初歩的な剛体のスキルだが、人体という迷宮を知り尽くした魔王ワイズマンのそれは、達人の心眼を見事に出し抜いた。

　と同時に、雲うん雀じやくの体内に魔力の糸を伸ばしている。

　あちらにとって、鍔つば迫ぜり合あいは決定的な悪手だった。接触しているに等しい間合いでは、グリゼルダの卓越した魔力制御に対応できない。

　雲雀の魔力循環系マギ・サーキユレートリが乱れ、筋力が殺そがれる。そうして、さしたる抵抗もできぬままに、雲雀はグリゼルダの踏み込みを許した。

　足場が砕け、砂さ礫れきが跳ね返り、反動が雲雀の体を浮かせる。魔術師でない雲雀に、虚こ空くうを泳ぐ術すべはない。対するグリゼルダには、完全統制振動フラガラツハの自動人形オートマトンがある。

　互いに宙を舞いながら、グリゼルダはディガンマを振りかぶり、

「スティグマ！」

　雲雀の背後、もう一体の機械天使に呼びかけた。

　残り少ないスカート状の装甲が切り離され、雲雀を襲う。手首、足首、腕に足──刃は精確に雲雀の腱けんを裂き、一瞬で無力化した。

　死闘の決着はいつも、意外なほどにあっけない。

　衝撃で体たいの泳いだ雲雀に、本命のディガンマを叩たたきつける。

　雲雀はかろうじて軍刀で受けたが、軍刀はあっけなくへし折られ、その衝撃のままに、雲雀は後方へ吹っ飛ばされた。

　瓦が礫れきとともに石畳に打ちつけられ、動かなくなる。──いや、動けないのだ。腱を断たれてしまっては、剣鬼と言えど戦いようがない。

　壊れた人形のように、雲雀は血だまりへ沈む。

「ありゃ……私の敗まけですか」

　他ひ人と事ごとのように飄ひよう々ひようと、雲雀は半笑いで言った。

「さすがは魔王さまですね。あの体勢から押し切りますか」

「……驚くことなど何もない。魔術師同士でもよくあることさ。手の内が暴かれた者は、たやすく負ける。貴様は私と戦い過ぎた」

　雲うん雀じやくの技は刀を極めた先にある。魔術に長じたグリゼルダと比べれば、戦術の幅は狭い。戦えば戦うほど、グリゼルダが有利になる。

　無論、単純にネタが割れただけで崩れるほど、雲雀の技は安くなかった。グリゼルダが勝てたのは、多分に、もうひとつの理由によるものだ。

　口にするのは癪しやくだったが、認めないのも癪なので、グリゼルダは言った。

「軟弱者め。最後の最後で、貴様の踏み込みは甘かった」

「……私は本気でしたよ。人生で一番、本気でした」

「だが、貴様は斬られたがっていた」

　そっと、己の腹を撫なでる。

　裂けたブラウスの下、血がかさぶたになっている。ここを斬られたあのとき、もし雲雀の踏み込みがほんの刹せつ那な速ければ、完全統制振動フラガラツハは間に合わなかった。

「私と戦いながら、貴様には雑念が入っていた。貴様はいつも私ではなく、その先にいるあいつのことを見ていたのだ」

「まさか。そんな余裕は──」

「雷真あいつに斬られること。それが貴様の『望み』だからだ」

「…………」

　雲雀が口を閉ざす。潔いように見えて、往生際が悪い。

　グリゼルダは苦笑して、こんなことを言った。

「私はな、物心ついたときから戦いの中にいた」

「……え？」

「父も、叔父も、戦いで命を落とした。母国さえも、私にとっては敵だった」

「急に……何です？」

「まあ聞け。こんなざまだが私は貴族、ウェストン男爵家の姫に生まれた。それは、血の宿命をもって生まれたということだ。魔性の才と引き換えに、私は望まぬ戦いの中に産み落とされた。物心ついたときにはもう、死の臭においを嗅いでいた」

　雲雀は怪け訝げんそうにしたが、口は挟まなかった。

　問わず語りの身の上話を、グリゼルダは一方的に語る。

　秘術〈アリアドネの糸〉欲しさに、先代国王と銀ぎん薔ば薇らの執しつ拗ような攻撃を受けたこと。戦争と呼ばれることのない戦争の中で、肉親が次々と命を落としたこと。窮状を脱するため、魔王ワイズマンの座を求めたこと。それがほとんど無意味だったこと。

　話はいつしかこの夏のことにまで及んだ。魔王ライコネンに追い詰められ、可愛かわいがっていた自動人形オートマトン──今となってはたった一人の家族を奪われたこと。それでもなお、無力を嚙かみ締しめるだけだったこと。

　だが──雷らい真しんがその仇かたきを討うとうとしてくれたこと。

「ライコネンは倒せなかったが、あいつは確かに、私の背を押してくれた。だから今、私はこうしてここに立っている。弟子の代わりに、貴様の前にな」

　自然と微笑ほほえみが浮かぶ。グリゼルダは爽やかな気分で続きを言った。

「それが私の強さの理由さ。偉そうに師匠面をしているが、私は戦いのことしか知らん。人間のデキで言えば、弟子の方がよっぽど成熟している」

　雲うん雀じやくは何も言わない。無言のまま、ただあふれ出る己の血を眺めている。

　自分の言葉が彼の腑ふに落ちるのを待って、グリゼルダは誘うように言った。

「貴様は？　なぜ、そこまでの技を身につけた？」

　──勝手に始めた身の上話だ。雲雀がつき合う義理などない。

　しかし、グリゼルダの想おもいは、決して無駄にはならなかった。

「私は……好きで修羅道に堕おちたんです」

　滴る血のように静かに、雲雀はかすれ声で言葉をつむぐ。

「私が生まれたのは御一新の後──内戦が終わってだいぶん経たった頃でしてね。血生臭いご時世はもう終わり、新しい世に向かおうという華やかな時代でした。なのにどうしたことか、私は時代遅れの……剣術なんてものに強く惹ひかれた」

　美しい顔に自虐的な笑みが浮かぶ。雲雀は血に塗まみれた己の手を見つめ、

「技を磨くだけで十分に満足でした。ところが因果なもので、あるときを境に、剣術は人を惑わせるようにできているんです」

「……死合、か」

　雲雀はうなずき、はかなげに笑った。

「他者と剣を合わせなければ、己の強さを測れなくなってしまう。強い者がいると聞けば、誰だれ彼かれとなく喧けん嘩かを吹っかけ──気がついたときには、やくざ者のようなことをしていました。用心棒と言えば、聞こえはいいですがね」

「護衛ならば、立派な仕事だ」

　それは本心からの言葉だったが、雲雀の言う『用心棒』とは違ったようだ。雲雀はどこか寂しそうに、はるか遠くへ視線を投げた。

「獣の生き方です。獣の行き着く先は二つしかない。一番強い者になるか、一番強い者に飼われるか……私は後者でした」

「……なるほど。イザナギとやらに飼われたか」

「そうです。そうして私は、雷真の監視者となった……」

　そうか、と思う。この男の飼い主は、日本軍ではなく、いざなぎ一門だったのだ。

　幼い雷真の日常に紛れ込み、密ひそかに彼を監視する。場合によっては、赤あか羽ばね一門への攻撃手段ともなり得る隠おん密みつ。

　だが、そうだとすれば、ひとつ大きな疑問が浮かび上がる。

「ならば、形ばかりの師範でいいだろう。なぜ、あいつに本物の技を仕込んだ？」

　まっすぐ相手の眼を見つめ、グリゼルダは真剣に訊きく。

「木刀を振り回すことだけ教えていれば、あいつは今の力を得ていまい。貴様という師が、幼いあいつに魔術の基礎を叩たたき込こんだのだ」

「私は剣士ですよ。魔術なんて、そんなつもりは……」

　そこまで言いかけ、雲うん雀じやくはやめた。

　彼にもわかっている。魔術という意識はなかったにしても、同じことだ。どのみち雲雀は本気で雷らい真しんを鍛えてしまった。チャンバラごっこを教えたわけではない。

　雲雀はかぶりを振り、自問のようにつぶやいた。

「自分でもよくわからないんです。初弟子だから、情が移ったんでしょうかね？」

　あり得ることだ、とグリゼルダは思った。なぜなら、グリゼルダ自身が、よく似た感情を雷真に抱いていたから。

　ややあって、雲雀は「ただ……」と言葉を継いだ。

「あるとき、ある方がおっしゃったんです。こんな私に……薄汚れ、血の臭においを漂わせた、怪しげな男に……綺き麗れいに膝を折って、『息子を頼む』とね」

　グリゼルダは瞠どう目もくした。雷真を息子と呼ぶ人物は、この世に一人しかいない。

　遠い過去を懐かしむように、雲雀はそっと目を細めた。

「私の素性など見抜いていたはずです。見抜いた上で、そうおっしゃった。その言葉は、まるで……種火のようなものでした。種火は私の中で燃え広がり、いつしか雷真を本当の弟子だと……思わせてくれた」

　死相の浮いた顔に、ふんわり微笑の花が咲く。

「それもこれも……ここで終わりですがね」

「……そうだな。貴様の虚無は危険だ。野放しにすれば、いずれ私の弟子を殺す。まして貴様は私の純情をもてあそんだ。十分、報復に値する」

　一息にそこまで言って、グリゼルダは剣のディガンマを振りかぶった。

「最後に訊こう。言い残すことはあるか？」

　雲雀はゆっくりかぶりを振った。

「いいえ。語りすぎたほどです」

「……潔いことだ。では」

　ごく短い時間、二人は見つめ合った。

　完全に覚悟の決まった雲雀の顔は、見とれるほどに端整で、そして満足げだった。

　グリゼルダは目を閉じ、呼吸を整える。

　そして、迷いのない太刀筋が、見事に雲うん雀じやくの首を斬り飛ばした。
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「ライシン！　乗れ！」

　鋭い呼び声が、エドマンドの頭上を駆け抜けた。

　鯨を思わせる飛行船が月光をさえぎる。エドマンドにとってもなじみ深いシルエット、陸上戦艦ダイダロスを縮小したものだ。

　遅れて聞こえる風切り音。大柄な見た目に反し、軽快にターンを決め、再びエドマンドの頭上にくる。その舳へ先さきには銀髪の少年が立っていた。

　仲間を認め、跳躍する雷らい真しん。甲板までは二十メートルも上にあったが、届いてしまうのが今の彼だ。紅こう翼よく陣じんの糸を舷げん側そくに引っ掛け、己と小こ紫むらさきを引き上げる。

　もうこちらには見向きもしない。見上げるだけのエドマンドを置き去りにして、飛行船は一気に高度を上げた。

　気に食わないが、これが現実だ。いつの間にか、雷真とエドマンドのあいだには相当な実力差がある。その事実が、エドマンドの敵意を殺そいだ。

（おまえに……帝王の決断ができると言うのか……？）

　──いや、できる。

　エドマンドが漏もらしてしまった真意──世界を救済したいという馬鹿げた理想を知った上で、彼は天へ向かっている。雷真にもまた、帝王の覚悟があるのだろう。

　世界を救えるかもしれないが、その前に壊してしまうかもしれない神性機巧マシンドール。それを我が物とできるのは、世界の趨すう勢せいを決められる人間だ。

　思えば、雷真が助けようとしたのはいつも、彼が助けたいと願った人間だった。それは一種の独善で、本人にもその自覚はあったはずだ。

　その独善を、雷真はもうためらわない。

　迷いなく独善を実行できる者──それこそが帝王の器。

　彼を神性機巧が受け入れるかどうかは、もうエドマンドが決めることではない。

　遠ざかる船影に己の敗北を悟り、エドマンドは呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

「帝王……交代ってか……？」

　空虚さが胸を満たす。久しく味わったことのないこの感覚が、敗北感というものだと、ずいぶんかかって理解した。

「……ふざけるな」

　言葉が漏れる。渇望していた力、神性機巧を目前にしながら、眺めていることしかできない。これが宿命だと言うなら、何のために今日まで生き延びてきた？

　何が俺おれを生き永らえさせた？　天の意志ではなかったのか？

「陛下……っ」

　朧おぼろ富ふ士じがエドマンドに近付こうとして、できずにやめた。

　目を伏せ、立ち尽くす。馬鹿なりに責任を感じているのだろう。

「ふん……ここまでらしいな。俺の覇道も」

　無様に敗北を喫した朧富士も、伝説級レジエンズ自動人形オートマトンを破壊された兵士たちも、エドマンドの捨て鉢な言葉を無言で聞いた。

「あの世の父上もさぞやお悦よろこびだろうぜ。さんざん国を引っかき回し、貴族院の老人たちを冷や冷やさせて、得られたものが皆無とは……」

　笑えてくる。エドマンドは肩を揺すって、天に吠ほえた。

「何もかも、うんざりだ！」

「ならば、死ぬかえ？」

　不意の声は、足もとから聞こえた。

　間欠泉のように噴出す『何か』。どろりとした黒い流体が押し寄せ、エドマンドの腕をのみ込む。上着は一瞬で融とけ落ち、肩口から胸元までが消滅した。

（腐毒──!?）

　背後に倒れ込み、腐り落ちる衣装を放ほうり捨てる。落ちた腐毒は石畳を腐らせ、地下へと落ち込んでいく。生身の肌はまだ原形をとどめていて、それどころか火傷やけども負っていない。どうやら朧富士が重力を制御し、腐毒の付着を阻はばんだようだ。

「陛下！　お逃げください！」

　朧富士が重力を操り、エドマンドを空中へ逃がす。上から見ると、エドマンドの立っていたあたりが腐毒の泉にのみ込まれ、消滅するところだった。

　ひと目で敵の力を理解する。エドマンドは反射的に朧富士を操り、レガシー隊を空中へと引き上げた。ただし、人形は間に合わない。貴重な伝説級自動人形が腐毒の底なし沼に落ち込み、永遠に失われてしまう。

　舌打ちしたくなり、エドマンドは自じ嘲ちようした。野望はついえたと愚痴りながら、まだ人形を惜しむ気持ちが残っていようとは。

　重力制御で学院長公邸の屋根へ飛ぶ。腹心のディラックが険しい顔で言った。

「申し訳ありません、陛下。お手をわずらわせてしまい……」

「まったくだ。しかしどうやら、ほんの数分、寿命がのびただけらしい」

　皮肉な笑みをこぼし、エドマンドは腐毒のプールに呼びかけた。

「そうだろ、金薔薇さま？」

　呼びかけに応じ、腐毒の溜たまりが大きく波打つ。強烈な魔性が立ちのぼり、華きや奢しやな人影が浮かび上がってきた。

　腐毒が人体に変じたようにも見える。人影はこちらを見上げ、にたりと笑った。

「ふふ……二流なりに腕を上げたようじゃの、狂犬の皇子よ」

　どぎつい輝きを放つ金髪。長い爪は綺き麗れいにそろい、白い肌もかつてのまま。セトの瘴しよう気き術で造られた肉体は、以前と変わらぬ若さを保っている。

　少女の姿をした最悪の魔女──

　金きん薔ば薇らことアストリッド・セトが、黄金の瞳でエドマンドを見ていた。

　笑顔の奥に明確な殺意が透けている。瀕ひん死しのところをエドマンドに踏み潰されたのだから、その怒りはもっともだ。

「ようも出し抜いてくれたのう。目をかけてやった恩を忘れおって。楽に死ねると思うてはおらぬな？」

　ぎらり、と憎悪の光が閃ひらめく。それだけで瘴気が渦を巻き、竜巻が生じた。その迫力に、一度は神性機巧マシンドールと対たい峙じした勇士たちでさえ、怯ひるみを見せる。

　エドマンドも例外ではない。久しく忘れていた戦慄が背中を走った。

　ここが死に場所かと思いながら、それでも余裕ぶって応える。

「どうやら地獄で持て余され、追い返されたご様子──ですが、地上にも貴女あなたの居場所はありませんよ。貴女の時代は終わったのです」

「終わりはせぬ、この地上が続く限りな。その証拠が、これよ」

　白い腕を伸ばす。完全に復元された肉体は美しく、生気にあふれていた。

「復活には百年かかると思うたがの……。うぬらには礼を言わねばなるまい。これほどの瘴気を集め、わしの力を戻してくれた」

　復活のからくりを悟り、エドマンドは己の頭を蹴けり飛ばしたくなった。

　エドマンドに踏み潰されたとき、アストリッドは自らを瘴気に変え、エドマンドに憑ついたのだろう。自然の瘴気を取り込み、時間をかけて復活する予定が、穢え土どによって大幅に前倒しされた。

　その穢土を誰だれがお膳立てしたかと言えば──エドマンドだ。

　神話級マイスリヴァイアサンを銀ぎん薔ば薇らに使わせ、紫し薔ば薇らの手勢をこの機巧都市に手引きした。その両方が、エドマンドの差し金だった。

（……道化か、俺おれは）

　最善を尽くして神性機巧にたどりついたつもりで、すべて裏目に出ている。なるほど、神性機巧に嫌われるのも当然だ。

　何もかもが馬鹿らしい。わき起こる激情に身を任せ、エドマンドは怒鳴った。

「七なな號ごう！　その目障りなババアを潰せ！」

「はい！」

　魔力が膨れ上がる。天あまの手た力ぢからが発現し、空間を引き裂こうとした。

　しかし──結論から言えば、天あまの手た力ぢからはエドマンドの役に立たなかった。

　アストリッドが何事かをつぶやく。聞いたこともない、不可思議な言語だ。そのたったひと言で、縫いつけられたかのように、朧おぼろ富ふ士じが動きを止める。

「七なな號ごう？　どうし──」

　言い終わる前に、エドマンドは跳んでいた。

　危険を察するこの嗅覚で今日まで生き延びてきた。感じた通り、重力異常は敵ではなくエドマンドを襲い、足場の屋根を粉々に砕いた。逃げ遅れた部下が一人、重力異常に巻き込まれ、肉片をまき散らして絶命した。

　気がつくと、朧富士は表情を失なくし、冷たくこちらを見み据すえている。

　状況を洞察し、エドマンドは歯は嚙がみした。

「強制支配フオース……いや、七號を奪とったのか……！」

「そうよ！　人格なぞ、わしが酔狂で植えると思うたか？」

　アストリッドが笑い出す。純然たる戦闘機械として設計された朧富士には本来、強固な自我は存在しない。七號が間抜けな人格を有するのは金きん薔ば薇らが改造したためで──それは結局、こうした機能を潜り込ませるためのものだったのだ。

　つまり、朧富士七號は、コマンドワードひとつで支配権コントロールを横取りハツクできる。

　ほかにどうしようもなく、エドマンドも笑った。

「なるほどな……タダで使わせてくれたのは、そういう理由か」

「ふふ……鎖のない狂犬なぞ、誰だれに嚙みつくかわからぬからの？」

　事実、エドマンドは金薔薇を裏切った。魔女は慧けい眼がんだったと言っていい。

「朧富士がなくば、わしに抗あらがう術すべもあるまい──滅せよ、痴しれ者もの！」

　天手力が勢いを増し、公邸が粉々に砕け散る。弾はじき飛とばされたエドマンドは、レガシー隊の魔防に守られ、命からがら地面に降りる。

　そこへ腐毒の砲弾が飛ぶ。エドマンドは大地にてのひらを向け、魔力を送った。

　伏せてあったイカロスを呼び寄せ、空間歪曲フオースデイメンジヨンでシェルターを構築する。アストリッドは楽しげに息を弾ませ、即座に天手力を起動した。

　周辺地形が滅め茶ちや苦く茶ちやに歪ゆがみ、周辺空間ごとイカロスを巻き込む。空間歪曲は強力な魔術だが、『歪曲させた空間』ごと圧おしつぶされてはたまらない。結局は魔力と魔力の力比べになり、それはあちらが圧倒的なのだ。

　空間歪曲が維持できず、重力異常でイカロスの蒼あおい装甲がひしゃげる。このまま魔術が破られれば、金薔薇の腐毒を阻はばむ手段はない。

「陛下……すみませ……ひぎっ！」

　朧富士が苦痛にうめく。表情も──声帯さえ──自由にならないようだ。

　ただ涙腺だけが彼女のものだ。大粒の涙がぽろぽろと、白い肌の上をすべった。

「陛下……私を……壊して……っ」

　涙を流しながら、朧おぼろ富ふ士じが哀願する。その顔を、アストリッドが殴り飛ばした。

　べしゃりと腐毒の沼に倒れ込む朧富士。苦く悶もんに歪ゆがむ美しい顔を、アストリッドのヒールが踏みつけた。

「そう、これよ。道具に心を与うれば、必ず間違いを犯す。人が智ち慧えの実を食はんだこと、神が嘆くはこうしたわけよ」

　汚泥の中で朧富士が溶けていく。それを見て、アストリッドは機嫌を直した。

「ふふ、小僧の死にざまを見せてやる。せいぜい悲しむ真ま似ねをせよ」

「お逃げください、陛下！　我らが食い止めます！」

　ディラックが叫び、空間歪曲フオースデイメンジヨンの外へ飛び出そうとする。その肩をつかみ、エドマンドは彼の無謀をとがめた。

　傷にさわったらしく、ディラックが脂汗を流して止まる。この男は優秀だが、金きん薔ば薇らの敵ではない。腐毒にまみれて死ぬだけだ。

　それはこの場の全員に言える。レガシー隊も、朧富士も、そしてエドマンド自身も。

　勝機はない。生まれて初めてそう感じ──エドマンドの胸中は静せい謐ひつだった。

（呆あつ気けないもんだ）

　ここで終わり──こんな終わり。

　悪くない。どのみち神性機巧マシンドールにはふられてしまった。雷らい真しんが受け入れられるのか、世界がどちらに転ぶのか、興味がないでもなかったが……。

　世界はエドマンドを見捨てたのだ。ならば、こちらも見捨ててやろう。

　アストリッドは退屈そうにかぶりを振った。

「狂犬も最期は抗あらがわず……か。つまらぬ幕切れじゃの」

　吐き捨て、手を向ける。そこから繰り出されるセトの腐毒で、今度こそ、エドマンドは死ねるだろう。

　朧富士が悲痛な叫びをあげる。だが、そんなものは何にもならない。濁流のように飛び出した腐毒が、エドマンドをのみ込む──寸前、眉み間けんの数センチ先で飛び散った。

　エドマンドを護まもるように、結界の輝きが生まれている。

　アストリッドが飛びずさる。さすがは百戦錬磨の魔女、新たな脅威の到来に、瞬間的に反応した。あるいは、敵の力を見抜いたか。

　魔女の判断に間違いはない。エドマンドを護ったのは、アストリッドが備えるに値する、大魔術師だった。

「そうそう貴女あなたの思い通りにはさせないよ、金薔薇の魔女」

　涼やかな声とともに、軽やかな足音が響く。

　月明かりの下、男は涼しげに微笑ほほえみ、貴族然とした面持ちで言った。

「この私エドガー・ブリューがエドマンド三世陛下をお護まもりする。我が祖エレインが賜りし、一角獣の紋章に懸けて」

「ブリューの……小せがれ……！」

　アストリッドが絶句する。エドマンドもまた、同じくらいに驚きよう愕がくしていた。

　我が目を疑う。だが、その背格好、輝く金髪、発散する魔力は間違いなく彼だ。

　なぜここに……いや、そうではない。

　なぜ、俺を助ける？

　その上、エドガーは一人で現れたのではなかった。

　ぼっ、と虚こ空くうに火炎が立ちのぼり、炎の中からエドマンド腹心の魔王ワイズマンが現れる。

　焼却の魔王ザ・クリムゾンライコネンが、鷹たかを思わせる眼を伏せ、形だけは恭うやうやしく礼をした。

「間に合ったようで何よりです、陛下」

「……どういうことだ。おまえには王宮バツキンガムの守護を任せたはず」

「戦場はここです。ロンドンを誰だれから護れとおっしゃるので？」

　しれっとした顔で口答えをする。この不遜さ、間違いなく本人だ。

　エドガーとライコネンを交互に見て、エドマンドは可お笑かしくなった。

「忠義なことだな。ブリュー伯爵に頭を下げ、俺おれを救いにきたってか？」

「まさか。病み上がりの身とは言え、魔王を名乗る者が救援を頼むとお思いか？」

「何だと……？　ならばなぜ、伯爵が俺に味方する！」

　その問いには、エドガー自らが答えた。

「私は私の意志でここにおります。ただし、半分は盟友のためですが」

　ぱちんと指を弾はじく。自動人形オートマトンに魔力を送った──と気付いた瞬間、アストリッドの背後から瘴しよう気きが飛んだ。雪崩のように押し寄せる黒い塊は、セトの腐毒！

　アストリッドは同じく腐毒で受けたが、魔女のそれより威力が強い。腐毒の濁流にのまれそうになり、魔女はあわてて宙へ逃のがれた。

　魔女を攻撃したのは、エジプトの女神を思わせる、きらびやかな自動人形だった。

　人形の顔を見て、アストリッドが再び驚愕に目を見張る。

「イシュタル……！」

　鋭い視線を走らせる。付近にラザフォードの姿を捜したのだろう。だが、ラザフォードの気配はなく、伝説級レジエンズアスタロトはエドガーに制御されていた。

　魔女と王の驚きぶりを見て、エドガーがくすりと微笑ほほえむ。

「陛下の驚きはごもっとも。ですが、これは定められた歴史の必然なのです」

「……腑ふに落ちる説明は、聞けるのかな？」

「お望みとあらば──」

「後にせい、小僧。そこの婆ばばぁが焦れておるでの」

　アスタロトがアストリッドを見て笑う。こうして並べて見ると、魔女と人形の容貌は、他人とは思えないほどよく似ていた。

　アストリッドは不愉快そうに唾を吐いた。

「ふん、生意気を言うたものよ。わしに似せて造ったまがいものが」

「ほほほ、金きん薔ば薇らアストリッドともあろう者が、まだ気付かぬのかえ？　まあ仕方のないことよ、妾わらわのときもそうじゃった」

「……なに？」

　アストリッドが眉をひそめる。アスタロトは楽しげに続けた。

「妾に限らず、レメゲトンの悪魔は皆、未来の大魔術師に収蔵される。そこで屑くず鉄てつに変えられたアスモダイも、学生に壊されたフェニックスもな。件くだんの魔術師は、ちょうど今時分、頭角を現し始める頃よ。彼の者はいずれ万物流転パンタレイの真理を解き明かし、大いなる魔道書を三百年前の世界へ送る」

「くだらぬことを！　わしが知らぬと思うてか！」

　人形の話をアストリッドは理解していない。アスタロトは意地悪く笑って、

「わからぬか？　この妾は、これから造られるものなのじゃぞ？」

「そうじゃろうとも。ほかでもない、このわしの似姿じゃ。わしが名を残す証──あるいはわし自らが作らせるのやも知れぬな」

　再び余裕を取り戻し、アストリッドも笑った。

「この世に瘴しよう気き、すなわち生命のある限り、わしは不滅よ。うぬらに倒せはせぬ」

「そうじゃ、そうじゃ。ゆえに、倒しはせぬ」

　アストリッドの黄金の眼に、戦慄が走った──気がした。

　対照的に、アスタロトはにたりと毒蛇のような笑みを見せる。

「気付いたようじゃの、アストリッド。そうよ、この妾こそ、そなたの〈棺〉。そなたはこの妾に封じられる。妾の材料、禁忌の生体部品としてな」

　アスタロトが胸をはだけ、己のボディに爪を突き立てた。

　胸骨のあたりから肉を割り、左右に押し広げる。暗闇のような体内に赤黒い光が明滅し、心臓の脈動がはっきり見えた。

　本能的な恐怖で、エドマンドの足が萎える。アストリッドも同じ恐怖を感じたはずだ。魔女は逃げようとしたようだが、あいにく、退路は結界が封じていた。

　活殺結界の二つ名通り、エドガーの結界術は尋常ではない。この状況で破術が間に合うほど、アストリッドにも余裕はなかった。

　アストリッドの足を腐毒が食い千切る。膝から下を失い、魔女は腐毒の沼に落下した。もがき、逃のがれようとする、無様なありさまの魔女に向かって、アスタロトは穏やかに──それゆえ冷徹に見える──笑顔で告げる。

「無様じゃのう、アストリッド。そなたは罪を重ね過ぎた。ゆえに、死の安らぎさえ与えられぬ。妾わらわの心臓に封じられ、数百年の時を道具として生き、再びそなたと相まみえるのよ。そして、こうして──」

「わしの道を阻はばむ……じゃと……!?」

　ぐるぐる回る運命の輪。入り口のわからない、閉じた輪だ。その矛盾に満ちた連環こそが、金きん薔ば薇らの魔女の棺というわけだ。

　その宿命はつまり、無限の責め苦。

「ふふ、そう嫌な顔をするでない。存外、楽しき人生となる」

「戯ざれ言ごとよ！　失うせよ、傀く儡ぐつ！」

　必死に腐毒を放つ。それはアスタロトを侵すことなく、心臓に吸い込まれてしまった。腐毒も瘴しよう気きもこの人形に魔力を与え、そのぶんアストリッドは力を失う。

　不意にアストリッドの腕が瘴気となり、人形の心臓に取り込まれた。

　瘴気を吸い出されたようだ。次には肩が崩れ、腰が崩れ、魔女の肉体がむしり取られていく。底の抜けた鍋のように、とめどなく。

　身をよじっても逃のがれることはできない。断末魔の叫びすら吸われてしまう。

　そうして、すべてが吸い込まれ──

　最終的に、アストリッドの痕跡はすべて消えた。髪の毛一本すら残さずに。

　食事を終えたアスタロトが、満足げに己の顔を撫なでさする。肌は新品のような輝きを放ち、機械部品はすべて経年劣化から解放されたように見えた。

　その一部始終を、エドマンドは呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　目にしたものが信じられない。立ち尽くす彼の前で、人形がエドガーに礼を言う。

「手間をかけたの。エドに代わって礼を言うぞ」

「いえ、これで私もラザフォード氏に顔が立ちます。しかし……」

　遠慮がちに、アスタロトの胸元を見る。

「過酷な運命のように思います。……貴女あなたも」

「ふふ……すべてこの魔女、セトの因業が招いたことよ」

「レメゲトンの悪魔に問いたい」

　それまで黙っていたライコネンが、厳しい声でアスタロトに言った。

「おまえは永遠の時の環の中にいると言った。ならば、知っているのではないか？　今夜これから、この世界がどうなるか」

「さて……妾の存在が解答こたえとも言えるし、そうでないとも言えるの」

　悪戯いたずらっぽく笑う。その笑顔には確かに、アストリッドの面影があった。

「妾はもう時の流れの外におる。かつて救われた世界が、今こ宵よい滅びようとも驚きはせぬよ。すべてはそなたたちがこの世界で、何を思い、何をなしてきたか、じゃな」

　エドマンドはぼんやり己の手を見つめた。

　これは何もつかめなかった手──何もなさず、何も救えなかった手だ。

　だが、エドマンドはまた生き延びた。この世のすべてに意味があると言うのなら、自分がまだ生きていることにも、何か意味があるのだろうか……？

　その答えは、まだわからない。

　答えを求めて見上げた天には、鯨のような船と、丸い月と、崩れた城が浮いていた。





　　　　　４






　紅こう翼よく陣じんの糸を手繰り、雷らい真しんは悠々と船体に飛び移った。

　空中の小こ紫むらさきを糸で引き寄せ、ともに甲板の上へと導いてやる。そのまま甲板上に着地して、無愛想な操そう舵だ手しゆに声をかけた。

「きてくれたな、ロキ」

「そういう手はずだっただろう」

　機械天使ジブリールを従えて、ロキは舳へ先さきに立っている。ハーフマントにも、その下の制服にも、はっきり血の染みが広がっていた。軽傷ではないはずだが、力んだ様子もなく、念動で巧みに舵かじを操っている。

　大したものだと思いながら、雷真は神妙な面持ちで謝る。

「婆ばあさまはそっちに行ったんだろ。間に合わなくて、悪かった」

「相変わらずめでたい奴やつだ。オレが助けてくれと言ったのか？」

「うるせーバカ！　俺おれなりに責任感じてんだよ！」

「バカは貴様だ。他人の心配をしている場合か？」

　その通りだと思ったので、雷真は詫わびを引っ込め、状況を確かめた。

「シャルはどこだ？　それに、日ひの輪わは？」

「まだだ。しかし、じきにくる」

「──信じてるんだな」

「おまえは信じていないのか？」

　皮肉な笑みで返される。雷真も苦笑して、それから笑みを消し、恐る恐る訊きいた。

「……フレイは？」

　ロキは『にっ』と口角を上げて見せた。

　そんな顔を見るのは初めてかも知れない。新鮮な驚きとともに、雷真は安あん堵どする。

「そうか──よかった。任せろとか言ったくせに、俺は何もできなかったな」

「それこそバカな気遣いだ。姉貴を貴様任せにする気はない」

「……そうだな。おまえ、お姉ちゃんっ子だもんな」

「吃驚びつくり仰天バカが。神性機巧マシンドールとやる前に死にたいのか？」

　威嚇するように言う。口ぶりは今まで通りだが、表情はやはり明るい。

　別人のような余裕を感じる。雷らい真しんの知らないところで、ロキもまた、乗り越えるものがあったのだろう。それがわかって、雷真の意気も上がった。

　頼もしい。そして、誇らしい。

（こんなすげえ奴やつが、俺おれの仲間だ）

　やはり捨てたものではない。この人生も、今日までの旅も。

　だからこそ、そのすべてを否ひ定ていするような結末は受け入れられない。

（世界は守る。神性機巧は消す。そして夜や々や、おまえをもう一度──）

　そのとき、強烈な下降気流が発生した。

　瘴しよう気きが滝のように落ちてくる。船体が大きく傾き、小こ紫むらさきが甲板を滑った。

　とっさにその手をつかみ、もう一本の腕で手すりをつかむ。雷真の両肩に重量がかかり、関節がギチギチと不安な音を立てた。

　風が逆巻き、渦潮のような竜巻が生じる。船首と船尾にそれぞれ逆向きの力がかかり、船体がへし折られそうになった。

　機械天使ジブリールが気流を吐き出し、風にわずかな切れ目を作る。と同時に、ロキが気流に船首を立て、飛行船を竜巻の流れに乗せた。

　ふわっと体が軽くなり、船体の落下が止まる。雷真は手放しで誉ほめた。

「流石さすがだ、ロキ！」

「当たり前だ。だが、喜んでいられる状況ではない」

　ロキの表情は険しい。彼の視線を追って、雷真も気付いた。

（遠い……！）

　下降気流から逃のがれるため、船体は渦の外周に逃げていた。結果的に、闘技場との距離はどんどん遠くなっている。その上──

「雷真！　視られてる！」

　小紫が叫ぶ。その警告の意味するところを、雷真もロキもすぐに理解した。

　同時に上を見る。この瘴気の渦は、強大な力を持つ何者かによって引き起こされている。まだ〈敵意〉とまでは言えないが、あちらの意識がこちらに向いた──それだけのことで、世界は神性機巧に媚こびを売り、雷真の接近を阻はばもうとした。

　あるいは、あちらにも不快感くらいはあるのだろうか。取るに足らない羽虫でも、まとわりつかれれば雷真とて払いのけたくなる。

　強烈な突風が突き刺さり、ガス囊のうの一部が脱落した。

　骨組みの破片をばら撒まきながら、ガス囊が瘴気の海に消えて行く。ロキはジブリールで風を呼び起こし、しぶとく船体を立て直したが、闘技場はますます遠くなった。頭を押さえ付けられ、接近できない。

「へっ……ちっぽけな生き物だな、俺おれたちは……！」

　揺れる甲板にしがみつき、雷らい真しんは苦笑した。

「神性機巧あいつにとっちゃ、虫が近付いてくる程度の感覚なんだ」

　ロキもまた、ひどい渋じゆう面めんになっている。

「船を破壊されれば、この嵐を自力で突っ切る破目になる。作戦もクソもなくなるぞ」

「……ぴょんと跳んで行けりゃ、よかったんだがな」

　あるいは相棒がいてくれれば、それも可能だった。

　ロキはあくまで冷静に、たしなめるように言った。

「できないことを言っても仕方がない。できる手段でやるなら──どうする？」

「そりゃ……決まってるだろ」

「ふ──だろうな。貴様は単細胞だ」

　小馬鹿にしたような口ぶりとは裏腹に、ロキの眼まな差ざしは優しかった。

　二人の口元に笑みが広がる。二人は同時に顔を上げ、

『突っ込む！』

　やはり同時にそう言って、それぞれに魔力を発した。

　強引に突破するのだとわかり、小こ紫むらさきが「ええええっ」と叫んだ。悲鳴とも非難ともつかない声を、二人の少年魔術師は黙殺する。

　魔ま靭じんを帯おびた刃を叩たたきつけ、雷真が風を切り裂く。その空くう隙げきに舳へ先さきを向け、ロキは船体を嵐のただ中へ突っ込ませた。

　魔力を全開にして、強引に上昇をかける。

　雷雲そっくりの瘴しよう気きの渦に、稲妻のスパークが走る。こすれ合った瘴気が電荷を帯おびたようで、船体の表面にも青白い火花が走った。

　それでも、止まらない。船は快調に速度を上げ、闘技場を回り込みながら、ぐんぐん天へ昇っていく。闘技場が近付き、瘴気越しにも視認できるようになった。

　このまま行けば──という雷真の期待を、唐突な黒炎が打ち砕いた。

　瘴気が引火したように思えた。猛烈な火か焰えんが甲板を舐なめ、艦橋が吹き飛ぶ。

　平たくなった甲板に瘴気溜だまりが生じ、異様な妖気が立ちのぼった。それは転移魔術の入り口であり、思った通り、瘴気の中から魔女が浮き上がってきた。

「……さすが、一番嫌なタイミングで来てくれる」

　揺らめく黒炎から顔をかばいつつ、雷真はその闇をにらむ。

「まずはあんたと話し合わなきゃ──か、婆ばあさま？」

　土ど門もん綺き羅ら。日本最強の魔術師集団、いざなぎ流の総元締め。

　綺羅は雷真の顔を見て、不愉快そうに眉をひそめた。

「何を……笑わろぉとりますのや」

「ありがたいからさ。あんたの方から会いにきてくれた」

「ほ、大した鼻息や！」

　着物の袖で口元を隠し、綺き羅らは雷らい真しんをせせら笑った。

「雪せつ月げつ花かを二つも欠いて、まーだ勝ち目があると思てはる」

「……確かに夜や々やは死んだ。いろりはここにはいない。だが」

　そっと、雷真は己の胸に手を触れた。

「夜々がくれた命は、ここにある」

　こぶしを握にぎり、どん、と心臓を叩たたく。

「兄貴がくれた力が、ここにある」

「……へえ？　今さっき、何や秘儀でももろたんかな？」

「そんなお手軽なもんじゃなかったよ。兄貴が俺おれにくれたものは」

　今日一日で与えられたものではなかった。

　今日という日に至る、すべてのもの──それは三年という猶予期間であり、膨大な実戦経験であり、強さを希求する意志だった。

　そのすべてが、赤あか羽ばね雷真の血肉になっている。

　雷真は小こ紫むらさきの肩を抱き、強気に笑って見せた。

「俺は兄貴ほど賢かねえし、兄貴ほどの魔力もねえ。刃物での斬り合いだって、まだ兄貴の方が上だろう。だが、兄貴が持ってなかったものを山ほど持ってる」

「……それは？」

　あごをしゃくって、眼下を示す。瘴しよう気きの霧の向こうに、戦闘の光がまたたいていた。

　綺羅ほどの陰おん陽みよう師じなら、わかるはずだ。この学院全体で、機巧都市全域で、雷真と志を同じくして、戦っている者たちがいる。

　灰十字クルサーダの魔術師や、学院の教授たちや、学生たち──今や、いざなぎ流の者たちさえ、雷真と同じ意志を抱いて動いている。

　これこそ、天才赤羽天てん全ぜんでさえ持っていなかったもの。

　決して強がりではなく、雷真は静かに言った。

「俺もまんざら捨てたもんじゃねえだろ、婆ばあさま？」

　まっすぐ綺羅を見る。その瞬間、綺羅の顔から軽侮の色が消えた。

「……確かに、恐ろしぃ小僧どす」

　湖面のように静まり返った瞳で、じっと雷真の姿を映す。にらまれたことは幾度もあったが、こんなふうに目を合わせてくれたのは、初めてのような気がした。

「でき損ないや言われとった小僧が、こうまで化ける。腐っても赤羽の……いや、腐った言うたら失礼やな。ようここまでにならはった。ご立派どす、雷真さん」

　そっと語る。あるいはそれは、綺き羅らの本心だったのかもしれない。

　だが、それも一瞬のことだ。綺羅はすぐに見下ろすような眼になった。

「ああ、怖い、怖い！　そやさかい、紅翼の血ゆうもんは、消さな！」

　憎悪を隠さず吐き捨てる。からみつくような悪意を浴びて、雷らい真しんは納得した。

　自分がどうして、この女を怖おそれていたか。

　子ども心に感じていたのだ。あるいは本能が教えてくれていた。この女が抱く、赤あか羽ばねへの深い憎しみ──その根にあるのは、こちらと同じ恐怖と畏怖だ。

　土ど門もん綺羅は赤羽一門を畏おそれていた。

　これほどの力を持つ魔女が、非道に手を染めねばならないほどに。

「去いねや、赤羽！」

　瘴しよう気きの炎が噴き上がり、綺羅の影から黒甲かつ冑ちゆうの武者が飛び出した。

　黒く燃え盛る火か焰えんの剣を持っている。武者がそれを一振りするだけで、瘴気の嵐が炎に変わり、そこからさらに新たな式神が生まれていく。

　押し寄せる群れを紅こう翼よく陣じんで左右に払いつつ、雷真は叫んだ。

「話を聞いてくれ、婆ばあさま！」

「黙りよし！　虫唾むしずが走る！」

「なら、俺おれが勝ったら──！」

「はっ、あんたは勝てん。その見込みは、微み塵じんもおへん！」

　ずるずると不気味な音を立て、式王子の胸当てが口を開ける。その内側に隠されていたもの──依より代しろがあらわになった瞬間に、雷真も、ロキも、あっとなった。

　ブラウスを鮮血に染めた少女が、罪人のように磔はりつけにされている。

　致命傷を負っているわけではない……ようだ。霊視でも外傷は知覚できないが、胸元の血はおびただしい。出血は数リットルに達するのでは？

　その少女の顔を、もちろん雷真は知っている。

「そこにいたのか……アリス……」

「ずいぶんな……言い方だね……」

　返事がある。彼女がまだ生きているとわかり、雷真は少しだけほっとした。

「悪い。助けにくるのが遅れちまった」

「遅れすぎだよ……！　おかげで、パパが……！」

　アリスの眼に涙が盛り上がる。こんなときだと言うのに、雷真は可お笑かしくなった。

　笑う雷真を見て、アリスの方は激怒する。

「何を笑ってるんだい、この唐変木！」

「許してくれ。いい報しらせがあるからよ」

「何だよ！」

「おまえの親父おやじさんは、ちゃんと生きてる」

「────!?」

「硝しよう子こさんが助けてくれた。だから会えるぜ。神性機巧マシンドールをどうにかすればな」

「わてに勝てるつもりで言わんとき！」

　綺き羅らが怒鳴る。甲かつ冑ちゆうが再びアリスを覆い、鬼神の中に隠してしまった。

　ぶおっ、と魔性の炎が勢いを増し、船体を焼き尽くそうとする。ロキが風向きを変え、引火した外板を切り飛ばし、船を守った。雷らい真しんは紅こう翼よく陣じんで式神の群れをなぎ払いながら、式王子の隙を探る。

　船体の半分ほどもある巨きよ軀くで、式王子は機敏に動く。八や重え霞がすみにまぎれて綺羅を狙おうにも、瘴しよう気きの嵐が綺羅を助け、こちらの思惑はことごとく看破されてしまう。

　やはり、綺羅は別格だ。たった一人で雷真とロキを封じ込め、綺羅は高笑いした。

「ほほほ！　まあまあ！　吠ほえたわりに、他た愛あいもな！」

「……こっちの台詞せりふさ。あんたは大した魔女さまだし、俺おれたちの数段上を行ってるが──このくらいの力なら、俺たちはまだまだ絶望できない。何せ俺たちは、これから神性機巧あれとやり合うつもりなんだからな」

　黒い炎に追われながら、頭上の脅威を示す。

　神性機巧に比べれば、魔女はまだまだ人間こちらの側だ。神性機巧が実際に誕生し、その力を目の当たりにして初めて、そのことが心底から理解できた。

「それに、あんたは下調べが足りてねえよ」

「下調べ……？　何のことや？」

「そいつはいつもひと言多くて、凶悪で、俺も何度殺されかけたか知れない。もちろん、完全無欠とはいかない奴やつだ。けどな──」

　会心の笑みを浮かべ、雷真は彼の行動を援護した。

「とびきり有能な執事なんだ」

　八重霞を全開にし、綺羅の認識を欺きにかかる。同時にロキがジブリールを操り、雷撃の槍やりを式王子に叩たたきつけた。

　雷電の閃せん光こうは綺羅の視力を奪い、式王子の甲冑を砕いた。

　内部のアリスが露出する。その瞬間を逃さず、一人の男がすべり込んできた。

　慣性の影響を感じさせない直線的な軌跡を描き、最高速まで加速する、完全統制振動フラガラツハに独特のその動きで、シンはアリスに肉迫した。

　並外れた第六感を持つ綺羅を相手に、気付かれずに接近することなど不可能だ。しかし、ここには雷真がいて、小こ紫むらさきがいて、戦闘状況があった。

　一刻も早くアリスを救いたかったに違いないのに、シンは辛抱強く好機を待った。その強靭な忍耐力に、天の時は確かに応えたのだ。

　シンがアリスを抱きかかえ、式王子からひきはがそうとする。

「シン！　刀だ！　刀を折れ！」

　アリスが握にぎらされている禁刀、それが本当の依より代しろだ。シンは蹴けり一発でそれを砕き、アリスを式神の中から救い出した。

　そのまま雷らい真しんの背後に回り、空中に静止する。そして、何が起こったかわからず、目を白黒させている主あるじに、澄まし顔で言った。

「お喜びください、お嬢さま。忠実な召使いがお迎えにあがりました」

「シン……」

　アリスは毒を吐こうとしたようだ。しかし、途中で思い直したらしく、

「まあ……おまえにしてはよくやったと……誉ほめてあげるよ……っ」

　いつもの調子を取り繕おうとして、鼻声になる。シンは疲れきったような顔に穏やかな笑みをたたえ、それから、わざとらしい驚きの表情を見せた。

「いやはや、コルク抜きのようにねじくれた性根をお持ちのお嬢様に、かくもまっすぐなお褒めの言葉を賜ろうとは……このシン、感激のあまり卒倒しそうでございます」

「ＯＫ、シン。コルク抜きがどんなものか、おまえのケツに教えてやるからね！」

　アリスが従者の首にしがみつく。二人の様子を見て、小こ紫むらさきがにこりと笑った。

　依り代を失っては、大式神も存在できない。式王子が自壊し、瘴しよう気きの海へ戻っていく。その軍勢たる黒い獣たちもまた、同じように消滅した。












　決着のときが訪れたのを理解し、雷らい真しんは綺き羅らに向き直った。

「さあ、婆ばあさま。俺おれは人を待たせてる。『勝者の言い分』を聞いてくれ」

「……阿あ呆ほう言ぃな。勝負はまだついてへん」

「ついたさ。俺の勝ちだ」

「生意気ゆうては恥をかきますえ？　あんたさんはなんべんも紅翼を見せてしもぉとる。けど、まだ羅ら生しようの血ィを見とらん──」

　言葉が不自然に途切れる。綺羅の首筋に、魔力の糸がからみついていた。

「────!?」

　驚きよう愕がくに目を見張る。その眼に映るのは、刀を構えた雷真だ。

　踏み込めば触れられる距離から、雷真は刀を突きつけている。魔ま靭じんを帯おびた刃が確実に頚けい動どう脈みやくをとらえていて、軽く手前に引くだけで大出血は免れない。

　綺羅は心眼を開いた魔女。第六感に優れ、予知能力にも長たけた陰おん陽みよう師じでもある。

　それが今、予見も、予測も、見切りもできず、この間合いにまで侵入を許し、無防備に首をさらした──

「わては……夢でも見とるんかな？」

「ご名答」

　幻影が砕け散り、本物の雷真が背後に現れる。

　間合いの外から一気に踏み込む。防御の式神が綺羅を護まもるべく飛び出してきたが、雷真は一太刀でなぎ払い、一切の邪魔を許さない。

　返す刃で、閃せん光こうのごとき斬撃を見舞う。さすがの綺羅も戦慄したようだが、刀は綺羅の鼻先に、ちょんと触れただけで止まった。

　終わって見れば、薄皮一枚、切ってはいない。

　ロキが「ほう」と言ったふうに息をつく。相手が彼であったなら、反応されていたかもしれない。老人の綺羅はやはり、肉体の強さと反射神経で若者に劣るのだ。

　結局のところ、魔術の腕前ではなく、剣術の冴さえで勝った。

　雷真がとどめを刺さないのを見て、綺羅は面白くもなさそうにつぶやいた。

「……知ってはるのやろ。わてが正真正銘、あんたさんの仇かたきやと」

「そうらしい」

「だったら何で首を落とさんのや。西洋の神さんにかぶれはったんかな？　右の頰ほおを打たれたら、ゆうてな？」

「俺は復ふく讐しゆうを否ひ定ていしない。むしろ当たり前の、自然な感情だと思ってる。大事な奴やつを殺されて、それでも仇と笑って付き合えるなら、そいつは頭の歯車がイカレてる」

　綺羅を斬り捨てたいと願うのは、人間として当たり前の、肯定されるべき感情だ。

　だが、雷らい真しんの合理性は、それが最善ではないと告げている。

　これからやろうとすることに、綺き羅らの助力はあった方がいい。

　それに──

　先ほど出で逢あった、いざなぎ流の陰おん陽みよう師じたちを思い出す。それから、日ひの輪わの笑顔も。雲うん雀じやくの険しい顔も。最期の最期に、夜や々やが見せてくれた微笑ほほえみも。

　結果だけを言えば、雷真は夜々の命を奪った。未来を、幸福を奪った。それでも夜々は赦ゆるしてくれた。己の肉体を、撫子なでしこのために差し出してくれた。

　夜々がそうした理由は何だろう？　おそらくそこに〈赦し〉の真理がある。

「聞いてくれ婆ばあさま。俺おれはあんたを、ひどく恐ろしい、山姥やまんばみたいに思ってた」

「違ちごぉてへんよ」

「だが、今ここにいるのは、たった一人瘦せた体で突っ張って、疲れ切って、でも誰だれにも止めてもらえない、可哀かわい相そうな婆さんに思える」

　綺羅は鼻白み、絶句した。頰ほおを張られたように放心している。

　届いてくれと願いながら、雷真はさらに言葉を重ねる。

「仇かたきが面白おかしく暮らしてるなら、怨念は永遠に晴れないだろうさ。だが、まるで幸福じゃないのなら──犯した罪につぶされて、今も苦しんでいるのなら──憎しみって感や情つも、少しは値引きされるんじゃないのかな？」

　死人のように青ざめた顔で、綺羅はつぶやいた。

「……わてが……苦しんどるて？」

「あんただけじゃない。いざなぎの連中、みんなだ」

「……お笑いぐさやな。人間、そんな綺き麗れいにできてへん。食ろぉた獣、絞めた魚に、いちいち気ィ使われへんわ。まして赤あか羽ばねはわてらの宿敵、のうなってくれて万々歳やろ。立場が逆なら、あんたらかてせいせいしとるはず──」

「いいんだ、婆さま。そんな御託はもう」

　それだけ言って、雷真は無造作に刀を下ろした。

　憎悪を忘れたこの一瞬、確かに、雷真は魔女を超越していた。

「俺はいざなぎの技と力を借りたい。俺の相棒と、この世界を護まもるためにだ。あんたが手を貸してくれるなら、俺はもうこれ以上、いざなぎさまを憎まずに済む」

「……勝つの負けるのゆうんはな、言葉だけのことと違いますえ」

　綺羅は厳しく雷真を見み据すえ、子を諭すように言った。

「生きるか、死ぬかや。わてを斬って一門を好きにしたらええ。それとも、じぶんの手ェ汚すんは、嫌なんかな？」

　にんまりと、亀裂のような笑みが綺羅の顔に浮かぶ。

「甘いことぬかしよる理由がそれや。ああ、浅い浅い！」

「違う！　俺おれは本当に──！」

「どっちでもええ。あんたのためになるくらいなら、手前で落とし前つけます」

　ばさばさと羽音を立てて、黒くろ揚あげ羽はが乱舞する。爆破の権能を持つ式神が、綺き羅らの着物にとまり、瘴しよう気きで汚染し始めた。

　自爆しようとしている。止める手段がわからず、雷らい真しんは肝を冷やす。刀か、紅こう翼よく陣じんか、正解を探す雷真の視界を、一条の光が焼いた。

　まばゆい光こう芒ぼうが揚羽蝶ちようをかき消し、同時に綺羅の袖を切り飛ばす。

　爆風で綺羅がよろめく。爆死どころか、手足を失なくしてもいない。ほっとする雷真の前に、瘴気の渦を突き抜けて、鋼色の竜が飛び込んできた。

　言うまでもなく、シグムントだ。その背中で、シャルが嬉うれしそうに笑っている。

「どう？　ちゃんと連れてきたわよ！　私たちのお姫さまをね！」

　シャルの後ろで和装の少女が立ち上がり、虚こ空くうに身を躍らせた。そのブーツから黒い羽が生え、雪のように軽やかに、日ひの輪わが甲板上に着地する。

　日輪は雷真と綺羅のあいだに立ち、祖母に臆することなく、はっきりと言った。

「これ以上の醜態は一門の恥です。お祖ば母あさま」

「あんたまで……大した口のききようやな……！」

「勝負はつきました。あらゆる意味で、土ど門もんの負けです」

「黙りや！　あくまで盾突くか！」

　感情的に怒鳴り散らす。それを日輪は聞き流し、祖母ではなく雷真に言った。

「雷真さま、お早く。お祖母さまとは、わたくしがお話しいたします」

　麗しく微笑ほほえんで告げる。先ほど雷真を逃がしてくれたときとはまた違う、別人のように穏やかで、慈愛に満ち、芯の強さを感じさせる面おも差ざしだった。

「……説得、できるか？」

「正直に申しまして、自信はありません」

　ちろ、と小さく舌を出す。その新鮮な表情に、雷真は魅了されそうになる。

「ですが、お祖母さまと向き合わずして、変わることはできません。わたくしも、一門も。それに、もう大丈夫なんです」

「…………？」

「わたくしにも、頼れるお友達がいますから！」

　シャルを振り向き、微笑み合う。シャルもまた、力強く請け合った。

「私たちがついてるわ。だから貴方あなたは行って。夜や々やのところへ！」

　シンとロキが前に出て、雷真を護まもる壁となる。綺羅は凄すさまじい形相で彼らをにらんだが、今さら雷真を襲う気力はないらしく、魔力を練りはしなかった。

　ロキが船首をわずかに上向け、背中越しに言った。

「上に集中していろ。一気に高度を上げるぞ」

　返事を待たず、加速させる。加重がかかり、全員が甲板に押しつけられた。

　激しい震動の中、雷らい真しんは頭上の神性機巧マシンドールに神経を集中させる。それはぐんぐん近付き、やがて追い越し、眼下になった。

　風はごうごうと騒がしい。その騒音に負けじと、仲間たちに大声で叫ぶ。

「あのよ！　極東の島国を飛び出して──こんな地球の裏側まできてさ！」

　万感の想おもいを込め、たったひと言、伝えたい想いを告げる。

「おまえたちに会えて、本当によかった！」

　実に陳腐な台詞せりふだと自分で思う。だが、それこそが、偽らざる実感だった。

「行くぞ、小こ紫むらさき！」

「うん！」

　手をつなぎ、甲板を蹴ける。ロキの起こす風に背を押され、一気に闘技場の上まで飛んだ。そうして見下ろす、朽ちた闘技場の舞台には──




　白く、冷たい、相棒の姿がある。
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「会えてよかった──ですって！」

　雷真の言葉を繰り返し、シャルはくすりと笑った。

　そのとなりで、ロキも小さく肩を揺する。

「こちらの台詞だ。熱血バカめ」

　雷真が残して行った言葉は、シャルにも、シグムントにも、ロキにも、アリスとシンの主従にも、そしてもちろん日ひの輪わにも、確かな〈熱〉を与えてくれた。

　いまだ荒れ狂う嵐の中、日輪は綺き羅らに向かって歩を進める。

　かつて感じた恐怖は、今はもうない。今なら、この祖母と逃げずに向き合える。

　日輪は綺羅をまっすぐ見み据すえ、懇願でも恫どう喝かつでもなく、素直な気持ちでこう言った。

「お祖ば母あさま。どうか雷真さまにお力をお貸しください」

「要るのは一門の力やろ！　あんたの好きにしたらええ！　お館としてな！」

「そのように考えたこともありました。けれど、一門にはまだお祖母さまが必要なのです。なぜなら、わたくしがまだ、お祖母さまに追いついていないからです」

　陰おん陽みよう師じとしての力量だけではない。一門を束ね、世界大戦の難局を乗り切るには、日輪は指導者として未熟すぎる。綺羅の言いなりだった父母にも、それはできない。現時点で、綺羅をおいてほかに、それができる陰陽師はいない。

「ふん……それがわかっとって、何で歯向かう？」

　綺き羅らは意地悪く笑って、再び魔力をみなぎらせた。

「あんたに力が足りん言うなら、今ここで超えてみぃ！」

　肩から妖気が噴き上がり、周辺の瘴しよう気きが勢いを盛り返す。

　闇の中から無数の式神が湧き出し、一斉に襲い掛かってくる。仲間たちが迎え撃とうとするのを、日ひの輪わは目線で制し、自ら攻撃の矢面に立った。

　シャルの体が緊張に強こわ張ばる。しかし、彼女の心配は杞き憂ゆうに終わった。日輪が思った通り、綺羅の攻撃は微妙に的を外し、日輪を傷つけることはなかった。

　──これが、綺羅の本心だ。

　どんなに激げき昂こうしても、日輪を殺すことは綺羅にはできない。だから先刻も、卑ひ無む牢ろなどという回りくどい手を使った。

　この祖母の真心に気付かず、日輪はずっと甘えてきた。綺羅という揺りかごに抱かれ、守られながら、その揺りかごの中で祖母に反発した。

　これを愛情として受け取るのは、まだ抵抗がある。だが、綺羅は確かに、日輪と一門のために生きてきた。それだけは理解できる。

　その愛のいくばくかを、雷らい真しんにも与えて欲しい──それが日輪の願いだ。

　式神たちに身をさらし、日輪は一歩ずつ祖母に近付いた。

「雷真さまのお言葉を、お祖ば母あさまは聞かれなかったのですか？　赤あか羽ばね一門が滅びたわけを、雷真さまはご存ぞん知じでした。なのに、温情をかけてくださいました」

　いつしか瘴気の嵐はおさまり、ただ夜風が吹き抜けている。

　その静寂の中、日輪は綺羅と対たい峙じする。

「お祖母さまの助力がなくとも、雷真さまは事を成します。きっと、成されます。それでも『力を貸せ』と言ってくださった──それは、一門の者たちをおもんばかってのことです。それがわからぬお祖母さまではないでしょう？」

　雷真がくれたのは、贖しよく罪ざいの機会であり、手段だ。

　彼が差し出してくれた手を、その厚意を、無下にしてはならない。

　だから、日輪はその場に膝をつき、三つ指をついて、ひれ伏した。

「この通り、日輪が伏してお願いいたします。どうか、雷真さまにお力添えを」

　仲間たちが息を詰め、綺羅の応答を待つ。

　長い長い沈黙の末、綺羅はぽつりとつぶやいた。

「……通らん」

　それから、にやりと唇を曲げる。

「て言うたら、どないする気や？」

「……雷真さまの代わりに、わたくしが手を汚す覚悟もあります」

「わてを殺すか？　この祖母を？　そうまで、あの小僧に入れ込むか？」

　ゆっくりとかぶりを振る。無感動に聞こえた綺き羅らの声に、不意に激情が宿った。

「何でわからん……！　土ど門もんのおなごが、好いた男と一緒になんかなられへんのや！」

「そのようなことは、もうよいのです！」

　反射的に言い返す。日ひの輪わははっとして顔を伏せ、湿った声で続けた。

「……聞いてください、お祖ば母あさま。この英国で、日輪は初めてお友達を得ました」

　綺羅がじろりとシャルをにらむ。刺とげ々とげしい視線を気にしたふうもなく、シャルはあたたかな眼で日輪を見つめ、うなずいてくれた。

　勇気を得て、日輪は再び祖母と向き合う。

「とても素敵な、得難いお友達です。ともに泣き、笑い、必要とあらば頰ほおを張ってくれる──賢くて、麗しい、太陽のような人です」

　シャルが頰を染める。褒めちぎられて、恥ずかしくなったようだ。

「日輪は、このシャルロットさまに──」

　かぶりを振り、言い直す。

「シャルに恥じない、太陽の道を歩みとうございます」

　堂々たる宣言に、綺き羅らはわずかに目を見張り、それから半眼になった。

「ふん……聞かせて欲しぃもんやな。どんな道が太陽や？」












「お友達の信頼を裏切らぬ道です」

「父祖をないがしろにしてか？　いざなぎ流をつぶしてか!?」

「いざなぎ流は続きます。けれど、それはお祖ば母あさまが護まもろうとした、古い流儀ではありません。古き魔術は廃すたれ、機巧魔術が取って代わる……そんな時代のうねりの中で、我ら一門だけが昔のままではいられないのです」

「通らん！　土ど門もんの名こそ未み来らい永えい劫ごう陰おん陽みようの理、いざなぎ流の御柱や！」

「ではもう、その名を捨ててしまいましょう」

　かくん、と綺き羅らのあごが外れた。

「な……んやて？」

「お祖母さまのおっしゃる通り、わたくしが雷らい真しんさまと結ばれることは……ないのかも知れません。ですが、土門の女が、いっぺん口に出して言うたことや」

　きっ、と力強くにらみつける。

「たとえ選ばれずとも、うちはもう赤あか羽ばねの人間──赤羽日ひの輪わや！」

「そ……んなん……通るかっ！」

　と怒鳴ってから、綺羅は何かに気付いた。

　瞳が小刻みに揺れ、顔からも、指先からも、血の気けが退ひく。

「そうか……土門を絶やす凶きよう兆ちようの姫……赤羽の名を継ぐ、呪いの忌み子は……！」

　視線が定まらない。綺羅はふらふらと後ずさり、悲鳴交じりに叫んだ。

「あんたか、日輪ぁ！」

　綺羅の悲痛な叫びが、夜風に吸い込まれるように消えていく。

　呆あつ気けに取られる一同の前で、綺羅はよろめき、その場に尻餅をついた。

　打ちひしがれ、へたり込む。もう立ち上がる気力もない。その姿は本当に、百戦錬磨の大魔女でも、いざなぎ一門を束ねるお館でもなく、疲れ果てた老女に見えた。

　祖母と同じように驚きよう愕がくしながら、まだ日輪は冷静だった。

　綺羅の動揺はよくわかる。日輪が本当に凶兆の姫であるなら、これほどの皮肉もない。日輪がそうなるに至った因果の発端は、ほかでもない綺羅自身にあるのだ。

　雷真と婚約させたのも、二人の仲を引き裂こうとしたのも、どちらも綺羅──

「は……はは……」

　かすれた声が響く。綺羅は己のひたいをぺしりと叩たたき、泣き笑いになった。

「滑稽……滑稽や……！　半生をかけて……してきたことが……っ」

　祖母の涙を見て、日輪の胸は締めつけられるように痛んだ。

　鬼のようなこの祖母が、こんなふうに泣き崩れるなど、夢にも思っていなかった。

「どこで……間ま違ちごぉたんやろなァ……？」

　はらはらと落涙しながら、綺羅は天上の月を見上げる。

「わてにも……あんたと同じ、まっすぐな心根……あったはずやのになァ……」

　枯れ木のような指を折り、小さなこぶしを握にぎる。

「機巧なんぞはのさばらせん……伴ば天て連れんに日の本を好きにはさせん……その一心で土ど門もんを護まもり、一門を護り……あんたを護ってきたことが……全部……無駄か」

「……いいえ、無駄ではありません」

　祖母の前に膝を進め、日ひの輪わは訴えるように言った。

「お祖ば母あさまが護り、育んでくださった日輪は、こうしてここにおります」

「────」

「お友達を得て、一門の者とともに、世界を護る戦いに立ち会っております」

　泣きながら微笑ほほえんで見せる。祖母の心に届けと、祈りを込めて。

　日輪はそっと立ち上がり、祖母に手を差し伸べた。

「さあ、お立ちください。出遅れたとあっては、それこそ土門の名が廃すたります」

　この祖母に、日輪はもう怖おそれを抱かない。

　今ようやく、当たり前の祖母と孫になれた気がしている。

　綺き羅らも同じ気持ちなのだろうか。まぶしそうに日輪を見上げ、かすかに笑った。

「……あの泣き虫姫が……ほんま、強ぉなった」

「ありがとうございます」

「ふん……きかん娘になった、ゆうたのや！」

　日輪の手を払いのけ、綺羅は自らの足で立ち上がった。

　それから、やくざ者のように乱暴に言葉を並べ立てる。

「あんたが土門を捨てるなら、わても好きにさしてもらうで。お館なんぞは金輪際やめや。家も一門ももう知らん。この身ひとつ、もうわての勝手や！」

　着物の袖をまくり、再び魔力を高める。しかしそれは、日輪を攻撃するためではない。

　綺羅は日輪に背を向け、頭上の闘技場をにらんでいた。

「……お祖母さま？」

「一生にいっぺんくらい、孫の駄だ々だに付き合おうたるわ」

「────！」

「ぼさっとすな！　はよ魔術師協会ネクタルさんに連絡つけえ！」

「は、はい！」

　という日輪の返事は、もう涙で上ずっていた。

　まぶたが熱く燃えている。たとえ友達を得て、一門を継いだとしても──

　泣き虫であることは、まだしばらく、やめられそうにない。
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　シャルの繕ってくれた制服が、雷らい真しんを真冬の夜風から護まもっている。

　身を切る冷たさも気にならない。雷真の眼は今、その標的だけを見み据すえている。

　後は重力のまま落下するだけ。眼下には半分に欠け落ちた闘技場があり、神々しいほどに白い、人じん智ちを超えた存在が立っていた。

　大気が怯おびえている。この世界全体が、あの存在に震えている。

　つないだ手を通して、小こ紫むらさきの震えが伝わってきた。

「雷真……あんなの……っ」

「ああ、絶対に勝てない。間近にすると、はっきりわかるな」

　エドマンドと綺き羅らがここを離れ、地上に逃のがれた理由がわかる。並みの人間では、正気をたもつこともできないはずだ。雷真自身、生存本能が悲鳴をあげている。

　それでも。

「神性機巧マシンドールに人間は勝てない。それは真理ってやつなんだろう。逆に言えば、あれが神性機巧でなければ、可能性はある」

　そこにこそ、たったひとつ、人類の活路がある。

　神性機巧がこちらを見上げる。視界にとらえられた瞬間、悪寒が走った。

　凍いてつく眼光が雷真を射抜き──

「小紫！」

「えっ？」

　雷真は左手で小紫を抱え、右手の刀で魔ま靭じんを放った。一瞬後、予感した通りに、強烈な魔力の波動にさらされる。押し寄せる濁流。魔靭が奔流を上下に分け、かろうじて、二人ぶんの空くう隙げきをこじ開けた。

　空隙の外では凄すさまじい衝撃波が走り、機巧都市の天が裂ける。市街に白波のようなものが立ち、それは郊外にまで爪つめ痕あとを刻んだ。

「雷真っ、あの方向は……姉さまがっ」

「大丈夫だ。ほら」

　魔砲の余波の行く先に、突然きらめきが散った。

　月光を弾はじく巨大な壁──氷で築いた防波堤だ。撫子なでしこや避難民、機巧師団のいるあたりを、ドーム状の氷壁が護っている。

「あれ、姉さまの……！」

「そうだ。いろりが護ってくれてる。俺おれたちを信じてな」

　あれほどの規模だ。死力を振り絞ったに違いない。雷真が目的を果たし、世界を救うと信じて、いろりもあの場で戦っている。

　力が湧いてくるのを感じた。一世一代の大おお博ばく打ち、必ず勝って見せる。

　再び神性機巧マシンドールに向き直り、小こ紫むらさきとともに舞台に降り立つ。

　着地の衝撃で刀に亀裂が走り、刀身が端から崩れ始めた。未熟な魔ま靭じんで魔力に侵され、限界を迎えたようだ。鍛鉄が砂さ塵じんと化し、風に溶けるように消えてしまう。

　武器を失なくした不安はあったが──そんなものはもう必要ない。

　そもそも、刀一本でどうにかできる相手ではないのだ。敵がこちらを消すと決めた時点で、雷らい真しんの命運は簡単に尽きる。本気の神性機巧に抵抗する手段は、おそらく存在しない。しかし、それはやはり、人類の敗北を認める理由にはならない。

　神性機巧の姿を見て、小紫が思わずと言ったふうに両手で口を覆った。

「夜や々や姉さま……」

　じんわり涙ぐむ。そのくらい、神性機巧の外見は夜々そのものだった。

　わずかに目尻が切れ上がる、大きな眼。ちょんとついた小鼻。小さく丸い唇。細い首に、華きや奢しやに見える鎖骨。しぼれた腰。風に泳ぐ髪のやわらかさまで、夜々そのものだ。違うのは、その冷たい表情と、純白の色と、着物の意匠だけ。

　白い装束は肩回りが大きく開き、裾が長く、どこか硝しよう子この着物に似ていた。

　瘴しよう気き漂う天の黒に、その白はいやに映える。ここだけ世界から色が消えてしまったのではないかとさえ思う。現実感はなかったが、相棒を失ったのと同じように、これはやはり現実だった。夢でも幻でもないことを、漂う威圧感が教えてくれる。相手がまばたきするだけで、空間が軋きしむような気がした。

　雷真は小紫を背中でかばい、神性機巧に向かって手を挙げた。

「よう、相棒。迎えにきたぜ」

　穏やかに声をかける。雷真のふざけた言葉に、相手は無反応だった。

　攻撃の素振りはない。ただじっと、射すくめるような視線を向けている。魔砲を凌しのいで見せたことで、多少はこちらに興味を抱いたのだろうか？

　怯ひるんだ姿を見せるのは危険に思えた。その一方で、そうしたこちらの心理さえ、相手は見抜いているようにも思えた。

　相手は人間を超越している。神や悪魔が実在するなら、この敵はその次元にいる。

（本当にこっちの考えが筒抜けなら、それはそれで気楽なんだがな）

　雷真は肩の力を抜き、いつもの調子で語りかけた。

「何だよ、返事もしてくれねえのか？　ずいぶん手荒い歓迎したくせによ。つーか、俺おれを相手にさっきのアレはねえんじゃねえか。なあ──夜々？」

　祈りを込めて、その名を口にする。

「……ヤヤ？」

　神性機巧が反応した。『ヤヤ』と、確かにその音を繰り返した。

　月を思わせる瞳が、かすかに動く。違和感の正体を探しているように見える。

　相手がしゃべったことに、小こ紫むらさきが驚く。だが、雷らい真しんに驚きはない。しゃべって当然だ。なぜならこれは、俺の相棒なのだから。

　雪花が肌で溶けるように、雷真の心から恐怖が消えた。

　代わって確信が芽生えている。やはり、この姿は単なる模倣ではない。

　当然、この再会も偶然ではない。

「いるんだろ、夜や々や。その中にさ」

「────」

「そこに、おまえは、いるんだろ？」

　神性機巧マシンドールの表情が不愉快そうに歪ゆがめられた。

　だが、あちらの違和感が大きくなるほどに、こちらが感じる不協和は消えていく。

　記憶の中の彼女と、目の前の存在が、少しずつ重なっていく──

　雷真は小さく笑って、

「わからないって顔をしてるな。なら、わかるようにしてやるよ」

　無警戒に踏み出そうとする雷真を、小紫があわてて止めた。

「雷真っ、だめ……！」

　不安げに袖を引く。その手を優しく振りほどき、雷真は天を振り仰いだ。

「大丈夫だ。ほら、みんながやってくれてる」

　あたりを示す。いつしか、機巧都市に静寂が広がっていた。

　戦闘が止やみ、瘴しよう気きが晴れている。街の灯ひが消えているせいで、はるか彼方かなたまで星が見えた。あたかも湖面に反射するように、その星が地上にまで広がっていく。

　街の灯が戻った──のではない。地上でまたたく星は、雷真に味方する魔術師たちが、儀式のために燃やす魔力だ。

　魔力の灯が線となり、都市全域に巨大な魔法円を描き出す。

　星雲のように広がる魔素の輝き。莫ばく大だいな魔力が炎となり、天空に青白くオーロラを揺らめかせた。荘厳な光景を彩るように、どこからか清浄な歌声が聞こえてくる。それは無限連鎖反応アルフアサイクルを帯おびた、自動人形オートマトンエヴァンジェリンの歌だった。

　浄化の歌が瘴気を祓はらい清きよめ、儀式魔術〈万物流転パンタレイ〉を奏で始める。

　天空はキャンバス、地上はダイオラマ。分厚い書物を一枚の絵画で表現するさまに似て、それは精せい緻ちで、かつ美しかった。

　空間がゆがみ、時間が魔術に侵食される。数瞬ののち、月が端から欠け始めた。

　急激な蝕に月光がさえぎられ、闇と静けさが濃度を増す。

　──気がつけば、ひどく静かだ。風の音も、己の心音も、ひどく遠い。

　どうやら〈静寂しずかの刻とき〉が始まった。小紫が不安げに身を寄せてきた。

「雷らい真しん……何だか……息が苦しい」

「大丈夫だ。ここでじっとしてろ」

　大気中の魔素が消えていく。つまり今、空気は魔力を媒介していない。自動人形オートマトンにとって、それは窒息するようなものだろう。

　これが魔蝕──四年に一度、過すぎ越こしの夜に訪れる現象。

　本来、それは今夜きたるべきものではない。だが、大魔術〈万物流転パンタレイ〉によって、今日このときに再現されていた。

　教父〈時の翁フアザータイム〉の決断と、千人の魔術師と、無限連鎖反応アルフアサイクルの力が、それを成した。

　雷真は神性機巧マシンドールの様子をうかがった。白い夜や々やは両手を見つめ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「…………？」

　明らかに戸惑っている。魔蝕の効果を確信し、雷真はそちらへ歩き出した。

　魔素がない以上、魔砲は脅威にならない──はずだ。しかし、油断はできない。体内を走る魔力は生きている。もっとも、そのおかげで黒くろ薔ば薇らの秘術も生きているのだが。

（まだ、こっちの不利は変わらない）

　セフィラもこの状況を見ているはずだが、魔素がなければ手助けできない。魔女の支援は受けられず、紅こう翼よく陣じんを放つこともできない。

　ただ己の身ひとつで、神性機巧に立ち向かうのだ。

（上等だ。そうだろ、相棒？）

　月が完全に隠れ、蝕が折り返した。残り時間は限られていたが、焦って距離を詰めてはいけない。警戒され、拒絶されては意味がないからだ。夜々と初めて出会った頃を思い出しながら、雷真は一歩ずつ、ゆっくり二人の距離を縮めていった。

（会ったばかりで『俺おれの人形になれ』なんて言われて、愉快なわけがなかったよな？）

　いきなり道具扱いしてしまった。あの頃、雷真は人形をモノ扱いしていた。

（だが、おまえはなってくれた。俺の相棒に）

　箱根の山中でぶつかり、互いに命を落としかけ、ようやく少しわかり合えた。

　夜々が受け入れてくれたからこそ、互いに無二の存在と認め合えたのだ。

（おまえはいつも、こんな俺を護まもってくれた。血を流しながら……傷つきながら。だが、おまえにだけ失わせるってのは、俺たちの流儀じゃない。そうだろ？）

　すべてをわかち合いたい。苦痛も、喪失も、半分ずつ。それが相棒だ。

（何が真円、何が完全な存在だよ。一人でなるなよ、そんなもんに）

　人間は不完全でいい。不完全だから、わかち合える。

（俺とおまえで半分ずつ、二人そろって初めて〈円〉だ。神話の時代から、男と女はそういうふうにできてんだ。そうやって俺たちは、何千、何万の時を超えてきた）

　いつか、そうではない時代がくるのだとしても──今はまだそのときではない。

（だから、俺おれは『不完全な』おまえを連れ帰る）

　そしてもう一度、最初からやり直すのだ。

　──気がつくと、雷らい真しんは神性機巧マシンドールの眼前に立っていた。

　そっと手を伸ばす。相手の瞳に緊張が走ったが、攻撃はされなかった。

　その頰ほおに手を触れる。神性機巧は射抜くように雷真を見た。殺意が閃ひらめいたようにも感じたが、やはり攻撃は飛んでこなかった。

　魔蝕の影響で雷真の第六感も鈍い。天眼も心眼も使えず、動物的直感も働かない。

　それはあちらも同じだろう。当たり前の人間のように、お互いがお互いを理解できない。だから、当たり前の人間のように、目と目を合わせて気持ちを探り合うしかない。

　見つめ合う。そのうちにふと、相手の敵意がやわらいだ──気がした。

　代わって生まれたのは、おそらく疑問だ。

　その疑問を、ためらいがちに、神性機巧は言葉にする。

「おまえは……なんだ？」

　夜や々やの声で発された、神性機巧にんげんからの問い。

　その問いに、雷真は人間として答えた。

「俺は赤あか羽ばね雷真だ」

　相手の瞳が不愉快そうに泳ぐ。見当外れの回答を得た様子だ。

　おそらく、人名になど興味はなかったのだろう。虫の一匹一匹に固有の名があるかどうかなど、雷真だって気にはしない。

　彼女がここで立ち尽くし、何をする素振りも見せなかったのはきっと、何をする必要も感じなかったからだ。

　脅威となる敵もなく、興味を惹ひく対象もなかった。

　壊そうと思えば壊せる世界に何の目的もなく生み落とされて、彼女はただ存在する以外に、なすべきことを見み出いだせなかった。

　超越者というのは、きっとそういうものだ。しかし、彼女はもう超越者ではない。

　なぜなら、この俺──赤羽雷真に、興味と疑問を抱いてしまったのだから。

　その疑問を解消すべく、彼女は再び口を開いた。

「おまえはなぜ、わたしをおそれない？」

「怖いさ。本当は膝が震えてる」

「ではなぜ、あえてわたしにちかづいた？」

「ただ、そうしたかったから」

　神性機巧が小首を傾かしげる。まるで話が通じていないようで、しかし二人の会話は確実に嚙かみ合あっている。

　雷真は微笑ほほえみ、からかうように訊きいた。

「じゃあ訊きくが、そう言うおまえは何なんだ？」

「わたしは、おまえたちが〈マシンドール〉とよぶもの」

「違う。おまえは夜や々やだ。俺おれの相棒だ」

　銀色の瞳に否ひ定ていの色が浮かぶ。雷らい真しんはかまわず、畳みかけた。

「硝しよう子こさんが造った究極の自動人形オートマトンで、雪せつ月げつ花かの月で、いろりの妹で、小こ紫むらさきの姉ちゃんで、俺の相棒の──夜々だ」

「ちがう！」

　はっきり感情の起伏を見せる。その人間らしい動揺に、雷真は勝機を見た。

　彼女は己の存在に疑問を持ち始めたのだ。ならば、ここにつけ入る隙はある。

「まあ聞けよ。さっきさ、シャルが俺を好きだと言ってくれたんだ」

「……なにを、いっている？」

「結婚してくれるってさ」

　多少の誇張があるのだが、そこは大目に見てもらおう。

　期待通り、神性機巧マシンドールの表情が硬く強こわ張ばった。

　目元がひきつり、美しい顔がゆがむのを見て、雷真は心の中で快かい哉さいを叫ぶ。

「どうした？　おまえ、傷ついたのか？」

「……なに？」

「俺がシャルと結婚するかもと思って、傷ついたんだろ？」

「つかない」

「今、むきになってるよな？」

「なってない！」

「ほらそれ！　おまえ、やっぱり神性機巧じゃないぜ！」

　すっと神性機巧のまぶたが下がる。殺意を帯おびた半眼を見て、雷真はあわてた。

「ちょっと待て！　神性機巧ってのはさ、何があっても傷つかない完全無欠の存在なんだ。なのにおまえは動揺して、苛いら立だって、傷ついた。つまりは不完全な存在なんだよ。そりゃそうだ。だっておまえは完全無欠の神性機巧なんかじゃなく──」

　続く言葉に、一生ぶんの願いをかける。

「俺の嫁……なんだからさ」

　雷電のような火花が、相手の眉み間けんに散った。

　美しい顔を苦しげにゆがめ、神性機巧は身じろぎをする。

「いま……なにを……いった？」

「だから、おまえは神性機巧じゃなく──」

「わたしは、おまえの、なんだ？」

　ぐっと顔を寄せてくる。潤んだ瞳に雷真を映し、真剣に答えを待っている。

　雷らい真しんは赤面した。超一流の戦闘技能を身につけても、魔術師の階かい梯ていを上がりきっても、こうしたことにはやはり別の慣れが必要なのだ。

「お、おまえな……二度も言わせる気かよ……!?」

「もういちど、いえ。わたしはおまえの、なんだ？」

　熱心に問う。雷真の言葉は確かに彼女の存在を揺さぶったのだ。今ならきっと、言葉は届く。ならばもう、逃げる選択肢は存在しない。

「こんなこと……日本男児がそうそう言えるもんじゃねえんだぞ？　そこのところをよくよく踏まえて聞けよ!?」

　下っ腹に力を込め、雷真は神性機巧マシンドールを抱きしめた。

「おまえが、世界一可愛かわいい、俺の嫁だ！」

　腕の中の小さな体が、びくりと震えた。

「戻ってこい、夜や々や。そして、ずっと一緒にいよう」

　最後のひと言は、照れずに言えた。

　たぶん、心の底から出てくれた言葉だから。

　そっと身を離し、相手の反応を見る。月のように白かった神性機巧の顔は、ほんのりと赤みが差し、にわかに華やいで見えた。

「……なぜ」

　そんな己の変化に戸惑い、神性機巧は震える己の指を見る。

「わたしは完全な存在……人機合一の具現……〈次の人間〉……なのに！」

　無機質だった声に誰かの血が通い、熱を帯おびる。

「わかる……この体は……おまえのその言葉を……ずっと待ち続けていた……！」

　神性機巧の双そう眸ぼうから、すうっと透明な涙が流れ落ちる。

　乙女の肌が色づき、生気が宿る──その瞬間、魔蝕が解けた。

　月が再び光を取り戻し、急激に魔素が増え始める。

　天から地へ、流星のごとく光が流れ、世界に魔力が甦よみがえる。既すでに万物流転パンタレイの魔法円は消滅し、代わって別の紋様が天空に浮かび上がっていた。

　雷真には読み解けない、極めて複雑な魔術式。ただし、その内容は知っている。

　大魔術〈因果性置換テオレイン〉。因果の連続性を操り、時には現実の方を書き換える壮大な魔術だ。こちらもまた、万物流転と並ぶ究極の儀式と言えた。

　莫ばく大だいな魔力の乱気流にもみくちゃにされ、塵ちり芥あくたにまで分解されそうになりながら、雷真は神性機巧を抱きしめる。

（さあ、おまえの輪郭かたちを取り戻せ、夜々！）

　魔蝕は既に神性機巧の鎧よろいをはいだ。人としての対話はその本質を揺さぶり、存在を揺るがし、神性機巧という概念をあやうくしたはずだ。

　今こそ──今なら──存在を書き換えることができる。そう信じる。

　雷らい真しんは霊感を研ぎ澄まし、神性機巧マシンドールの内側をのぞき込んだ。

　はるか広がる霊魂の大海を見通し、その一部となっているはずの夜や々やを捜す。

（夜々！　ここにいるんだろ！　俺おれが引き上げてやる！　だから手を伸ばせ！）

　雷真の脳裏に強烈なビジョンが浮かぶ。深い闇の向こうから、無数の手が差し出される──そういう光景だ。それは単なる空想ではなく、魔術師の霊感が状況を翻訳したもの。この手のひとつひとつが、ギュネスを構築していた材料──すなわち霊魂の具象なのだと、今の雷真には直観できる。

　ほとんどは主あるじのない人造霊魂だ。ギュネスの細胞であり、リヴァイアサンの構成分子となっていたもの。だが、そのうちの幾らかは、実際の死者に由来している。

　ギュネスは大気に満ちていた霊魂、すなわち瘴しよう気きを吸収し、縮退し、神性機巧へと変じたはず。そして、神性機巧が誕生した瞬間に、燃え尽きた霊魂があった。

　それこそが神性機巧誕生のトリガー。最後の決定打となった存在。

　本来、人形の霊魂は人のそれより弱い。しかし、夜々は雷真の生命を奪い、自らを遷移させ、人のそれに近付いていた。

　その夜々を取り込んで、ギュネスは神性機巧となったのだ。だとしたら、その逆も可能だろう。夜々が自我を取り戻し、この肉体を支配できれば……。

　夜々一人の力では不可能だ。雷真の力が加わってもまだ足りない。だが、ここには天地を覆うほどに膨れ上がった、仲間たちの魔力ちからがある。

　この瞬間のためにお膳立てされたと錯覚するような、究極の大魔術と、瘴気の大海と、それを扱える人々がいる。

　できるはずだ。だが、差し出された魂の手はあまりに多い。

　相棒を探り当てることができず、雷真は焦る。見極めを誤れば、すべてが水泡に帰す。芽生えた焦燥が集中を乱し、ますます焦る悪循環。精神が平衡を欠き、まともな判断力を失いかけた、そのとき──

　たくましい男の腕が一本、すっとこちらに伸びてきた。

　いかにも器用そうな長い指、骨ばった骨格には見覚えがある。

　男の腕はそっと雷真の頰ほおに触れ、それから、闇の一角を指差した。彼が示したその先に、やはり見覚えのある、華きや奢しやな少女の手が見えた。

　色白の細腕。しかし、誰だれにも負けない剛力を秘めた腕。

　こうして目を留めてしまえば、見間違えはしない。なぜならこの手は、兄とはまた別の意味で、ずっと雷真を護まもり、導いてくれたものだから。

　熱いものが込み上げ、雷真は泣いた。

（兄貴……ありがとう……！）

　因果性置換テオレインの効力が失われる前に、雷らい真しんは教えられた少女の手を取る。

　刹せつ那な、相棒の面影が胸に甦よみがえり、ビジョンが現実を塗り替えた。

　光こう芒ぼうが飛び散る。光の大洪水に身を浸しながら、雷真は胸中で兄に別れを言った。

　やがて光が遠のき、瘴しよう気きも蝕も闇もない、真冬の夜が戻ってくる。

　イメージの世界から戻った雷真は、先刻同様、天空の闘技場にいた。

　大魔術の余韻が空間を動揺させ、都市全域に魔力の波紋を飛ばしている。そのうねりもやがて弱まり、沈静していくのがわかった。

　凍える風のただ中で、雷真の胸はあたたかだった。なぜなら──

「雷真は……馬鹿です！　こんなっ……こんな危険を冒して！」

　胸で相棒が泣いている。夜や々やは泣きながら怒り、ひたいをこすりつけてきた。

「生身で神性機巧マシンドールにぶつかるなんて！　雷真にもしものことがあったら、夜々がこれまで頑張ってきたことが……失なくしたものが、全部無駄になるのに！」

「……悪かった」

　そっと、小さな頭を抱き寄せる。髪色はまだ雪のように淡いが、さらりとした手触りはかつてと変わらない。その確かな感触に、雷真は理解する。これはもう、神性機巧でも、アンドロギュネスでも、似せて造られたまがいものでもない。

　本当に、雷お真れの相棒なんだ、と。

　器から水があふれるように、夜々から魔力が抜けていく。神性機巧の力は個人にとどめておけるものではないのだろう。あふれた力が世界に溶け、拡散していく。

　今の夜々をどう定義するか、それは研究者の仕事だ。雷真にわかっているのはただ二つ、この夜々は本当に本物なのだということと──

　それだけで、自分は満足なのだということだ。

　相棒はどうなのだろう？　のぞき込んで見ると、夜々は泣き笑いになっていた。

「やっぱり夜々がいないと……雷真は駄目です……！　あぶなっかしくて……っ」

「ああ、そうだ。おまえがいないと、俺おれはてんで駄目だ。駄目駄目の駄目野郎だ」

　雷真は夜々を抱きしめ、ほとばしる願いを告げた。

「だから、もうどこにも行くな。この先は一生、俺のとなりにいてくれ」

「でも夜々は……もう普通の存在じゃないです……！」

「もともと普通じゃなかったよ」

「雷真こんなときまで！」

「おまえこそな！　つーか、やめろ！　マジで洒落しやれになってねえ！」

　力は急速に失われつつあるが、それでもまだ夜々の存在は神性機巧に近い。雷真は羽虫のようにつぶされるだろう。

　かつてのようににらみ合い、牽けん制せいし合っているうちに、お互い実感がわいてくる。

　どちらからともなく笑みがこぼれ、二人はもう一度、抱き合った。

　夜や々やは幸せそうにため息をつき、それから、少し強こわ張ばった声で言った。

「雷らい真しん……笑わないで聞いてくださいね？　一度は神性機巧マシンドールの一部になって、夜々は今、世界の秘密が全部わかったような気がしているんです」

「秘密？　何だ？」

「この世界がどういうふうにできているか……とか。今の夜々には、世界全体が本とか、数式みたいに見えます。世界の真理をすべて、読み解けると思うんです」

　全知──ということだろうか。雷真には想像もつかない境地だ。

「そりゃ大したもんだが……何か気になるのか？」

「この体は、夜々だけじゃなくて、雷真のお兄さんの魂ともつながっていました。この体を使えば、雷真のお父さんや、お母さんとも、つながれると思うんです。今の夜々には、それができます。今なら……今だけは」

　夜々の言っていることは、人間の身の雷真にはわからなかった。

　だが、何を言いたいのかはわかっていた。

　夜々の代わりに兄や父母を甦よみがえらせることができる──と、そう言っているのだ。

「なのに、本当に……夜々で、いいんですか？」

「当たり前だ」

「でも──」

　皆まで言わせず、雷真は小さな唇を指で押さえた。

「おまえをあきらめて兄貴を連れ戻す、なんて真ま似ねをしてみろ。俺おれは兄貴に殺されちまうよ。いろりや小こ紫むらさきだって俺を憎む──」

　そこまで言って、かぶりを振る。

「いや、そうじゃない。そうじゃないんだ」

　他人を理由にするのは卑ひ怯きようだ。それでは気持ちは伝わらない。

　だから今、無様に過ぎる本心を、滑稽なほど誠実に、さらけ出す。

「俺は、おまえがいい」

「…………！」

「俺やおまえよりずっと上等な人間が、あの世にはごまんといるんだろう。俺だけがいい思いをしたって、全人類に恨まれるかも知れない。それでも──この世の全部を敵に回しても、俺はおまえが欲しいんだ」

　相棒の手を握にぎりしめ、雷真は思いの丈を訴えた。

「だから、ついてきてくれ。この世の果てまで」

　夜々の眼から、ぽろぽろと真珠の涙があふれた。

　再び雷真の胸に顔をうずめ、頰ほおをすり寄せてくる。その華きや奢しやな肩を、雷真は壊れそうなくらいに強く、強く、抱きしめた。




　かくして、霊魂縮退アンドロギユネス、万物流転パンタレイ、因果性置換テオレイン──三つの大魔術によって、約二千年ぶりに死者の復活、神の御み業わざはなされた。

　ただし、代償は高くついた。人類は神性機巧マシンドールという空前の果実を食べ損ねたのだ。

　後世の人間は笑うかもしれない。あるいは、憤る者もいるだろう。史上最大の発見を、たった一人の〈人間〉と引き換えにしたのかと。だが、少なくともこの瞬間、滅亡の危機を脱した機巧都市に、雷らい真しんのわがままを笑う者はいない。

　雲の下から飛行船が浮き上がり、闘技場に顔を出す。小こ紫むらさきがそちらに駆け出し、ぴょんと高く飛び跳ね、両手で大きな『まる』をつくってみせた。

　月の形のサインを見て、船上の仲間たちが一斉に顔をほころばせる。彼らの視線や冷やかしの声にも、舞台上の恋人たちは反応しない。

　抱き合う男女の長い影が、月明かりに浮かび上がる。

　影は互いに寄り添って、いつまでも離れようとはしなかった。

















　天地を引っくり返したようなあの夜の大騒ぎから、三日が過ぎた。

　リヴァイアサン、穢え土ど、神性機巧マシンドールと、立て続けの大災害に蹂じゆう躙りんされ、機巧都市は傷ついている。破壊の痕は生々しく、水道の復旧もままならない。

　真冬の市街は冷え込み、煤すすけた塵ちりで空気も悪い。それでも、人々は建物の穴をふさぎ、道路を直し、物資を運ぶ。そう遠くない未来、再び街は輝きを取り戻すだろう。機巧文明華やかなりしリヴァプール──英国が世界に誇る、最先端工業都市の姿を。

　街のあちこちから蒸気が上がっている。その勢いを頼もしく思いながら、グリゼルダは学院のメインストリートを歩き出した。

　学院長公邸のひとつ、損そん傷しようの少なかった建物へ向かう。そこは現在、負傷者を収容する病棟を兼ねていて、ラザフォード学院長を筆頭に幾人かが入院していた。

　そのひとつ、とある病室に入る。

　患者の男はベッドの上で身を起こし、ぼんやり窓の外を眺めていた。

　長かった長髪は首のところで切りそろえられている。と言っても、意図してそうしたのではない。そこから断ち切られただけだ。首と一緒に。

　にやっと笑って、グリゼルダは挑発的に訊きいた。

「一度死んだ気分はどうだ？」

　声に反応し、男は呆ほうけた顔をこちらに向けた。

「なぜ……私は……？」

　確かめるように首をさする。そこにはもうかさぶたすらない。

「首を飛ばされた……と思いましたが」

「ああ、飛ばしてやった。実に芸術的な飛びっぷりだったな」

　彼の困惑ぶりが面白くて、グリゼルダは機嫌よく教えてやる。

「何も不思議はないだろう。私が生きていたのと同じ理由さ」

「……そもそも、貴女あなたはなぜ生きてるんです。胴体を二つに割られて」

「割られたのではない。割ったのだ」

　雲うん雀じやくは狐きつねにつままれたような顔をしていたが、やがて何かを探すように室内を見回した。──グリゼルダの自動人形オートマトン、二体の機械天使を探したのだろう。あいにく二体は修復中で、連れ歩いてはいない。

　魔術師ならぬ雲雀にも、そろそろ手品のタネが理解できているようだ。

「なるほど……あの〈ふらがらっは〉とやらで、自ら身を割ったと」

　完全統制振動フラガラツハは己の構成原子を制御する。振動方向が乱れれば、肉片があらぬ方向に飛び散ることもある。その仕組みを、グリゼルダは利用したのだ。

　己の肉体を二つに分けて、雲うん雀じやくの斬撃を回避した。同時に適度な『手ごたえ』を刀身に与え、断ち斬ったと誤認させた。

　所しよ詮せんは『斬られたふり』に過ぎない。雲雀はあきれ顔になった。

「豪胆にもほどがあります。素人にも危ない橋だとわかりますよ……」

「きわどい賭けではあったがな。頭と心臓のある方はともかく、下半身の構成原子を制御できるか、未知数だった。貴様がまともな心理状態であれば、見抜かれていたかもしれんし──とどめを刺しにくる可能性もあった」

「ですが……私はそうしなかった」

「そう、その甘さが貴様の敗因だ。恨むなら己の甘さを恨むがいい」

　グリゼルダは胸を張る。雲雀は素直に感心したようで、爽やかに微笑ほほえんだ。

「流石さすがは魔王ワイズマンさまです。ここは潔く、負けを認めましょう」

「その潔さが気に食わんのだ！」

「ええ……？」

　脅すような視線をぶつけ、雲雀の心をのぞこうとする。

「貴様がわずかでも抵抗していたら、どこかしらの血管を引き裂いていたはずだ。だが、貴様は微動だにせず、〈気〉で抗あらがいもしなかった。そんなふうにたやすく本能を抑え込めるものか。貴様は全身全霊で死のうとしていたということだぞ？」

「それはまあ……そのつもりでしたので」

「それが気に食わんと言っている！」

「面倒な人ですね……。それをおっしゃるなら、そちらこそおかしいですよ」

「何がだ？」

　細い目をすっと見開き、雲雀がグリゼルダを見た。

「なぜ、私を生かしたんです？　私は貴女あなたを裏切り、斬ろうとした男ですよ？」

「斬ろうとした……か。どうかな。貴様は加減したよ」

「……胴体を真っ二つにされて、加減もくそもないでしょう」

「そう、貴様は胴を狙った。頭蓋を縦に割ったなら、完全統制振動フラガラツハを用いたところで、元に戻すことはできなかっただろうさ」

「……それは胴体が最も大きな的だからです。外さぬため、回避させぬために」

「貴様ほどの腕でよく言う。まあ、貴様が仮に本気だったとしてもだ。誰だれであれ──惚ほれた女であれ──躊ちゆう躇ちよなく斬れる男は、嫌いではない」

「……それがたとえ、自分に刃を向けた者でも？」

「なればこそさ。私はこれで〈最強〉に近いところにいるのでな。取るに足らない男より、自分の存在を脅かす男の方が、まだしも関心を持てる。それに……」

　もっと大事な理由を、秘密を漏もらすように、グリゼルダは言った。

「私の馬鹿な愛まな弟で子しは、貴様を兄のように慕い、信じているのだ」

　雲うん雀じやくは黙った。雲雀にはやはり罪の意識がある。

　だからこそ、雷らい真しんに討うたれることを望んでいた。

　だからこそ、グリゼルダは雲雀を斬らなかった。

　悪党ならば、斬っていた。その方が世のため人のためだ。しかし──死を望む者に死を与えるのは、ある種の慈悲となるだろう。

　そんな甘えを許してやるつもりはない。償いには生涯を捧ささげるべきだ。

「貴様は一生、あいつが慕う〈剣の師〉を演じ続けろ。私が監視してやる」

「それは……遠回しの、プロポーズ？」

「ふ、ざ、け、る、な！　ああ、私が間違っていた！　血迷った！　やはり貴様は今すぐここで死ぬべきだ！」

　素手で殴り殺すことも、あるいは不可能ではない。だが、雲雀はくすくす笑いながら、無防備な体勢を崩さない。

　己の生死を、もうグリゼルダに預けている。

　グリゼルダは鼻白み、馬鹿らしくなって矛を収めた。

「ふん、貴様なぞいつでもやれる。しばらくは生かしておいてやるさ。それに私は負けず嫌いだ。剣では勝ったが、チェスではまだ勝ってない」

「そっちは一生かかりますよ」

　余計なことを言う。グリゼルダは舌打ちし、そして噴き出した。

　窓枠に腰をあずけ、眼下の中庭を見下ろす。

　中庭を囲む回廊を金髪の少女が駆けている。──向かう先は雷真の病室だろう。その姿を微笑ほほえましく眺めながら、グリゼルダはそっと言った。

「私も貴様もまだ死ねない。お互い弟子には負債のある身だ」

「……そうですね。特に、私は」

「そうとも。それに、貴様は私にも借りがあるのだぞ？」

　プロポーズまがいのことまで言っておいて、殺そうとしたのだ。結婚してやるかどうかはさておき、このネタは死ぬまで言ってやるつもりだった。

「私もいずれ己の師とケリをつけねばならんときがくる。そのとき、貴様を当て馬として利用させてもらうつもりだ。覚悟しておけ」

　返事の代わりに、雲雀は女性のようにたおやかな微笑みを浮かべた。

　肩の荷が降りたように、ごく自然に。

　彼にまとわりついていた死神は去った。安あん堵どしている自分に驚きながら、グリゼルダもまた、久方ぶりで清すが々すがしく微笑ほほえんだ。
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　絹糸のような金髪を揺らして、麗しい少女が廊下を走る。

　真新しい革靴がまぶしい。修繕されたばかりの廊下は、おろしたての絨じゆう毯たんもつややかで、全体に輝いて見えた。

　爽やかな朝の風を切り、鋼色の仔こ竜りゆうが飛んでくる。

「元気だな、シャル。日ひの輪わが帰国してしまい、落ち込むかと思ったが」

「もちろん寂しいわよ。だけど、これっきりってわけじゃないでしょ？」

　足は止めないまま、シャルは屈くつ託たくなく笑う。

「ヒノワとは一生友達でいられる──そんな予感がするの！」

「……そうか。それはよかった」

　シャルの肩にとまり、シグムントはまぶしそうにシャルを見上げた。その表情は、娘の成長に目を細める父親のそれだ。

　シャルの直観通り、二人の少女は深い友情で結ばれた。二人が生涯に交わした往復書簡は百余通に達することとなるのだが──それはまだ先の話だ。

　目的の病室に到着すると、弾んだ息を整えもせず、シャルは元気に扉を開けた。

「おはようみんな！　調子はどう？」

　そこでシャルが見たものは、どこか懐かしい光景だった。

　薬品のにおいが漂う清潔な室内に、雷らい真しんと仲間たちがいる。かつてと違うのは、ロキではなく姉のフレイが入院しているということだ。

　ロキはフレイのベッドサイドで果物をむいている。周囲にはラビを筆頭に、ふさふさのガルム犬が勢ぞろいしていて、犬好きのシャルは思わず表情がゆるんでしまう。

　雷真のベッドには夜や々やがいて、こちらも甲か斐い甲が斐いしく雷真の世話を焼いていた。

　あのとき真っ白だった夜々の髪は、元通り緑の黒髪になっている。体調は完全に本調子で、初めて出会った頃と同じように潑はつ剌らつとしていた。

　感動を嚙かみ締しめるシャルの耳に、ふと、張り詰めた声が聞こえてきた。

「雷真殿。このいろり、折り入ってお願いがございます」

　夜々の姉いろりが、いやに真剣な調子で頭を下げている。

　何事だろう。聞き耳を立ててしまいながら、シャルはそちらに近付いた。

「夜々が人の身を得たのは、神性機巧マシンドールの力ではなく、硝しよう子この設計通りと聞きました」

「ああ……硝子さんはそう言ってたな。それが雪せつ月げつ花かを造った目的だって」

「でしたら、私や小こ紫むらさきにも変異の可能性はあるのではありませんか？」

「まあ……あるだろうな」

「ならば、私も〈女〉にしてください！」

　賑にぎやかだった病室が静まり返る。無論、シャルも言葉を失った。

　室温が二度ほど下がり、雷らい真しんのひたいに冷や汗の玉が浮いた。

「いろり……確実に誤解を招いてるわけだが、気付いてるか？」

「す、すみません。ええと、つまり、雷真殿の子種を頂戴したいのです」

「誤解してんのおまえじゃねえか！　神性機巧マシンドールはそういうもんじゃない！」

「姉さま！　どさくさに妻の地位を脅かそうとっ」

　興奮して立ち上がった夜や々やが、うっとうめいてうずくまった。

　下腹部を押さえ、硬直している。雷真はあわてて飛び起きた。

「どうした夜々？　どこか痛むのか？」

「な……何でもないです……」

「何でもない顔じゃねえだろ！　見せろ。どこだ！　魔力がいるのか？」

「っもぉぉぉ、雷真うるさいです！」

　怒って逃げる。夜々がこんな態度を取るのは珍しい。よろめきながらベッドを離れ、出て行こうとする夜々を、いろりがそっと後ろから支えた。

　委細承知している様子で、わけ知り顔を雷真に向ける。

「ご安心ください雷真殿。硝しよう子こからことづかっていることがございます」

「そ……そうか。じゃあ……任せる」

　姉妹がそそくさと病室を出ていく。雷真は困惑した。

「どうしたんだ、あいつ……。急にカリカリして」

　女子のシャルには事情がわかった。そのぶん、雷真の鈍さが癪しやくに障った。

「鈍感。無神経。能天気」

「いきなり何だよ！」

「馬鹿ね、あの子も〈人間〉になったってことじゃない。ねえ、フレイ？」

「う、ライシン……気を遣ってあげなきゃ、だめ」

　フレイにまでそう言われてしまっては、雷真も黙るほかない。姉を持つロキや、百五十年の時を生きるシグムントには察しがつくことなので、雷真だけが不満顔だ。

　じきに理解するだろう。シャルはその件には触れず、世間話のように探りを入れた。

「夜々の魔術回路、消えちゃったんですって？」

「ああ……正確に言えば、溶けた感じ、かな？」

「溶けた？　どういうこと？」

「回路は失われたが、金剛力は失われてない。だからつまり……何つーか」

　雷真もよくわかっていないらしく、自信なさげに首をひねった。

「硝しよう子こさんが言うには、『金剛力を使える人間』と考えた方がいいらしい。魔術師の中には遺伝的に特別な力を持った人間ってのがいるだろ。赤う羽ちもそうだし、アスラの血筋もそうだと聞いた。そういう感じなんだと」

「ふーん……。夜や々やはもう、ほかの人形を使うこともできるのよね？」

「魔力を体外に放出できるからな。でもまあ、そんなのはおいおいわかればいいよ。俺おれにとっちゃ、あいつが戻ってきてくれただけで十分なんだ」

　嬉うれしそうに笑う。そんな顔を見せられると、やはり妬やけてしまう。

　しかし──

「……そうね。あれこそが、私たちの求めていた姿かもしれないわね！」

　自分でも不思議なのだが、シャルもまた、雷らい真しんと同じ顔をしているのだ。

　霊視したところでは、今の夜々はもう完全に人間と同じ構造を持っている。機能的にもおそらくそうだ。『月のもの』がきているくらいなので、決して見せかけではなく、母体の機能を有していると考えられる。

　恋敵としては一層の強敵になったわけだが、少しも嫌ではない。むしろ、こうなることを期待していたようにも思う。

　シャルはほがらかな気分で、もう一人の友達に声をかけた。

「フレイの方はどうなの？　気分は？」

「うん、いい。ありがとう」

　フレイが微笑ほほえむ。確かに体調はよさそうだが、見た目は少々痛々しい。

　体も、顔も、半分以上を包帯で覆われている。救出されたとき、全身の肌が瘴しよう気きに侵され、火傷やけどのようになっていた。周囲に漂う甘い芳香は、治療用の霊薬エリクサーのものだ。

　シャルは雷真を振り返り、すがるように訊きいた。

「ねえ。花か柳りゆう斎さい先生なら、何とかできない？」

「そのことなら、精セ瑠ルよりもっといい方法があるってことになった」

「いい方法？」

　雷真が意味ありげな視線をロキに送る。ロキはむいたリンゴを姉に押しつけつつ、少々面倒くさそうに説明してくれた。

「セトの瘴気術を使えば、瘴気を人体に変換できるそうだ。やり方がわかれば、花柳斎が施術してくれると言っている」

「人体の……精製ってこと!?　それって禁忌の術……よね？　そもそも瘴気ってもの自体、人の生命を材料にするんでしょ？」

「生いけ贄にえが必要ないくらい、大量の瘴気がストックできただろう？」

　あっ、となる。綺き羅らが生み出した穢え土どのおかげで、都市が覆われるほどの瘴気が生まれたのだ。学院の教授たちがその機を見過ごすはずはない。

「抜け目ないわね……。なるほど、それを使えば、ロキの悲願も叶かなうってわけね」

「そうだ。姉貴の治療も、心臓の合成も一度にできる」

「アリスの体もな」

　雷らい真しんが嬉うれしそうに付け足す。

「だから俺おれとロキでちょいと出かけて、その秘術を盗んでくるよ」

　男子二人のあいだで、そんな話がついていたらしい。

　二人が落ち着いていた理由を知って、シャルの方は落ち着きを失なくした。

「二人だけで行く気!?　薔ば薇らの師団は今、金きん薔ば薇らの遺産を巡って抗争中でしょっ？」

「好都合だろ。そのどさくさに紛れて、くすねてくりゃいいんだからさ」

　相当な自信をつけたようで、雷真は何でもないことのように言った。それはロキも同様で、さして冒険だという様子もなく、淡々と言う。

「オルガによれば、金薔薇の本拠〈教会カタコム〉はイスタンブールの手前だそうだ。休暇が明けたら支度を整え、すぐに発たつ」

「年明け早々に英国を出るとして──春までには帰ってこれるかな？」

「バカが、そんなに出ていられるか。この程度、ひと月で終わらせる」

「……姉ちゃんが心配なら、ついてこなくてもいいんだぞ？」

「底なしの愚鈍バカめ。ついてくるのは貴様の方だろう？」

「ケンカ売るな天井知らずバカ！　気を遣ってやってんのに！」

　言い合う二人を見て、俄が然ぜんシャルは食いついた。

「私も行きたい！　二人の邪魔はしないわ！　男同士の頑張りを見てるだけ！」

「役に立て！　何しにくる気だ！」

　という雷真のツッコミに、別の声が加勢した。

「絶対だめですー！　シャルロットさんはお留守番です！」

　いつの間にか戻ってきた夜や々やが、扉の前からシャルをにらんでいた。

「まったく女め狐ぎつねは厚かましいです。はねむーんについてきたいだなんて」

「男二人で新婚旅行!?」

「腐ってる……!?　シャルロットさん、ついにそこまで……!?」

　夜々はぶるぶるとかぶりを振り、嬉しそうに胸を張った。

「もちろん、夜々と雷真のはねむーんです♡」

「いやらしい……！」

　シャルの刺とげ々とげしい視線を浴び、雷真は居心地が悪そうに咳せき払ばらいした。

「変な想像すんなバカ。ロキが一緒なんだし、妙なことにはならねえよ」

「そ、そんな……！」がーん！

　打ちひしがれる夜々を放置して、雷真はさらに言った。

「そもそもシャルが出歩けるわけねーだろ。次の学生総代さんがよ」

「ま、まだ立候補しただけよ。選挙になったら、勝ち目はないわ……」

　おや、という顔で、ロキが横から口を挟んだ。

「推薦人はオルガだろう？　ならば、決まったようなものだ」

　そう、シャルの出馬はオルガの推挙によるものだ。自分の後継として、立候補するよう強要──もとい『お願い』されている。

「だって私よ？　暴竜Ｔレックスよ？　誰だれが私に票を入れてくれるっていうのよ……」

　雷らい真しんとロキが互いに顔を見合わせ、同時に笑い出した。シャルは赤くなり、

「何が可お笑かしいの！」

「いや、おまえ以上の適任者はいねえよ。ロキは総代ってガラでもねえし」

「式典挨拶だの、総代会議だの、面倒ごとばかりだからな」

「そう……なのかしら？　でも……」

　自信はない。春先までは学院の鼻つまみ者だったのだ。そんな自分が学生総代になろうなどとは、誰が想像しただろう？

　だが、オルガと約束した以上、今さら引っ込めるつもりもない。雷真とロキが旅に出ているあいだ、学院を守らなければと思う気持ちもある。

　シャルはフレイを振り向き、一番の心配事を訊きいた。

「ロキがいなくて、フレイは大丈夫なの？」

「う、大丈夫。アンリとヘイゼルが看みてくれるから」

「えっ、ヘイゼル……あの子こそ大丈夫？」

　ロキに問う。ロキは肩をすくめ、さらりと応えた。

「オレとは馬が合わないが、姉貴の言うことだけはよく聞く。オレがいない方が、姉貴とべったりできていいのさ。おまえの妹ともな」

　ヘイゼルは危険人物だが、アンリやフレイとは不思議と仲がいいのだ。何となく悔しい気持ちを抱えつつ、シャルは男子二人の計画に納得した。

「わかったわ。貴方あなたたちの旅の成功を毎日お祈りする」

「そうしてくれ。まあ心配すんな。荒事は避けられねーが、ロキと上う手まくやるさ」

「もちろん夜や々やも一緒ですよ♡」

　夜々が袖をまくり、小さな力こぶをつくって見せる。シャルは一気に気持ちが軽くなり──そして少しだけ寂しくなって、うなずいた。

　ぽーん、ぽーん、と時計が鳴り、雷真が急にあわて出す。

「お、もうこんな時間か。悪い、ちょっと外す」

「何？　どこ行くの？」

「学院長に呼ばれてた。顔を出してくる」

　すっかり体の調子はいいらしい。雷らい真しんは身軽にベッドを下り、病室を出て行った。
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　病室を出た雷真は、薄ら寒い廊下を渡った。

　片方の壁は庭園に面していて、窓から冬の青空が見える。ガラス越しの冷気にぶるりと身震いしたとき、庭園にはかなげな人影を見つけた。

　あたかも一輪の白しら百ゆ合りのよう。立ち木に寄り添い、ぽつんと立ち尽くしている。

　追いついてきた夜や々やが、不思議そうに訊きいた。

「雷真？　どうかしました？」

「いろりだ」

　たたずまいはひどく静かだ。声をかけるのがはばかられるほどに。

　姉の姿に思うところがあったらしく、夜々がこんなことを言い出した。

「あの……戦隊スコードロンの修復はどうなってるんでしょう？」

「硝しよう子こさんとイオがやってくれてる。ボディはもう八割方終わったそうだが……」

　残念ながら、人格までは元通りにはならない。生体部品を外したことで、修復不可能な欠損部位ができている。再起動後は、戦隊の自我も別人のそれに置き換わるだろう。

　夜々はうつむき、悲しげにつぶやいた。

「たぶん、姉さま……それで元気がないんです」

「……火垂ほたるか」

　いろりは火垂を妹のように思っていたようだ。

　ああして天を見上げるいろりは、何を思っているのだろう？

　かける言葉が見つからず、雷真も、夜々も、立ち尽くすしかない。

　そのとき、廊下の向こうから、車椅子に乗せられて、一人の少女が現れた。

　現れたのは撫子なでしこだ。見れば見るほど火垂に似て──否、それは順序が逆だろう。撫子の容貌を、火垂が体現していたのだから。

　車椅子を押しているのは、イオネラそっくりの自動人形オートマトンエヴァンジェリン。彼女は撫子の看護役を引き受けてくれている。

　撫子は雷真ではなく、いろりを見つめていた。唇を引き結び、いろりに近付いていく。いろりは気付いて一礼したが、そのまま背を向け、立ち去ろうとした。

　逃げるような態度。撫子は傷ついたような顔をして、思い切ったように叫んだ。

「いろり……さん！」

　語気が強い。その剣けん幕まくに驚いて、いろりが足を止める。

「な……何でしょうか、撫子殿」

「私のこと、さけてますよね？」

「そそそのようなことは、決して！」

　うろたえた声を出す。いろりが戸惑っているうちに、撫子なでしこは驚くべき行動に出た。

　車椅子を蹴けり、いろりの方へ飛び出す。無論、足取りはおぼつかない。組織が定着したかどうかも怪しい手足なのだ。いろりはあわてて撫子に駆け寄った。

　いろりの胸に飛び込むと、撫子は訴えるように叫んだ。

「私の中の私が、すねるんです！　いろりさんのそういう態度に！」

「それは……すみません。ですが、私の態度とは、どのような……？」

「無視されるたび！　懐かい炉ろが恋しくなるんです！」

「────！」

　いろりが凍りついたように動きを止める。

　懐炉。確かに今、撫子は『懐炉』と言った。

（──あのときの！）

　雷らい真しんの脳裏に冬の夜空が甦よみがえる。天てん全ぜんの命を受け、戦隊スコードロンが雷真の生活を監視していた頃、いろりと撫子のあいだに懐炉を介した交流があった。

　撫子が知っている？　とすれば、火垂ほたるの記憶を引き継いでいるということか？

　火垂は撫子の大脳を格納していたのだから、それは普通にあり得ることだ。だが、撫子が言いたいのは、そんなことではない。












　秀才の妹でも、感情は上う手まく言葉にできない。撫子なでしこはもどかしげに、

「記憶を継いだだけなら、私はもっと撫子であるべきなんです。なのに、知らない感情がいっぱい沸いてきて……うまく言えないのですけど……！」

　そこまで言って、撫子は『きっ』とこちらをにらんだ。

「もう！　後は兄さまが説明してください！」

　雷らい真しんに振る。さすが、幼い雷真に劣等感を抱かせただけのことはあって、こちらの気配にちゃんと気付いていた。雷真は観念し、中庭の窓から声をかける。

「優しくしてやってくれよ、いろり。撫子を自分の妹だと思ってさ」

　意地っ張りの妹が言えないことを、兄が代わりに言ってやる。

「見た目はちょっと変わっちまったが、そいつは間違いなく火垂ほたるなんだ。組み立てた俺おれが言うんだ、間違いない」

　あのとき、天てん全ぜんは確かに撫子の霊魂を残してくれた。

　だが、火垂にも霊魂と呼べるものはあった。火垂だけでなく、戦隊スコードロンの皆に。それは分割された撫子の肉体に宿っていたもので、もともと撫子の一部だったものだ。

　それが再びひとつに戻った。撫子は火垂でもあり、そこに矛盾はない。

　理屈はそういうことなのだが──問題は理屈ではない。

　いろりがどう感じ、どう思うか。いろりが受け入れてくれるかどうかだ。

　いろりはそっと撫子を引き離し、その顔を見下ろした。

　撫子の黒い瞳は、火垂のそれではない。黒髪もまた、火垂とは似ていない。

　だが、輝きは同じだ。いろりを見上げる瞳が宿し、隠している感情も。

　いろりはそっと撫子の頰ほおに触れ、確かめるようにつぶやいた。

「……火垂」

　その途端、撫子の頰が桜色に染まった。

　撫子は眼を潤ませ、いろりの手に自分の手を重ねて、頰擦りした。

「やっぱり、私……その名前で呼ばれるの……嬉うれしいみたいです……！」

「……そうか」

　見つめ合う二人の眼から、透明なしずくがこぼれ落ちた。

　エヴァンジェリンがこちらに目配せし、そっと下がる。──気を利かせてくれたのだろう。雷真と夜や々やも足音を殺し、その場を離れた。

　庭園から遠ざかったところで、エヴァンジェリンと合流する。

「妹が世話になるな、エヴァ。イオはどんな調子だ？」

「どんな──とはまた、不明瞭なご質問ですが」

　くすり、とエヴァンジェリンは笑みをこぼした。

「花か柳りゆう斎さい先生とご一緒でき、毎日とても楽しそうでいらっしゃいます」

　やわらかく人間的な物腰。以前の無機質な彼女とはずいぶん違う。

　どうやら彼女も、この日々はまんざらでもないらしい。

「イオのやつ、硝しよう子こさんのファンだって言ってたもんな」

「はい。イオネラさまの愛読書をお書きになったのは、あの女性ではないそうですが──それでもその書の内容について、お二人で何やかやと議論していらっしゃいます」

　その光景を想像して、雷らい真しんは可お笑かしくなった。イオネラのことだから、硝子を質問攻めにしたり、人形をくれと無む茶ちやを言っているのだろう。

　雷真は幸福な気分でエヴァと別れ、再び廊下を歩き出した。

　階段を上がり、廊下を折り返すと、中央に木造りの重厚な扉が見えてくる。

　応接間──あの中で学院長が待っているはずだ。しかし、部屋に近付こうとしたところで、雷真の体内に呼び声が響いた。

　雷真は足を止め、こうべを垂れる。となりの夜や々やがびくっとなった。

「えっ、雷真？」

「控えろ、夜々。黒くろ薔ば薇らさまがお越しになる」

「ええっ!?」

　床のカーペットが裂け、時空の亀裂から巨大な骨の腕がせり上がってくる。

　おなじみの光景だ。骸骨の手には黒髪の美少女──の姿の魔女が座している。

「ほほほ、おまえもだんだん、作法というものがわかってきたではありませんの」

　セフィラは上機嫌で、「よきこと」と笑った。雷真は顔を上げ、

「こんなタイミングでいらっしゃるとは、どういったご用件だ？」

「このセフィラ・バルゼル・アプラクサスの言葉を覚えているでしょうね？　お前は恩人の助言を聞くのです。この輝かしき、門出の日に」

「門出──？」

　セフィラは目を細め、窓越しに青空を見上げた。

「わたくしがなぜ薔薇の師団に身を置いているか、おわかり？」

　あまりに唐突な質問だった。戸惑う雷真をよそに、魔女はさらに続ける。

「金きん薔ば薇らはわたくしの宿敵でした。何度あの首をねじ切ってやろうと思ったことか……。ですが、わたくしはそうしなかった。自制の理由が、おまえにわかりますか？」

「……いや」

「結論から言いましょう。薔薇の師団は必要悪です」

　魔女の双そう眸ぼうに意志の光が宿る。その鮮烈さに、雷真は気け圧おされた。

「悪の度合いで言えば、わたくしとて金薔薇と大差ない。幾度も争いを引き起こし、国をつぶしたことさえあります。たとえば先日などは、とある国で警察権を麻ま痺ひさせ、密売品の流通経路を守りましたのよ。おまえの倫理観では、これは？」

「そりゃ……いいことじゃ、ねえ」

「そう、悪ですわ。まごうことなき。ですが──」

　嚙かんで含めるように、一語一語ゆっくりと語る。

「そうした〈ご禁制〉品を作るのは、産業に乏しい最貧国。畑を焼けば、数十万が路頭に迷う。他方、ご禁制品を見み逃のがして、列強がこうむる被害は数千人かそこらです」

「だが、数の問題じゃ……」

　歯切れが悪くなるのを自覚する。そう、数の問題ではない。大を生かすために小を殺す──それは雷らい真しんが認めたがらない理屈だ。しかし、だったら小国を切り捨てることもできないはずで、論理は容易に破綻してしまう。まして、この場合は事の善悪もからんでいる。貧しさの中で悪を為なす者、それをどう考えればいい？

　セフィラは自じ嘲ちよう気味に笑って、いかにも残忍そうな眼まな差ざしを投げた。

「善人面するつもりはありません。貧者が暴徒となり、市場が衰退して困るのは先進国なのですから、わたくしは列強の権益を守っただけとも言えます。抜本的な改革を遅らせ、貧者の苦難を長引かせただけ、と教父あたりは言うのでしょう」

「……だが」

　貧者の苦難を、果たして正攻法で克服できるか？

　綺き麗れい事ごとを貫つらぬけば、百年後には貧困が地上から消えているとでも？

　今目の前にいる貧者を見殺しにして、人類の選別、あるいは自浄をうながす──なんてやり方は、雷真には許容しがたい。そんな、神のようなやり方は。

　道理を説いて聞かせるように、セフィラはゆっくりと続けた。

「結社は強者の利害を調停する者、この世の闇を統制する者です。ですが、闇がなければ眠りは浅く、澱よどみがなければ水草も育ちません。清きよすぎる流れは大魚にのみ都合がいい。その行き着く先は──わかりますわね？」

「……でかい魚も、じきに餌がなくなるってんだろ？」

　セフィラは微笑ほほえみ、うなずいた。

「世界を支配するのは正義であるべきです。しかし、悪の一切を許さない世界は必ず滅ぶ。なぜなら、正義というものは常に勝者のかたわらにあるからです。正義を守るとは、強者を守るのと同じことですのよ」

「……そんな理屈にゃ賛同しねえが」

　否ひ定ていしてしまうこともできない。セフィラが言ったこととそっくり同じことは、雷真の生まれた国でも川柳に歌われるほどなのだ。それに──

「あんたはフレイの命をつないでくれた。俺おれと夜や々やのことも……救ってくれた。あんたを頭から否定し、憎むことは……今の俺には難しい」

　ふっとセフィラの口角が上がる。

　雷らい真しんの若さを嘲笑している？　煮え切らなさを？　それとも……？

　微笑の意味を理解する前に、セフィラは次の言葉を口にした。

「では、恩人の助言を聞きなさい」

　満を持して、と言った風情で、かつて約束した〈助言〉を告げる。

「リリィの印章ブランドを持つおまえが、彼女の後継として、青薔ば薇らを継ぐのです」

「────!?」

　夜や々やの体がぴょんと跳ねる。雷真もまた、驚きに目を見張った。

「俺おれが青薔薇……!?　結社の幹部になれってのか!?」

「気に食わぬと？　まあそうでしょうねえ。ですが、狂王は金きん薔ば薇らとなりました」

　愕がく然ぜんとする。ほんの数日で、エドマンドはそんな立場になっていたのだ。

「彼はこの先、ますます力をつけていくでしょう。力尽ずくで止めようとすれば、世界大戦のようなことも起こる。ですが、おまえは王に価値を見み出いだされ、評価されているのです。力尽くではない手段を、あの愚王の方から差し出しているのですよ」

「対話……か」

　同じテーブルにつく資格を、エドマンドは雷真に見ている。

　ならばそれを利用しろというのが、黒くろ薔ば薇らの〈助言〉だ。

　理屈はわかる。理屈はわかるが、雷真は惑った。

「だが……！　結社は、罪もない連中を殺して……！」

「では、おまえの祖国は罪なき者を殺したことがありませんの？」

　返事に詰まる。雷真の庇ひ護ご者しやたるさかき中将も、戦争で武功を立てた男だ。

「いかなる国家であれ、一度でも戦火を交えたならば、流血をさけることはできません。敵のみならず、自国の同胞をも死に追い立てます。あるいは、法の過ちが無む辜この民を殺すこともある。そんなことを理由に、おまえは国を捨てますの？」

「詭き弁べんだ、それは！」

「これが詭弁ならば、おまえのそれも詭弁ですわ。個人の感傷などは捨て、おまえにしかできぬことを──なんてガラにもない説教ですわね、嫌だわ年寄り臭い！」

　自じ嘲ちようにまぎらせ、言葉を切る。

　それから、思い出したように、こんなことを言い出した。

「青薔薇の花言葉、おまえは知ってますかしら？」

「は？　花言葉も何も……青い薔薇ってのは実在しないんだろ？」

「ですから、〈あり得ないもの〉──それが青薔薇に相応ふさわしい言葉です」

　それこそ薔薇のように、セフィラは艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「悪の中枢にあって、悪に染まらぬまま、悪にとっての悪をなす──そんなことを本気で企たくらむ愚者がいるなら、その男こそ、あり得ぬ者と言えませんこと？」

　魔女の言葉は、祝福の鐘のように、雷らい真しんの胸に響いた。

　嚙かみ締しめる雷真を見て、セフィラは満足したのだろうか。魔女は急に冷たくなり、突き放すように言った。

「ま、己の進路くらい己で考えなさいな。薔ば薇らは〈拠し点ろ〉を持ち、手勢を組織する必要があるのですけど、勧めた手前、わたくしが手引きしてあげますわ。……アストリッドが、わたくしとリリィにそうしてくれたようにね」

　訊きいていいのか迷ったが、結局、雷真は疑問を口にした。

「その、リリィさんっていうのは」

「オーストリアの皇后だった女です」

　オーストリア。世界大戦の発端になると言われた国だ。

「リリィはもうずっと前から、生きることに倦うんでいた。そう仕向けたのは、あの下げ衆すな金色ババア……大戦の引き金を引こうとしてね」

　ふっと黒くろ薔ば薇らの表情が翳かげる。その瞳は、どこか遠くを見ていた。

「アストリッドはね、わたくしとリリィにとって、ある種の師であり……そう、姉のようなものでしたのよ。薔薇の師団に入りたての頃、世話をしてくれたのはあの女でしたもの。……昔の話ですけれどね」

　それ以上話すことはない、とばかりに、魔女は大骸骨の手から降りた。

　大骸骨が地獄に沈み、大地の亀裂が閉じて、元通りの床となる。呆あつ気けに取られる雷真と夜や々やをよそに、セフィラは会議室の扉に手をかけた。

「では、宣戦布告といきましょうか」

　自ら扉を開き、室内へと踏み込む。

　会議室には驚くべき顔ぶれが待ち構えていた。飴あめ色いろの光沢が美しい肉厚の円卓に、一筋縄ではいかない、危険な男たちが座している。

　天使のごとき風貌の〈時の翁フアザータイム〉、実際以上に大きく見える偉丈夫ラザフォード、黒衣に身を包むエドマンド。彼らの後ろに控えて立つのは、山やま鳩ばとと呼ばれた灰十字クルサーダの戦士、秘書官アヴリル、魔王ワイズマンライコネン、そしてエドガー・ブリュー伯爵！

「シャルの親父おやじさん！」

「やあ、ライシンくん。君の席はそこだよ」

　入ってすぐの座席があいている。何が何だかわからず、雷真は棒立ちになった。

　ラザフォードが立ち上がり、セフィラに向かって一礼する。

「ようこそのお運び、恐悦の至りです。黒薔薇さま」

　恭うやうやしく言う。なごやかな瞳の奥に、油断ならない光が宿る。秘書官アヴリルがセフィラに殺気をぶつけたが、無論、魔女は歯牙にもかけない。すたすたと円卓を回り込み、教父のとなりの席に腰掛けた。

　雷らい真しんはまだ困惑している。これがどういう集まりなのか、まるでわからない。しかし、突っ立っているわけにもいかず、ひとまずは教えられた席に腰を下ろした。

　全員の顔を見回し、セフィラはどこか厳かに、詩吟めいた口調で言った。

「いつの時代も、歴史は愚者がつくるもの」

　──何を言い出したのだろう？

「愚者とはすなわち、旧時代の権威を否ひ定ていし、改革を為なす破戒者です。二千年前の救世主もまた、パリサイの賢人たちを否定し、愚者と蔑まれました」

　円卓に緊張が満ちる。その意味を理解しなければ、自分の命さえ危うい気がした。雷真は息を詰め、同席者たちの一挙手一投足に集中する。

「今日ここに、愚者と呼ぶべき者が三人います」

　セフィラの視線が横に流れ、ラザフォードに留まる。

「一人は〈十九世紀最強〉と呼ばれた魔術師です。彼はつまらぬ目的のために禁忌を犯し、魔術世界の秩序を破壊しようとした」

　さらに視線が流れ、今度は雷真を見る。

「一人はまだ若く、未熟な子ども。彼は大人たちが『無謀だ』『愚かだ』と断じることに挑み続け、ことごとく成し遂とげてきた生粋の革命者ですわ」

　雷真は居心地が悪くなったが、夜や々やは嬉うれしそうに胸をそらした。

　そして最後に、セフィラはエドマンドを見た。

「いま一人は、先の子どもによく似ている。常人でありながら、常人では為しえぬことをことごとく成し遂げた〈うつけ〉の皇子──この国の玉座を奪い、薔ば薇らの師団を瓦解させ、掌握せんとした怪物です」

　この三人が愚者。なるほど確かに、と雷真は思った。

　セフィラは楽しげに、秘密を明かすように続ける。

「神性機巧マシンドールを手にする者は〈愚者〉──ゆえに〈愚者の聖堂〉はありました。愚者のアルカナが象徴するものは、探究であり、自由であり、旅立ちだからです」

　再び一同を見回して、放ほうり出すように言い放つ。

「ならばおまえたち三人、愚かな賢者として歩みなさい」

　愚かな賢者──あるいは賢き愚者か。

「わたくしが夜と死の世界の、教父が昼と生の世界の監視者となりましょう。おまえたちは中つ国で好きに争えばよい。そうして世界は回り、回転の中で安定するのです」

　セフィラの言葉を聞き、エドマンドはにやりとした。その黒い瞳の奥に、いまだ衰えぬ野心があることを、雷真はそのとき理解した。

　エドマンドは自信たっぷりに、挑戦的な口調で言った。

「言われるまでもなく、俺おれはすぐに争いを起こすぜ。この世を救済するためにな」

「……この若者たちに比べれば、私はさほど長くは生きられまいが」

　感情を抑えた声で、ラザフォードが横からささやく。

「学院は引き続き、明日の魔術世界を主導する機関でなければなりません。私もまた、変わらぬ我欲を振りかざし、世界を変えようとするでしょう」

「……だったら、俺は」

　二人の危険人物を交互に見やり、雷らい真しんもまた宣戦布告する。

「あんたたちのやることに、いちいち口を挟ませてもらう」

　魔女と教父のあいだに、暗黙の了解めいた気配が流れた。どうやらセフィラの言動は、教父の考えと矛盾しない様子だ。協会は従来通り、これを傍観する気らしい。

　正直に言えば、老人たちに乗せられているような気がした。だが、むしろ感謝したいとも思っている。ここに雷お真れを据えてくれたことを。

　エドマンドとラザフォード。この二人に対抗するつもりなら、雷真もまた力を持たなければならない。そのことを、黒くろ薔ば薇らセフィラは教えてくれている。

（あり得ないもの……か）

　毒をもって毒を制す──そのための〈毒〉に、果たして俺はなれるだろうか？





　　　　　◇






「三賢者──トリスメギストスか。実に皮肉が利いている」

　がらんとした会議室で、エドマンドは笑った。

　既すでに出席者の大半は去り、ここには王とエドガーしかいない。エドマンドはテーブルに足を投げ出し、上機嫌で言った。

「トリスメギストスが馬鹿の集まりと言うなら、俺たち以上の適任もいるまいさ。俺は今でも地上の王になるつもりでいるし、〈神性機巧マシンドール〉も〈復活〉も可能だとわかった以上、ラザフォードはその再現に血道をあげるだろうしな」

　支配を欲することも、知的探究心も、同じく暴力的だ。そして雷真は、その暴力的衝動を妨害する方向に動くはず。ならば、この三者こそが二十世紀を動かす枢軸となる。

　笑うエドマンドの傍らで、エドガーは困惑気味に首をすくめた。

「私にはまだ不可解です。これでは、協会が薔薇の師団を容認したも同然ですが」

「もとより容認していたのですよ、伯爵」

　薄笑いを浮かべ、エドマンドは切って捨てる。

「俺に言わせりゃ、傍観は承認と同じだ。路上で踏みつけにされている者がいたとして、それを遠巻きに見ているだけの奴やつは、敵と同じなんだ。味方じゃない」

「なるほど……それが、貴方あなたがライシンくんを評価する理由ですね？」

「そうです。ライシンあいつは黙って見ていることができない奴やつだった。俺おれの邪魔をするのだとしても、俺はあいつを好きになれる」

　そこまで言ってから、エドマンドは意地悪くエドガーを見上げた。

「不可解とおっしゃるなら、貴方も大概だと思うのですがね？　誇り高きブリューの騎士が、なぜ悪逆の王を助けたのです？」

　エドガーは品よく微笑ほほえみ、受け流した。

「貴方はまさしく悪魔のようでいらっしゃいますが、ディランド王朝の正統な後継者です。これ以上のスキャンダルは、英国民にとって喜ばしいことではありません」

「これを機に、膿うみを出し切るって考え方もできるでしょう？」

「出し切ることなどできませんよ。人間は救えない生き物です」

　今度はエドガーが意地悪く言った。

「少なくとも、一代二代では不可能です。支配者の道は血塗られた道ですから。だったら、狡こう猾かつな王に善政を取り繕っていただいた方がいい。貴方ならば、それができるでしょう。エドマンド三世陛下？」

　爽やかな笑顔で腹黒いことを言ってのける。エドマンドはあきれた。

「……本気で俺を護まもるつもりか？　俺はブリュー伯爵家をつぶした男だぜ？」

「ブリューを没落させたのも貴方なら、師団にとらわれていた私を解き放ってくれたのも貴方です。おかげで私は妻子を取り戻すことができました」

「そんなものは、俺の謀略──」

「しかし、妻を殺しておくこともできたはず」

　エドマンドは口をつぐんだ。エドガーは窓の向こう、果てなき青空を見やる。

「エレインさまが魔竜の掃討に向かったのは、騎士の自覚と、一度の食事に報いるためでした。ならば私も騎士として、一片の慈悲に一片の慈悲で応えましょう」

　エドマンドに向き直り、そっと胸に手を当て、忠誠の礼を見せる。

　そのエドガーの所作と言葉に、偽りは見えなかった。

　込み上げかけた感情に気付かなかったふりをして、エドマンドはわざと野卑に笑う。

「つまり、俺の悪運はまだまだ尽きちゃいないってことだ」

「いえ、ここが年貢の納め時です。貴方には真実〈名君〉を目指していただくのですから。死んだ方が幸福だったと、泣きごとをおっしゃるかもしれませんよ？」

　エドガーは先の先まで見ている様子で、次々に課題を並べ立てた。

「まずは貴族院と賢老会議を建て直しましょう。機巧都市の再建にもロンドンの復旧にも予算が必要ですし、学院と帝国の蜜月を取り戻しておかなければ、大戦で致命傷を受ける危険があります」

「大戦は起きるかな？　俺おれが引き起こさなくても？」

「教父が予見されたことですから、世界大戦の災禍はさけようがありません。せめて傷を浅くしなければ、二一世紀が訪れぬかもしれませんからね」

「貴方あなたの話はわかったがね、伯爵。貴族院の爺じじいどもが俺を認めてくれるかな？」

「ご安心を。議会においても、私が陛下をお護まもりします」

「キングスフォート派の連中が黙っちゃいないぜ？」

「幸いにもリッチモンド卿は私の味方です。存外、上う手まくやれますよ」

　エドガーが片目をつむる。伯爵の余裕は、若いエドマンドには頼もしく思えた。

　ほぼ独力で魔女たちと渡り合ってきたエドマンドにとって、それは初めて覚える感覚かもしれない。名君を演じている限り、この男はエドマンドを護ってくれる。ライコネン、七なな號ごうに加え、この男が新たな覇道の道連れというわけだ。

　──そんな未来は悪くない。

「なるほど、ゲームはシンプルになったわけだ。俺はそんな貴方を出し抜いて、また俺の帝国を築けばいい」

「おっしゃる通りです。可能であれば、ですが」

「できるさ。なぜなら、俺が正しいから」

　にやりと笑って見せる。エドマンドはテーブルから足を下ろし、王者の風格を身に帯おびて、エドガーに手を差し伸べた。





　　　　　◇






「待ちたまえ、〈最後から二番目セカンドラスト〉」

　会議室からの帰り道、雷らい真しんは聞き覚えのある声に呼び止められた。

　いつしか陽ひは落ち、あたりはうす暗い。その夕闇の中でも、雷真の感覚はキンバリーの体調を精確に把握した。

　血液の流れに問題はない。顔色はずいぶんよくなったようだ。正式に〈助手〉となったアンリの姿は見えず、車椅子もなく、もう自力で歩いている。

　学内だと言うのに、キンバリーは灰十字クルサーダの黒コート姿だった。雷真と夜や々や、そして周辺を見回してから、ひそめた声で話しかけてくる。

「……先を越されたかな？」

「何の話だ？」

「君に就職口を持ってきたんだが──まずは事後処理の話をしよう。既すでに聞き及んでいると思うが、学院は君の参加資格エントリーを剝はく奪だつし、今期の夜会から除名した」

「ああ、聞いた。夜会の外で兄貴とやり合い、殺しちまったからだろ」

「……そうだ。君の潔白を信じる者は大勢いるか」

「いや、間違いじゃない。兄貴は確かに俺おれが殺したんだ」

　対決し、死に至らしめたのは事実だ。その業は一生背負うつもりだった。

　夜や々やは不満だったようで、控えめに不平を言った。

「でも、あれは雷らい真しんのせいじゃないです……」

　キンバリーもうなずき、嘆息した。

「協会も理解している。しかし、日本軍の介入を観客が目撃してしまったのでな」

　夜会の最終局面で、日本軍が闘技場を占拠した。あの場には新聞記者もいたので、当然ながら報道機関に知られている。

「ここで日本人を『優遇』すれば、世論を敵に回す。それがひいては、〈魔王ワイズマン〉の権威を揺るがすことにもつながる……」

「そうなったら俺も困る。せっかくロキが魔王になれたってのに、俺がゴネて夜会が取り消し、なんて結末はごめんだ」

　それは本心からの言葉だ。雷真はにかっと笑って、

「〈蒼穹の魔王ジ・アズール〉──なかなかサマになってるじゃねえか」

　魔術回路を次々に切り替える戦闘スタイル、物体を自在に浮かせられる強大な念動から、ロキには天をイメージした魔術名が送られた。

　ただ、そう呼ばれることはあまりなく、〈雷帝〉という呼び名が広まりつつある。〈雷〉のニュアンスが入っていることにシャルが原因不明の発熱を引き起こすようになるのだが、それもまた先の話だ。

　キンバリーはますます声を硬くして、言いにくそうに言った。

「ところが、事はそう簡単ではない。ライシン・アカバネが魔王に相応ふさわしい力を持つのは誰だれの目にも明らかなのに、魔王ではないために協会の目が行き届かない。そのことを危険視する向きがあってな」

「それでわかった。だから、俺に首輪をつけようってわけだな？」

　夜々がきょとん、とした。

「どういう意味ですか、雷真？」

「先生が持ってきた〈就職口〉の話だよ。俺を灰十字クルサーダに入れてくれるってんだ」

　夜々が驚いて口を抑える。灰十字クルサーダは魔術師協会ネクタルの実働部隊。選えりすぐりの魔術師集団であり、そこに選抜されることは、超一流の証明でもある。

　その上、協会の庇ひ護ご下に入れる。母国を敵に回したも同然の今、雷真にとっては願ってもない話だった。

　だが、雷真は肩をすくめ、とんでもないことを言い出した。

「正気かよ、先生？　俺は魔女の一味になろうかと思ってるんだぜ？」

「雷らい真しんっ！」

　夜や々やがあわてて袖を引っ張る。キンバリーが言った通りなら、雷真は危険視されている。彼らがこんな発言を聞けば、雷真は幽閉されるかもしれない。

　しかし、キンバリーの返事は意外なものだった。

「さすがに驚いたが……まあ、かまわんさ。掛け持ちでもいい」

「何だって!?」

　これには雷真の方が仰天してしまった。

「結社の薔ば薇らが、灰十字クルサーダに入っていいのか……!?」

「見えないところでやられるよりは、ずいぶんマシさ。そもそも君は神性機巧マシンドールの暴威から世界を救った英雄であり、ファザーの信頼も厚い」

　英雄と言われるのは心外だし、信頼されている実感もなかった。

　だが、キンバリーは至極真面目で、むしろ乗り気にさえなっていた。

「君のやることならば、先達たちも頭ごなしに否ひ定ていはすまい。考えようによっては、協会にとっても利のある話さ。表と裏、二つの世界を君がつないでくれる」

　先刻、黒くろ薔ば薇らと教父はともに『監視者』になると言った。だが、その実態は二重支配に近く、あの二人が協調路線を歩むことはないだろう。

　だが、雷真は違う。水と油の二つの世界を、取り持つことができる。

　──キンバリーの言葉は深い信頼のあらわれだ。雷真ならば、結社という朱に交わろうとも、朱に染まることはないと信じてくれている。

　雷真は苦笑した。信頼はひどい重圧だが、純粋に嬉うれしくもある。

「魔王ワイズマンになりゃ引く手あまた、就職先には困らないって話、本当だな。俺おれは魔王にゃなれなかったが、魅力的なお誘いが二つもきたぜ」

「二つで済めばいいがね。君ほどの魔術師と、名実ともに『世界最高』となってしまった自動人形オートマトンなら、誰だれもが手に入れたいと思うだろう」

「それが本当なら、平穏無事な余生は送れそうにないな？」

「パンドラが災禍の箱を開けたとき、最後に残ったのは空むなしい希望だと言われている」

　唐突な言葉に驚き、雷真はキンバリーを見た。キンバリーは悪戯いたずらっぽく笑って、

「では、〈最後から二つ目セカンドラスト〉は何だと思うね？」

「そりゃ……希望の一つ前のものだから……何だ？」

「私にもわからない」

「何だそりゃ！」

「だが、きっとそれは、災いの中でも希望につながるもの──つながろうとするもの」

　雷真の肩に両手を置いて、キンバリーはにこやかに言った。

「君のような男の中に、あるものではないかと思うよ」

「────」

「返事は卒業まで待つ。聖黒衣コートを受け取るかどうか、考えておいてくれ」

　そう言い置いて、キンバリーは颯さつ爽そうときびすを返した。

　怪け我がの影響を感じさせない足取りで、悠然と去って行く。その先、廊下の曲がり門では、医師のクルーエルが待っていた。

　何か余計なことを言ったらしく、キンバリーの肘鉄を食らう。だが、二人の仲は険悪というわけではない。寄り添って歩く二人には、単なる知人以上の親しさが見えた。

　キンバリーたちに当てられたのか、夜や々やが雷らい真しんの腕にしがみついてくる。

　しばし、二人は無言のまま、窓の外を眺めていた。

　ちらり、ちらりと、中庭に雪が落ちてくる。

　ゆったりと時間が過ぎていく。雷真は幸福な気分で、暮れかけた空を見上げた。

　腕を通して夜々の体温が伝わってくる。戦いの日々には感じる余裕のなかった、甘ったるい感情が胸を満たした。

　夜々も同じ気持ちなのだろうか。猫のように身をすり寄せ、甘えた声で言った。

「ねえ雷真。実は相談したいことがあるんです」

「何だ、改まって。遠慮しないで言えよ」

「子どもの名前、どうします？」

「気が早すぎる！　そこはまだ遠慮しろ！」

「『俺おれの嫁』って言ったくせに～♡」

「そりゃまあ……言ったけどよ」

「今さら撤回なんて、なしですよ？」

「……まさか」

　一笑に付す。いつの間にか、そうする余裕と覚悟がある。

　雷真は観念して、夜々の思いつきにつき合った。

「女の子なら──白びやく夜やってのはどうだ？　おまえ、あのとき真っ白だったし」

「きれいな名前です！　男の子なら？」

「そうだな……ありていにいくなら、親から一文字ずつもらって──」

「雷らい々らい？」

「〈々そつち〉かよ！　そこは〈夜〉を使え！」

「じゃあ、雷夜とか？」

「噓つきlierって言われねえかな。俺とおまえから一字ずつとったニンゲンだから──」

　天啓のように、脳裏に閃ひらめく名前がある。

　大切な秘密を漏もらすような気持ちで、雷真はその名をつぶやいた。

「夜や真ま人と──ってのは、どうだ？」

「やまと……」

　夜や々やは舌の上で音を転がし、吟味するような間を取ってから、ふんわり微笑ほほえんだ。

「とても、いい名前です」

　愛いとおしそうに、そっと自分のお腹なかをさする。

「おまえの名前は夜や真ま人とですよ♡」

「まぎらわしいことするなよ!?　まだそこにはいないからな!?」

　だが──いつかそんな日がくるのかも知れない。

　なぜなら、この先もまた、二人で生きていけるのだから。

　一瞬とは言え、夜々は神性機巧マシンドールだった。その子どもがどんな力を持つか定かではないし、その『鋼の遺伝子』を巡り、どんな争いが起きるかもわからない。雷らい真しんが薔薇いばらの道を歩むと決めた今、敵対者には事欠かず、母国さえ味方ではない。二人の子どもを親から引き離さなければならない事態も、起こり得るだろう。

　それでも、夜々が子どもを持てるのなら、持たせてやりたいと思う。

　雷真か撫子なでしこが子を持たなければ、赤あか羽ばねの血統は途絶えてしまう。かつては何とも思わなかったが、兄と死別した今、そうしたくないと思う気持ちが芽生えていた。

「夜々……俺おれはさ、人間ってものを信じたいんだ」

「わかります」

「だが、みんながみんな賢いわけじゃない。俺やエドマンドみたいな阿あ呆ほうが馬鹿をやりゃ、いさかいは起きる。いくらでもな」

　世界大戦の火種はくすぶっている。いつでも引火できる。

「力で止めなきゃならないときは、ある」

「それも、わかります」

「俺一人なら、それもいい。だが、そのせいでおまえや、おまえの子が──」

「雷真」

　雷真の迷いを笑い飛ばすように、夜々は力強く宣言した。

「そこがどこでも、夜々はついていきます。貴方あなたの相棒なんですから！」

「……不毛の大地の、そのまた先の、地獄の果てでもか？」

「ベッドの中でもです！」

　幸せそうに微笑む。その小さな頭を抱え寄せ、雷真は目を閉じた。

（……俺みたいな馬鹿には出来すぎた結末だよな、兄貴）

　笑みがこぼれる。雷真に抱かれたまま、夜々が不思議そうに顔を上げた。

「どうかしました？」

「いや。悪くない結末だと思ってさ」

「まだ終わってないです。雷真はこれから忙しくなるんですから！」

「そうか。そうだな」

　旅は続く。雷らい真しんが歩みを止めない限り。

「どのみち帰る国もねえしな。どこまでやれるかは、わからねえが──」

　懐ふところから指輪を取り出す。薔ば薇らの意匠が月光を弾はじき、きらりと光った。

　その指輪を夜や々やが奪い、雷真の薬指に通してくれる。

　雷真は笑って、相棒のその手を握にぎりしめた。

「行こうぜ、相棒！」

「はい！」








【END】














あとがき







　こんにちは、海かい冬とうレイジです。

　ずいぶんお待たせしてしまいましたが──

　ついにこのシリーズにも、このときがきてしまいました。




　お話を締めくくるとき、いつも思うことがあります。

「最後まで付き合ってくださった方に、『一番いいところ』をお見せしたい」

　もちろん、最初に作品を応援してくださった方のおかげで続きが書けます。その意味で最初の読者さんはまさに命の恩人です。

　ですが、シリーズを追い続けるのは大変で──僕自身もそうなのですが──巻数が増えると、どうしても離れてしまいがちです（まして一年も新刊が出なければ！）。

　にもかかわらず、最後まで付き合ってくれた読者さん──つまり貴方あなた──は、書き手にとって特別な存在であり、言わば魂の恩人であろうと思うのです。

　本書は恩人に見せるに相応ふさわしい一冊（二冊！）となれたでしょうか。貴方の口元にいま微笑ほほえみがあるなら、本書と作者は責任を果たせたことになります。

　かくて機巧少女マシンドールを巡る物語は幕を閉じ、釜かま田だみさとさんが描いてくださった物語、生み出してくださった二人の主人公につながります（電子で入手もできますので、未読の方はぜひ『リアクタ』も買ってくださいね！）。

　そう、雷らい真しんたち登場人物の物語、人生という物語はこれからも続いていくのです。彼らが何を知り、何を成し、何を失って、どんな最期を迎えるのかは、たぶんもう作者が語ることではないのでしょう。それはシリーズを読破した貴方によって、これから探索されるべきフィールドなのだと思います。




　本書のラストは、もう何年も前からあたためていた『約束された』場面でした。かつてお世話になった方との約束ですが、僕が勝手に約束したと思っているだけで、先方さまは約束とは思っていらっしゃらないかもしれません（打ち上げの別れ際の、とてもさらっとしたやりとりだったのです！）。でも、それが約束だと思えたからこそ、僕はこの場所にたどりつけた気がしています。だから完走できた。最後まで斃たおれなかった。

　もちろん、僕が斃れずにいられたのは、その約束だけが理由ではありません。この物語は本当にたくさんの方に支えられ、たくさんの方と約束を繰り返してきました。




　素晴らしいビジュアルを与えてくださった、もう一人の作者るろおさん。

　新たな地平を切り開いてくださった高たか城ぎさん、釜かま田ださん。アライブ編集部さま。コミカライズに尽力くださったすべての皆さま。

　立ち上げでお世話になった庄しよう司じさん、新につ田たさん。とくＰさん、ＬＩＮＤＥＮさん、原はら田ださん。ドラマＣＤ、音楽で守り立ててくださった皆さま。

　作者のわがままや無む茶ちや振りに応えてくださった池いけ本もとさん！　清きよ原はらさん、田た中なかさん。付箋で感想をくださった校正さま。デザイナーさま。代々の編集長さま、営業さま。ＭＦで力を貸してくださったすべての皆さま。

　吉よし本もと監督、畠はたけ山やまさん、柿かき原はらさん、竹たけ内うちさん、渡辺わたなべさん。アニメーターさま。演じてくださった皆さま。アニメーションで関わってくださったすべての皆さま。

　販売店さま。電子版・海外版に関わってくださった皆さま。本書を届けるにあたり、お力添えくださったすべての皆さま。

　そして──ここまでお付き合いくださった貴方あなたに、心よりの感謝を捧ささげます。

　ありがとうございました！





２０１７年６月　海かい冬とうレイジ


















　著者

　海冬レイジ（かいとう・れいじ）

　　ずっと登場人物たちと一緒でした。

　　一緒に泣いて、一緒に頑張りました。




　　とても幸せでした！ありがとう！！！




　　１月８日生まれ。Ａ型。




　イラストレーター

　るろお（るろお）

　　海冬さんも読者さんも、お疲れさまでした!!

















　　カバー・口絵・本文イラスト／るろお

　　装丁／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）
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